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生徒より

特
集  

生
徒
が
輝
く
学
校
づ
く
り 

─
高
校
の
特
色
化
・
魅
力
化
─

教
育
理
念
を

継
承
す
る
た
め
に

今
を
変
え
る

Satom
i kousuke

里
見
康
介
先
生

神
奈
川
県
・
私
立
サ
レ
ジ
オ
学
院
中
学
校
・
高
校

本
校
は
、
サ
レ
ジ
オ
会
の
創
立
者
ド
ン
・
ボ

ス
コ
の
教
え
に
基
づ
き
教
育
を
行
っ
て
い

ま
す
。
困
っ
て
い
る
人
に
手
を
差
し
伸
べ
よ
う
、

そ
れ
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
勉
学
・
問

題
解
決
・
奉
仕
に
励
も
う
と
い
う
価
値
観
は
、

今
ま
で
は
、
司
祭
と
と
も
に
学
校
生
活
を
送
る

中
で
、
生
徒
に
も
教
師
に
も
自
然
と
伝
わ
っ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
司
祭
の
数
が
減
少
し
つ
つ
あ

る
今
、
そ
の
継
承
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
進
め
て
い
る
の
が
、
教
育
理
念
の
具

体
化
で
す
。
育
成
を
目
指
す
生
徒
像
を
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
で
示
し
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
探
究
学
習

を
体
系
化
し
ま
し
た
。
３
年
前
に
、
高
校
１
年
生

が
校
内
の
問
題
解
決
に
チ
ー
ム
で
取
り
組
む「
サ

レ
ジ
ア
ン
改
革
」を
始
め
、現
在
は
、高
校
２
年
次

に
導
入
す
る
探
究
学
習
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い

て
、全
教
師
で
議
論
し
て
い
ま
す
。そ
の
過
程
で
、

本
校
の
教
育
理
念
が
改
め
て
教
師
間
に
浸
透
す

る
こ
と
を
企
図
し
て
い
ま
す
。

　
授
業
で
は
、
企
業
に
勤
め
て

い
た
頃
の
話
を
よ
く
し
ま
す
。

海
外
で
様
々
な
職
業
の
方
と
協

力
し
て
働
く
中
で
感
じ
た
、
価

値
観
の
異
な
る
他
者
を
受
け
入

れ
る
こ
と
の
大
切
さ
や
、
社
会

で
必
要
と
さ
れ
る
能
力
の
多
様

性
な
ど
に
つ
い
て
、
体
験
を
基

に
話
す
こ
と
で
、
同
じ
よ
う
な

生
活
水
準
や
価
値
観
の
友
人
に

囲
ま
れ
て
過
ご
す
生
徒
が
、
世

界
の
広
さ
に
目
を
向
け
る
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
と
い
う
思
い
が

あ
り
、
そ
れ
は
本
校
の
教
育
理

念
に
も
通
じ
る
と
考
え
ま
す
。

　
生
徒
が
教
会
で
の
炊
き
出

し
や
街
頭
募
金
な
ど
に
自
主
的

に
参
加
す
る
姿
や
、
グ
ル
ー
プ

学
習
で
異
な
る
意
見
に
も
耳
を
傾
け
、
互
い
が

納
得
で
き
る
よ
う
に
話
し
合
う
姿
を
見
て
、
本

校
で
の
学
び
が
浸
透
し
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

本
校
の
教
育
理
念
を
継
承
し
続
け
る
た
め
に
、

今
向
き
合
う
べ
き
課
題
に
挑
戦
し
て
い
き
ま
す
。

さ
と
み
・
こ
う
す
け
　
教
職
歴
25
年
。
同
校

に
赴
任
し
て
11
年
目
。
総
務
企
画
室
長
。
カ
テ

キ
ス
タ
部
部
長
補
佐
。
社
会
科（
倫
理
・
日
本

史
）、宗
教
科
。

神
奈
川
県
・
私
立
サ
レ
ジ
オ
学
院
中
学
校
・

高
校
　
全
日
制
／
普
通
科
／
男
子
校
／
１
学

年
約
1
８
0
人
／
２
０
２
１
年
度
入
試
合
格

実
績（
現
役
の
み
）国
公
立
大
は
、東
京
工
業

大
、東
京
大
、一
橋
大
、横
浜
国
立
大
な
ど
に

72
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、慶
應
義
塾
大
、早

稲
田
大
な
ど
に
延
べ
５
０
７
人
が
合
格
。

グ
ル
ー
プ
学
習
や
生
徒
主
体

の
学
校
行
事
が
多
い
か
ら

か
、「
サ
レ
ジ
ア
ン
改
革
」
で
は
、
終

礼
の
開
始
時
刻
の
厳
守
な
ど
、
問
題

を
自
分
た
ち
で
見
つ
け
、
仲
間
の
考

え
を
聞
き
な
が
ら
建
設
的
に
議
論

し
、
解
決
策
を
生
み
出
せ
ま
し
た
。

そ
の
経
験
は
、２
年
次
の
研
修
旅
行

に
向
け
て
自
分
で
テ
ー
マ
を
決
め

て
取
り
組
ん
だ
探
究
学
習
に
生
き

た
と
思
い
ま
す
。１
つ
の
課
題
を
追

求
す
る
面
白
さ
を
学
ん
だ
こ
と
は
、

高
校
生
活
で
次
に
取
り
組
み
た
い

活
動
や
、将
来
挑
戦
し
た
い
夢
に
つ

い
て
、具
体
的
に
、目
的
意
識
を
持
っ

て
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

2021 June
発
問
・
課
題
設
定
を
キ
ー
に
見
る

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
授
業
実
践

英
語

山
梨
県
立
青せ
い

洲し
ゅ
う

高
校

飯い

い

室む

ろ

雄た

け

ひ

ろ大

情
報

愛
知
県
立
高こ
う
ぞ
う蔵
寺じ

高
校

田
中 

健

学校の今に寄り添い、先生方とともに未来を描く
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島
県
・
私
立
安
田
女
子
中
学
高
校

は
、
礼
儀
作
法
や
マ
ナ
ー
指
導
が

行
き
届
い
た
伝
統
校
と
し
て
知
ら
れ
、
在

校
生
も
そ
れ
を
誇
り
と
し
て
き
た
。
し

か
し
、
時
代
の
変
化
の
中
で
、
校
則
の
見

直
し
を
検
討
す
る
必
要
性
を
同
校
の
教
師

も
感
じ
始
め
て
い
た
。
19
年
12
月
、
同
校

は
経
済
産
業
省
「
未
来
の
教
室
」
の
実
証

事
業
で
、
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
カ
タ
リ
バ
が

企
画
し
た
「
ル
ー
ル
メ
イ
カ
ー
育
成
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
モ
デ
ル
校
に
選
定
さ
れ

た
。
教
師
や
保
護
者
と
対
話
を
重
ね
、
校

則
を
見
直
し
て
い
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通

じ
て
、
生
徒
に
問
題
発
見
・
解
決
力
が
育

ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

へ
の
参
画
を
決
め
た
の
だ
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン
バ
ー
に
名
乗
り

を
上
げ
た
の
は
、
中
学
1
年
生
か
ら
高

校
2
年
生
ま
で
の
20
人
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

リ
ー
ダ
ー
の
1
人
で
あ
る
田
中
心
結
さ
ん

の
参
加
理
由
は
、「
み
ん
な
が
幸
せ
に
な

る
校
則
」
を
つ
く
り
た
か
っ
た
か
ら
だ
。

　「
中
学
校
で
生
徒
会
役
員
を
務
め
た
際
、

友
人
に『
こ
の
校
則
は
な
ぜ
必
要
な
の
？
』

と
聞
か
れ
て
も
、
理
由
を
き
ち
ん
と
説
明

で
き
ず
、
悔
し
い
思
い
を
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
校
則
に
不
平
不
満
を
ぶ
つ
け

る
の
で
は
な
く
、
各
校
則
の
存
在
意
義
を

広

みんなにとって
幸せなルールとは？

大切にしたい
「安田らしさ」って？

先生がご存知の「イノベーティブな生徒たち」をご推薦ください！
具体的なご推薦方法は、 公式LINEを通じて７月下旬にお伝えいたします。
※ 公式 LINE が未登録の方は、右の２次元コードを読み取っていただくか、
LINE アプリの「友だち追加」＞「ID 検索」で「＠ view21」とご入力いただき、友だち追加をお願いいたします。

編集部からのお知らせ

今号の「発問・課題設定をキーに見る　主体的・対話的で深い学び　授業実践」で紹介
した山梨県立青

せい

洲
しゅう

高校・飯
いいむろたけひろ

室雄大先生の英語の授業。生徒が学び合う様子のダイジェ
スト動画を、ぜひご覧ください。

今号の「指導変革の軌跡」の中で紹介した
福岡県立戸

と

畑
ばた

高校の「『さくら』を贈るプロ
ジェクト」。同プロジェクトを通じて、教師
は何を思い、生徒はどのような気づき、学
びを得たのか聞きました。

今号の「誌上で見学　学びの next」で
紹介した宮城県・私立常

と き わ

盤木
ぎ

学園高校
の「経済金融教育」について、教師の
指導体制・工夫などをさらに詳しくお
伝えします。

誌面で紹介した授業が動画で見られる！

「指導変革の軌跡」の中の
取り組みをクローズアップ！

I N F O R M A T I O N

「VIEW n-express」では、最新の教育現場の状況や取り組み、今求められている情報、現場の教師や識者のオピニオ
ンなどを「express＝速達」でお伝えします。

ウェブで見学
学びのnext

自校の研修・会議に使える！　対話促進スキル向上・オンライン講座のご案内

ベネッセ教育総合研究所ウェブサイト内のコーナー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リリース

今後一層求められる対話型の研修や会議を実現するためのスキルや心構えが学べる！

参加申し込み
受け付け中！

詳しくは
今号 24 ページを

ご覧ください。

ニューコンテンツ、続々

や教育に関連する最新情報をタイムリーにお届けします。
友だち登録をすれば、冊子の発刊時や新コンテンツの公開時に通知が届きます。
＊友だち登録の方法は、右の２次元コードを読み取っていただくか、LINE アプリの

「友だち追加」＞「ID 検索」で「@view21」とご入力いただき、追加をお願いいたします。

公式アカウント

友 だ ち 募 集 中！

の LINEをご登録いただければ、
                      や の電子ブックに、ダイレクトにアクセスできます！

アクセスはこちら！

本誌特集テーマとも
連動！

伝統を胸に、よりよい学校をつくるため、
生徒主体で校則を見直す

田中心
み

結
ゆ

さん・高校３年生（左）／花本奈
な

月
つ き

さん・高校３年生（右）

広島県・私立安田女子中学高校

未来を描く！ 創る！

イノベーティブな
生徒たち

第１回

開催日時 2021年8月2日（月）
	 16時00分〜17時10分
形式 オンライン（ライブ配信）

※お申し込みいただいた方に、
詳しい参加方法をご案内します。

参加申し込み締め切り　2021年 7月28日（水）　
参加費 無料

VIEW n-express 検索

一般財団法人
地域・教育
魅力化プラットフォーム
代表理事

岩本　悠

主な講師・ファシリテーター
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と
、
口
に
す
る
生
徒
が
増
え
た
と
花
本
さ

ん
は
言
う
。
彼
女
ら
は
、
校
則
の
見
直
し

を
通
じ
て
、
自
分
た
ち
の
環
境
を
よ
り
よ

く
し
て
い
く
力
を
身
に
つ
け
た
の
だ
。

考
え
、
高
校
生
活
を
よ
り
よ
い
も
の
に
す

る
安
田
ら
し
い
校
則
を
つ
く
り
た
い
と
考

え
ま
し
た
」（
田
中
さ
ん
）

ン
バ
ー
は
、
生
徒
や
教
師
、
保
護

者
の
意
見
を
集
め
る
と
と
も
に
、

弁
護
士
か
ら
ル
ー
ル
の
あ
り
方
を
学
ん
だ

り
、
警
察
関
係
者
か
ら
非
行
や
犯
罪
の
現

状
を
聞
い
た
り
す
る
こ
と
で
視
野
を
広
げ

な
が
ら
、
校
則
を
見
直
す
上
で
必
要
な
知

見
を
得
た
。
集
ま
っ
た
意
見
を
基
に
検
討

対
象
の
校
則
の
優
先
順
位
づ
け
を
行
っ
た

結
果
、「
情
報
端
末
機
器
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
）の
持
ち
込
み
」「
放
課
後
の
立
ち
寄
り
」

「（
カ
ラ
オ
ケ
、
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
）

保
護
者
同
伴
で
な
い
と
許
可
さ
れ
て
い
な

い
場
所
へ
の
生
徒
だ
け
で
の
出
入
り
」
の

3
つ
の
校
則
の
見
直
し
を
進
め
る
こ
と
に

し
た
。

　
メ
ン
バ
ー
だ
け
で
見
直
し
を
進
め
る
の

で
は
な
く
、
学
校
に
か
か
わ
る
様
々
な
人

の
意
見
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
を
意
識
し
た

と
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
の
1
人
で

あ
る
花
本
奈
月
さ
ん
は
振
り
返
る
。

　「
廊
下
の
壁
に
貼
っ
た
模
造
紙
に
、
3

つ
の
校
則
に
対
す
る
意
見
を
自
由
に
書
い

て
も
ら
っ
た
り
、
シ
ー
ル
を
使
っ
て
あ
る

テ
ー
マ
に
対
し
て
賛
成
・
反
対
を
気
軽
に

表
明
し
て
も
ら
っ
た
り
、
校
内
の
声
を
よ

り
広
く
集
め
る
工
夫
を
し
ま
し
た
。
ま

た
、
生
徒
指
導
担
当
の
先
生
に
、
校
則
が

変
わ
っ
た
ら
ど
う
な
る
と
思
う
か
、
聞
き

に
行
き
ま
し
た
。
き
っ
と
先
生
は
校
則
の

見
直
し
は
不
要
だ
と
お
っ
し
ゃ
る
の
だ
ろ

う
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
実
際
に
話

を
し
て
み
る
と
、『
生
徒
が
自
分
を
律
し

て
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
適
切
に
活
用
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
方
が
よ
い
』
と
、
予

想
外
の
言
葉
が
返
っ
て
き
て
、
驚
き
ま
し

た
」（
花
本
さ
ん
）

　
20
年
12
月
、
メ
ン
バ
ー
は
3
つ
の
校
則

に
つ
い
て
見
直
し
た
新
ル
ー
ル
を
学
校
に

提
案
。
学
校
と
の
対
話
を
重
ね
て
校
則
が

改
定
さ
れ
、
21
年
4
月
か
ら
は
新
し
い
校

則
が
施
行
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
メ
ン

バ
ー
発
案
で
「
行
動
指
針
」
を
策
定
し
、

校
則
に
込
め
た
思
い
を
知
っ
て
も
ら
う
と

と
も
に
、
安
田
女
子
中
学
高
校
の
生
徒
と

し
て
変
わ
ら
ず
に
大
切
に
し
た
い
こ
と
を

全
校
生
徒
に
伝
え
た
（
図
）。

　
今
、
ク
ラ
ス
や
部
活
動
な
ど
で
、「
話

し
合
っ
て
ル
ー
ル
メ
イ
キ
ン
グ
し
よ
う
」

メ

学
校
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

設
立	

１
９
１
５
（
大
正
４
）
年

形
態	

全
日
制
／
普
通
科
／
女
子
校

生
徒
数	

１
学
年
約
２
６
０
人

２
０
２
１
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）　

国
公
立
大
は
、
金
沢
大
、
鳥
取
大
、
広
島
大
、
山
口
大
、

高
知
大
、
県
立
広
島
大
、
広
島
市
立
大
な
ど
に
54
人
が
合

格
。
私
立
大
は
、
津
田
塾
大
、
明
治
大
、
同
志
社
大
、
立

命
館
大
、
関
西
大
、
関
西
学
院
大
、
神
戸
女
子
大
、
安
田

女
子
大
な
ど
に
延
べ
３
９
２
人
が
合
格
。

校則の見直しを通じて、生徒には社
会をつくる当事者としての力を身に
つけてほしいと考え、今回のプロ
ジェクトへの参画を決めました。活
動の主体は生徒でしたが、話し合い
の場には私もできるだけ同席するよ
うにし、生徒の視野を広げることを
心がけました。生徒たちは素直だか
らこそ、１つの考え方にとらわれて
しまうことがあります。そうした時
は、「こんな意見を言っている人も
いるよ」「こんな調査結果があるよ」
と、見方や考え方を広げられるよう
支援しました。校則の改定以上に生
徒にとって価値があったのは、「大
切にすべき安田らしさ」への気づき
と、「行動指針」の策定という、校
則の見直しから生まれた自発的な動
きだったかもしれません。校則の見
直しという事象の背景を考え抜き、
関係する皆にとっての幸せを追究し
た結果、学校という社会の中での当
事者になれたのです。

イノベーションの芽を育てる

教師たち

事象の背景を考え抜き、
社会をつくる当事者になる

広島県・私立
安田女子中学高校
副校長

安田 馨
かおる

図　プロジェクトメンバーの発案で策定した「行動指針」。
校則が変わった事実以上に、校則に込めた思いを受け止
めてほしいという思いから策定に至った。
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P. 4	 課題整理 		
	 スクール・ポリシーの策定によって、資質・能力の育成を目標に見据えた特色・魅力ある教育課程の実現へ
	 文部科学省	初等中等教育局	参事官（高等学校担当）		安

あ
彦
びこ
広
こう
斉
せい

	 福井県立若狭高校	校長		中森一郎	／	大分県立日田高校	指導教諭		遠藤源治

P. 10	 実践事例1 		長野県白馬高校
	 白馬の自然と観光業を生かした学校設定科目で、地域と連携した実践的な学びを実施

P. 14	 実践事例 2 		大阪府・私立高
たか

槻
つき

中学校・高槻高校
	 共学化後の生徒像を見据えてスクール・ポリシーを策定。３つのコースの特色化が、新たな学校の魅力を築く

P. 18	 実践事例 3 		香川県立高松北中学校・高校
	 スクール・ポリシーを軸に、多様な教育活動を再編。生徒、教師、地域が活動の価値をともに理解する

P. 22	 本特集テーマのnext 		
	 魅力化の評価を基にしたステークホルダーの対話が、より実質的で持続可能な取り組みを築く
	 一般財団法人地域・教育魅力化プラットフォーム 代表理事		岩本　悠

特 集

生徒が く
学校づ くり
─高校の特色化・魅力化─

＊１　『VIEW21』次年度誌面に関する読者アンケ―ト結果（アンケートは、2020 年 10 月～ 11 月にウェブとファクスで実施）。
＊２　中央教育審議会 「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して～全ての子供たちの可能性を引き出す、個別最適な学びと、協働的な学びの実現～（答申）」。

　今号のテーマは、弊誌アンケート（＊１）で、取り上げてほしいと要望の多かった「高校の特色化・魅力化」です。中央教
育審議会で議論が重ねられていた論点の1つであったため、その影響による関心の高さと見ていましたが、幅広い年代の
先生に話を伺うと、どの先生も、「少子化の進行で学校は存続できるのか」、「予測困難な時代を生きる生徒に必要な教育
ができているのか」といった危機感をお持ちで、「このままではいけない。もっと学校の特色や魅力を打ち出していかないと」
と、「特色化・魅力化」の必要性を訴えていました。そうした先生方の声を踏まえ、「特色化・魅力化」が各校や先生方にとっ
てどのような意味を持つのか、編集部内で議論を重ね、たどり着いたのが、タイトルに掲げた「生徒が輝く学校づくり」です。
　21年 1月の中央教育審議会答申（＊２）でも示された、「特色化・魅力化」に向けた方策の１つであるスクール・ミッショ
ンの再定義やスクール・ポリシーの策定などを通じて、生徒が輝く学校をどのようにつくっていけばよいのか─。本テー
マの課題を整理した上で、３校の事例から考えるとともに、「特色化・魅力化」の先にある高校のあり方にまで視点を向
けた今号の特集を、ぜひご一読ください。

編集部　統括責任者　柏木　崇
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─
な
ぜ
今
、
高
校
の
特
色
化
・
魅
力

化
が
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
。

中
森
　
本
校
に
は
普
通
科
・
文
理
探
究

科
・
海
洋
科
学
科
の
３
つ
の
科
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
状
況
は
異
な
り
ま
す
が
、
特

色
化
・
魅
力
化
は
常
に
重
要
な
課
題
で

す
。
普
通
科
で
は
、
生
徒
の
学
習
意
欲

を
十
分
に
高
め
る
こ
と
が
で
き
て
お
ら

ず
、
学
び
の
魅
力
化
が
必
須
で
す
。
文

か
ら
ず
い
ま
し
た
。
高
校
選
択
も
受
け

身
的
で
、
以
前
の
勤
務
校
で
は
、「
親
や

塾
の
先
生
に
勧
め
ら
れ
た
」「
友
人
に
誘

わ
れ
た
」
と
い
っ
た
こ
と
を
志
望
理
由

に
挙
げ
る
生
徒
も
い
ま
し
た
。
中
学
生

が
高
校
や
大
学
等
の
先
を
見
据
え
て
高

校
選
択
を
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に

も
、
各
校
が
特
色
を
一
層
明
確
に
す
る

こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
近
年
で
は
、
少
子
化
等
の
影
響
で
、

定
員
割
れ
が
続
い
て
い
る
学
校
も
あ
り

ま
す
。
教
育
委
員
会
も
、
そ
う
い
っ
た

学
校
を
中
心
に
、
さ
ら
な
る
特
色
化
・

魅
力
化
の
取
り
組
み
を
求
め
て
い
ま
す

が
、
中
学
生
に
選
ば
れ
る
高
校
と
は
ど

の
よ
う
な
学
校
か
、
そ
の
あ
り
方
が
改

理
探
究
科
は
、
地
域
の
中
学
生
の
上
位

層
に
と
っ
て
目
標
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
魅
力
を
維
持
し
な
け
れ
ば
、
中
学

生
が
地
域
外
の
高
校
を
選
ぶ
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
海
洋
科
学
科
は
、
小
浜
水

産
高
校
の
閉
校
に
伴
っ
て
本
校
に
統
合

さ
れ
た
と
い
う
経
緯
か
ら
、
今
後
も
日

本
の
海
洋
教
育
に
貢
献
す
る
た
め
に
、

特
色
あ
る
学
び
を
提
供
し
続
け
る
使
命

が
あ
り
ま
す
。

遠
藤
　
こ
れ
ま
で
、
普
通
科
の
進
学
校

で
は
、
進
学
実
績
が
学
校
の
評
価
の
重

要
な
軸
で
あ
り
、
志
望
校
に
合
格
す
る

学
力
を
生
徒
に
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と

が
、
学
校
の
役
割
の
１
つ
で
し
た
。
将

来
の
目
標
が
明
確
で
な
い
生
徒
の
中
に

は
、
学
ぶ
こ
と
の
意
義
を
感
じ
ら
れ
ず
、

学
習
意
欲
を
低
下
さ
せ
る
生
徒
も
少
な

文
部
科
学
省

　初
等
中
等
教
育
局

　

参
事
官
（
高
等
学
校
担
当
）

安
彦
広
斉 

あ
び
こ
・
こ
う
せ
い

１
９
９
５
年
に
文
部
省
採
用
。主
に
初
等
中
等
教
育
局
、

高
等
教
育
局
で
情
報
教
育
や
教
員
政
策
を
担
当
。初
等

中
等
教
育
視
学
官
等
を
経
て
、２
０
２
１
年
か
ら
現
職
。

ス
ク
ー
ル・ポ
リ
シ
ー
の
策
定
に
よ
っ
て
、

資
質・能
力
の
育
成
を

目
標
に
見
据
え
た

特
色・魅
力
あ
る
教
育
課
程
の
実
現
へ

課
題

整
理

産
業
構
造
や
社
会
シ
ス
テ
ム
の
急
激
な
変
化
、
少
子
化
、
そ
し
て
高
校
生
の
意
識
の

多
様
化
な
ど
を
受
け
て
、
高
校
の
特
色
化
・
魅
力
化
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。

こ
の
度
、
各
校
の
特
色
化
・
魅
力
化
に
向
け
た
、
共
通
し
て
取
り
組
む
べ
き
方
策
と

し
て
、「
各
高
等
学
校
の
存
在
意
義・社
会
的
役
割
等
の
明
確
化
（
ス
ク
ー
ル・ミ
ッ
シ
ョ

ン
の
再
定
義
）」
と
、「
各
高
等
学
校
の
入
口
か
ら
出
口
ま
で
の
教
育
活
動
の
指
針
の

策
定
（
ス
ク
ー
ル
・
ポ
リ
シ
ー
の
策
定
）」（
＊
１
）
が
中
央
教
育
審
議
会
の
答
申
で

示
さ
れ
た
。
そ
の
意
義
と
、
再
定
義
や
策
定
に
お
け
る
課
題
に
つ
い
て
、
文
部
科
学

省
の
高
等
学
校
担
当
と
、
現
場
の
教
師
が
語
り
合
っ
た
。

主
体
的
な
選
択
だ
っ
た
か
否
か
が

入
学
後
の
学
習
意
欲
に
影
響

＊１　中央教育審議会「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して～全ての子供たちの可能性を引き出す、個別最適な学びと、協働的な学びの実現～（答申）」（2021
年１月）より。
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め
て
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

安
彦
　
お
二
人
の
指
摘
は
、
デ
ー
タ
に

も
表
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
高
校
の

選
択
理
由
と
進
路
選
択
の
満
足
度
に
は

相
関
関
係
が
あ
り
、「
合
格
で
き
そ
う

だ
っ
た
」「
自
宅
か
ら
近
い
」
と
い
っ

た
他
律
的
な
理
由
で
進
学
先
を
選
ん
だ

生
徒
は
、進
路
選
択
の
満
足
度
が
低
く
、

「
学
校
の
雰
囲
気
が
よ
か
っ
た
」
な
ど
、

そ
の
学
校
に
魅
力
を
感
じ
て
進
学
先
を

選
ん
だ
生
徒
は
、
満
足
度
が
高
い
と
い

う
結
果
が
出
て
い
ま
す
（
図
１
）。

　
ま
た
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
が
行
っ
た
国
際
調

査
で
は
、
教
師
の
意
識
に
つ
い
て
気
が

か
り
な
結
果
が
出
て
い
ま
す
。
小
・
中

学
校
の
教
師
を
対
象
と
し
た
調
査
で
す

が
、「
生
徒
に
勉
強
が
で
き
る
と
自
信

を
持
た
せ
る
」「
児
童
生
徒
が
学
習
の

価
値
を
見
い
だ
せ
る
よ
う
手
助
け
す

る
」
な
ど
、
児
童
生
徒
の
主
体
的
な
学

習
参
加
の
促
進
が
で
き
て
い
る
と
い
う

肯
定
率
が
、
日
本
は
参
加
国
の
平
均
値

を
大
き
く
下
回
り
ま
し
た
（
＊
２
）。

　
日
本
の
教
師
は
、
諸
外
国
に
比
べ
て

熱
意
が
あ
り
、
高
い
指
導
力
が
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
自
己
効
力
感
が
低
い

の
は
、
将
来
の
予
測
が
困
難
と
言
わ
れ

る
社
会
を
生
き
て
い
く
た
め
の
力
を
今

の
指
導
で
生
徒
に
育
め
て
い
る
の
か
と

い
っ
た
、
漠
然
と
し
た
不
安
が
あ
る
か

ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の

第
一
歩
と
な
る
の
が
、学
校
の
特
色
化・

魅
力
化
で
す
。
ど
の
よ
う
な
生
徒
を
育

成
す
る
の
か
と
い
う
教
育
目
標
を
明
確

に
す
る
こ
と
で
、
遠
藤
先
生
が
大
切
だ

と
指
摘
さ
れ
た
、
中
学
生
が
将
来
を
見

据
え
た
高
校
選
択
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
そ
し
て
、
掲
げ
た
教
育
目
標

を
達
成
で
き
て
い
る
か
を
評
価
す
る
こ

と
で
、
生
徒
は
自
身
の
成
長
を
、
教
師

は
生
徒
に
必
要
な
資
質
・
能
力
を
育
成

で
き
て
い
る
と
実
感
し
、
と
も
に
自
己

効
力
感
を
高
め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

─
特
色
化
・
魅
力
化
を
図
る
上
で
、

ス
ク
ー
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
以
下
、
Ｓ

Ｍ
）
と
ス
ク
ー
ル
・
ポ
リ
シ
ー
（
以
下
、

Ｓ
Ｐ
）
は
ど
う
い
っ
た
役
割
を
果
た
す

の
で
し
ょ
う
か
。

安
彦
　
学
校
教
育
法
施
行
規
則
の
高
等

福
井
県
立
若
狭
高
校

　校
長

中
森
一
郎 

な
か
も
り
・
い
ち
ろ
う

教
職
歴
36
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。

大
分
県
立
日
田
高
校

　指
導
教
諭

遠
藤
源
治 

え
ん
ど
う
・
げ
ん
じ

教
職
歴
20
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
１
年
目
。
理
科
（
物

理
）。

◎
学
校
概
要

設
立
　
１
８
９
７
（
明
治
30
）
年

形
態
　
全
日
制
・
定
時
制
／
全
日
制
は
、
普
通
科
・

文
理
探
究
科
（
国
際
探
究
科
、
理
数
探
究
科
）・
海
洋

科
学
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
３
０
０
人
（
全
日
制
）

２
０
２
１
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）　

国
公
立
大
は
、北
海
道
大
、筑
波
大
、
金
沢
大
、福
井

大
、
京
都
大
、
大
阪
大
、
神
戸
大
、
広
島
大
な
ど
に

99
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
早
稲
田
大
、
同
志
社
大
、

立
命
館
大
な
ど
に
延
べ
２
６
６
人
が
合
格
。

◎
学
校
概
要

設
立
　
１
９
２
１
（
大
正
10
）
年

形
態
　
全
日
制
・
定
時
制
／
普
通
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
２
０
０
人
（
全
日
制
）

２
０
２
１
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）　

国
公
立
大
は
、
筑
波
大
、
静
岡
大
、
広
島
大
、
山
口
大
、

九
州
大
、
長
崎
大
、
熊
本
大
、
大
分
大
、
鹿
児
島
大
、

北
九
州
市
立
大
な
ど
に
92
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、

東
京
理
科
大
、
立
命
館
大
、
関
西
学
院
大
、
西
南
学

院
大
、
福
岡
大
な
ど
に
延
べ
２
２
１
人
が
合
格
。

進学先を選択した理由と進路選択の満足度

※文部科学省・厚生労働省「第16回21世紀出生児縦断調査 (平成13年出生児 )」（2018 年）を基に編集部で作成。

図 1

学校の雰囲気が
よかったから

男子 満足 女子

0 20 40 60 80 100 0 20 40 60 80 100（％）

合格できそう
だったから

どちらかと言えば不満
どちらかと言えば

満足
不満 不満

満足

どちらかと言えば不満
どちらかと言えば

満足

52.5

23.4 54.3 16.6 25.7 49.9 19.1

56.6 37.942.2
1.0
4.2

0.8
4.5

5.14.9

中
学
生
が
主
体
的
に
学
校
を

選
べ
る
よ
う
な
Ｓ
Ｐ
に

＊２　「OECD 国際教員指導環境調査（TALIS）2018 年報告書」より。
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学
校
設
置
基
準
で
は
、
学
校
が
３
つ
の

方
針
、
つ
ま
り
Ｓ
Ｐ
を
策
定
す
る
前
提

と
し
て
、
各
校
に
期
待
さ
れ
る
社
会
的

役
割
、
す
な
わ
ち
Ｓ
Ｍ
の
再
定
義
を
求

め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
地
域
と
連
携

し
な
が
ら
Ｓ
Ｍ
を
再
定
義
す
る
こ
と

で
、
学
校
と
地
域
と
の
結
び
つ
き
を
強

め
、
そ
の
Ｓ
Ｍ
を
、
中
学
生
と
そ
の
保

護
者
が
理
解
し
や
す
い
内
容
・
表
現
で

発
信
す
る
こ
と
で
、
高
校
選
択
の
情
報

の
１
つ
と
し
て
も
ら
う
と
い
っ
た
ね
ら

い
が
あ
り
ま
す
（
図
２
）。

中
森
　
一
般
的
に
、
学
校
教
育
目
標
に

は
抽
象
的
な
も
の
が
多
く
、
教
職
員
は

も
と
よ
り
、
生
徒
、
保
護
者
、
さ
ら
に

は
地
域
住
民
や
産
業
界
等
の
間
で
十
分

に
共
通
理
解
が
図
ら
れ
て
い
な
い
現
状

を
考
え
る
と
、
具
体
的
な
資
質
・
能
力

ベ
ー
ス
で
策
定
す
る
Ｓ
Ｐ
は
、
学
校
の

存
在
意
義
や
目
指
す
教
育
の
校
内
外
へ

の
共
有
・
浸
透
を
図
る
上
で
重
要
な
役

割
を
果
た
す
と
思
い
ま
す
。

─
Ｓ
Ｐ
の
策
定
で
押
さ
え
て
お
く
べ

き
ポ
イ
ン
ト
は
何
で
し
ょ
う
か
。

安
彦
　
Ｓ
Ｐ
の
中
で
要
と
な
る
の
が
、

自
校
の
社
会
的
役
割
に
基
づ
き
、
育
成

を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
定
め
る
「
グ

ラ
デ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
（
以

下
、
Ｇ
Ｐ
）」
で
す
。
Ｇ
Ｐ
は
、「
地
域

に
残
る
人
材
」
と
い
っ
た
耳
触
り
の
よ

い
文
言
に
し
な
く
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

た
と
え
他
県
に
進
学
・
就
職
し
て
も
、

自
分
が
育
っ
た
地
域
の
た
め
に
何
が
で

き
る
の
か
を
考
え
、
つ
な
が
り
続
け
る

意
識
を
育
む
と
い
う
の
も
、
学
校
の
社

会
的
意
義
と
し
て
大
切
な
視
点
で
す
。

　
Ｇ
Ｐ
を
ど
の
よ
う
な
教
育
活
動
を
通

じ
て
実
現
す
る
の
か
を
示
す
の
が
、「
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
・
ポ
リ
シ
ー
（
以
下
、
Ｃ

Ｐ
）」
で
す
。
例
え
ば
、
中
学
生
が
卒

業
ま
で
の
学
習
の
道
筋
を
捉
え
ら
れ
る

も
の
に
な
っ
て
い
る
か
、
教
師
が
日
々

の
授
業
の
実
施
・
改
善
に
資
す
る
も
の

に
な
っ
て
い
る
か
な
ど
、生
徒
や
教
師
、

地
域
な
ど
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
視

点
で
示
す
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
そ
し
て
、
入
学
者
の
受
け
入
れ
方
針

で
あ
る「
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン・ポ
リ
シ
ー

（
以
下
、
Ａ
Ｐ
）」
は
、
中
学
生
が
主
体

的
な
高
校
選
択
が
で
き
る
よ
う
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
明
確
に
打
ち
出
す
こ
と
が
重

要
で
す
（
図
３
）。

中
森
　
Ｓ
Ｐ
の
策
定
の
ベ
ー
ス
と
な
る

も
の
と
し
て
大
切
な
の
が
、
校
訓
や
校

是
、
建
学
の
精
神
で
す
。
そ
れ
ら
は
創

立
以
来
掲
げ
ら
れ
て
き
た
「
不
易
」
で

あ
り
、
Ｓ
Ｐ
は
絶
え
ず
見
直
し
・
改
善

を
図
っ
て
い
く
「
流
行
」
の
視
点
で
捉

え
る
と
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
な
お
、
本
校
で
は
、
学
校
と
生
徒
会

と
の
協
働
で
Ｓ
Ｍ
と
Ｓ
Ｐ
を
策
定
中
で

す
。
21
年
４
月
、
生
徒
会
長
に
Ｓ
Ｍ
・

Ｓ
Ｐ
の
意
義
を
伝
え
た
と
こ
ろ
、
彼
ら

は
中
央
教
育
審
議
会
の
答
申
を
読
み
込

ん
だ
上
で
、「
生
徒
会
執
行
部
も
、
こ

れ
か
ら
の
若
狭
高
校
に
つ
い
て
考
え
て

い
き
た
い
」
と
言
っ
て
き
た
の
で
、
生

徒
主
体
で
試
案
を
作
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
生
徒
会
長
が
全
校
生
徒
に
呼
び
か

け
、
各
ク
ラ
ス
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
を

生
徒
会
が
集
約
し
、
教
師
と
の
対
話
を

通
し
て
完
成
さ
せ
る
予
定
で
す
。

安
彦
　
生
徒
の
思
い
を
教
師
が
受
け
止

め
る
こ
と
は
、
と
て
も
大
切
で
す
ね
。

社会的役割（スクール・ミッション）を再定義する理由

※文部科学省「新しい時代の高等学校教育の実現に向けた制度改正について」を基に編集部で作成。

図 2

• 各校のあり方を検討する上で、自校が育成を目指す資質・能力を明確化す
ることが重要。

• 学校教育目標等が抽象的で分かりにくい、校内外への共有・浸透が不十分
といった指摘もある。

• スクール・ミッションは、中学校における進路指導の充実や中学生の高校選択、
高校生の科目選択にも資するものとして期待。

社会的役割（スクール・ミッション）の再定義

背
景

•各校の存在意義

•期待される社会的役割

•目指すべき高校像

中学生 地域住民 地元市町村 地元産業界

生徒 教職員

自校の役割・理念を
ステークホルダー
それぞれに
分かりやすく提示

高校の設置者が各校や地元自治体等
の関係者と連携しながら再定義（施行
通知で記載）

• 生徒の状況・意向・期待
• 学校の歴史・伝統 
• 現在の社会・地域の実情
• 将来の社会像・地域像
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生
徒
の
視
点
で
策
定
し
た
Ｓ
Ｐ
は
、
中

学
生
に
も
理
解
し
や
す
い
内
容
・
表
現

に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
Ｓ
Ｍ
の
再
定
義
や
Ｓ
Ｐ
の
策
定
に
つ

い
て
は
、
設
置
者
と
学
校
が
適
切
に
判

断
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
学
校
が
積
み

重
ね
て
き
た
歴
史
や
教
師
の
思
い
を
踏

ま
え
て
、
学
校
が
主
導
す
べ
き
と
考
え

る
な
ら
、
そ
れ
で
よ
い
と
思
い
ま
す
。

た
だ
、
設
置
者
に
も
、
教
育
施
策
を
考

慮
し
て
踏
ま
え
て
ほ
し
い
こ
と
が
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
学
校
と
教
育
委
員

会
が
対
話
を
重
ね
て
Ｓ
Ｍ
・
Ｓ
Ｐ
の
方

向
性
を
共
有
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

─
地
域
と
十
分
に
対
話
し
、
生
徒
の

思
い
も
取
り
入
れ
な
が
ら
策
定
す
る
と

な
る
と
、
時
間
が
必
要
で
あ
り
、
策
定

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
気
に
な
り
ま
す
。

安
彦
　
Ｓ
Ｍ
は
、あ
く
ま
で
「
再
定
義
」

す
る
も
の
で
あ
り
、
議
論
の
結
果
、
現

状
を
変
え
る
必
要
が
な
い
と
い
う
判
断

も
あ
り
得
ま
す
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
Ｓ

Ｐ
の
策
定
に
す
ぐ
に
入
れ
ま
す
。

　
策
定
を
焦
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
中
学
生
の
主
体
的
な
高
校
選
択
に

い
ち
早
く
資
す
る
た
め
、
Ｓ
Ｍ
・
Ｓ
Ｐ

は
で
き
た
も
の
か
ら
公
表
す
る
と
よ
い

で
し
ょ
う
。一
方
で
、教
育
の
一
貫
性
を

保
つ
こ
と
を
重
視
し
、あ
る
程
度
時
間

を
か
け
て
取
り
組
む
と
い
う
考
え
方
も

否
定
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
Ｓ
Ｍ
と
Ｓ
Ｐ
の
関
係
性
を
踏
ま
え
る

と
、
各
校
に
期
待
さ
れ
る
社
会
的
役
割

等
の
再
定
義
を
先
行
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
で
す
が
、
学
校
が
何
を
目
指
す
の

か
と
い
う
本
質
的
な
議
論
が
で
き
て
い

れ
ば
、
策
定
の
順
序
は
問
題
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
最
も
避
け
た
い
の
は
、
公
表

を
急
ぐ
あ
ま
り
、
表
面
的
な
議
論
の
ま

ま
形
だ
け
を
整
え
て
、
Ｓ
Ｍ
・
Ｓ
Ｐ
を

公
表
し
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。

　
な
お
、
21
年
３
月
31
日
に
公
布
さ
れ

た
学
校
教
育
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を

改
正
す
る
省
令
に
よ
り
、
Ｓ
Ｐ
は
22
年

度
よ
り
公
表
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
が
、
経
過
措
置
と
し
て
、
省
令
の
施

行
の
日
か
ら
25
年
３
月
31
日
ま
で
の
間

は
、
特
別
の
事
情
が
あ
り
、
か
つ
、
教

育
上
支
障
が
な
い
と
高
校
の
設
置
者
が

認
め
る
場
合
に
は
、
高
校
は
Ｓ
Ｐ
を
定

め
、
公
表
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
と
定

め
て
い
ま
す
。

高校における「３つの方針」の策定・公表の概要と、その目的

※文部科学省「新しい時代の高等学校教育の実現に向けた制度改正について」を基に編集部で作成。

図 3

■「３つの方針」（スクール・ポリシー）の策定・公表（学校教育法施行規則の改正）
•高等学校教育の入口から出口までの教育活動を一貫した体系的なものへと再構成　
•各高等学校教育の継続性を担保
▶特色・魅力ある教育の実現に向けた整合性のある指針として「３つの方針」を策定・公表

第百三条の二　高等学校は、当該高等学校、全日制の課程、定時制の課程若しくは通信制の課
程又は学科ごとに、次に掲げる方針を定め、公表するものとする。

→スクール・ポリシーの策定単位は、教育課程編成上の基本単位である学科又は課程とする
ことが基本。ただし、複数の学科や課程をまとめて策定単位とすることや、当該高校全体
を策定単位にすることを妨げられるものではない。

一　高等学校学習指導要領に定めるところにより育成を目指す資質・能力に関する方針（グラ
デュエーション・ポリシー）
各高等学校に期待される社会的役割（スクール・ミッション）等に基づき、生徒の卒業後
の姿を見据えて、学校教育活動を通じて生徒にどのような資質・能力を育成することを目
指すのかを定める基本的な方針となるもの。

二　教育課程の編成及び実施に関する方針（カリキュラム・ポリシー）
育成を目指す資質・能力に関する方針を達成するために、どのような教育課程を編成し、
実施し、学習評価を行うのかを定める基本的な方針となるもの。

三　入学者の受入れに関する方針（アドミッション・ポリシー）
各高等学校に期待される社会的役割等や、育成を目指す資質・能力に関する方針と教育課
程の編成及び実施に関する方針に基づく教育内容等を踏まえ、入学時に期待される生徒像
を示す基本的な方針となるもの。

■３つの方針の策定の目的
•各高等学校における育成を目指
す資質・能力を明確化・具体化

•カリキュラム・マネジメントを通じ
て、学校全体の教育活動の組織
的・計画的な改善へと結実

•スクール・ポリシーを基準にして、
高等学校の教育活動や業務内容
を精選・重点化

•学校評価において、スクール・ポ
リシーに照らして自らの取り組み
を点検・評価

■３つの方針の内容
•生徒や入学希望者の学習意欲を
喚起し、学校生活や将来に対す
る展望を持ちやすい表現・内容

•日常的に参照可能なよう、総花
的なものとせず、真に重点的に取
り組む内容を示す指針

•スクール・ポリシーについても日々
の教育活動の検証等を通じた見
直し

公
表
を
急
ぐ
あ
ま
り
、表
面
的
な

議
論
に
と
ど
ま
ら
な
い
よ
う
に
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─
今
回
の
答
申
で
は
、
特
色
化
・
魅

力
化
に
向
け
た
方
策
の
1
つ
と
し
て
、

地
域
連
携
も
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
た

だ
、
ど
の
よ
う
に
地
域
と
連
携
す
れ
ば

よ
い
の
か
分
か
ら
な
い
と
い
っ
た
声
を

学
校
か
ら
聞
く
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
お
二
人
の
学
校
で
は
、
ど
の
よ

う
に
地
域
連
携
を
進
め
て
い
ま
す
か
。

中
森
　
本
校
で
は
、
学
校
の
所
在
地
で

あ
る
小
浜
市
や
近
隣
自
治
体
と
の
連
携

も
強
め
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
小
浜
市

教
育
委
員
会
の
教
育
長
か
ら
、
本
校
の

探
究
学
習
が
中
学
生
の
探
究
学
習
の

ロ
ー
ル
モ
デ
ル
に
な
る
と
評
価
を
受

け
、
市
の
教
育
基
本
方
針
に
小
・
中
・

高
の
連
携
が
明
記
さ
れ
ま
し
た
。

　
多
く
の
自
治
体
で
高
校
と
地
域
の
連

携
が
な
か
な
か
実
現
で
き
な
い
の
は
、

高
校
と
地
域
と
の
間
に
接
点
が
少
な
い

か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
今
は
、

多
く
の
高
校
が
探
究
学
習
で
地
方
創
生

や
地
域
活
性
化
と
い
っ
た
課
題
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
生
徒
は

自
分
の
探
究
学
習
が
社
会
に
役
立
つ
学

び
で
あ
る
と
実
感
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て

学
習
意
欲
が
高
ま
る
と
い
う
、
と
て
も

よ
い
循
環
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
地
域

に
貢
献
す
る
人
材
を
育
て
た
い
と
い
う

自
治
体
の
思
い
と
、
高
校
で
の
学
び
が

合
致
す
れ
ば
、
地
域
連
携
は
進
む
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

遠
藤
　
進
学
実
績
を
重
視
す
る
学
校
で

は
、大
学
入
試
に
向
け
て
取
り
組
む
べ

き
活
動
を
優
先
し
、地
域
と
連
携
し
た

取
り
組
み
に
十
分
な
時
間
を
か
け
る
余

裕
が
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。Ｓ
Ｍ

の
再
定
義
や
Ｓ
Ｐ
の
策
定
に
よ
り
、育

成
を
目
指
す
生
徒
像
が
明
確
に
な
れ

ば
、一
層
、地
域
の
自
治
体
や
企
業
と
の

連
携
を
模
索
し
始
め
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　
Ｓ
Ｓ
Ｈ
指
定
校
で
あ
る
本
校
は
、
地

域
の
豊
富
な
水
資
源
を
テ
ー
マ
に
、
地

元
企
業
と
連
携
し
て
地
域
課
題
の
解
決

を
目
指
し
た
探
究
学
習
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
地
域
の
科
学
技
術

分
野
の
裾
野
を
広
げ
る
た
め
、
日
田
市

の
小
・
中
学
校
と
連
携
し
、
本
校
の
生

徒
が
小
・
中
学
生
向
け
に
科
学
実
験
の

出
前
講
座
や
、
算
数
・
数
学
や
理
科
の

学
習
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｓ
Ｈ

指
定
11
年
目
の
今
で
は
、
小
・
中
学
校

時
代
に
本
校
の
生
徒
に
教
わ
っ
た
こ
と

を
き
っ
か
け
に
、自
分
も
本
校
で
学
び
、

教
え
る
側
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
志
望

し
た
と
い
う
生
徒
が
増
え
て
い
ま
す
。

安
彦
　「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」（
以

下
、
総
合
探
究
）
は
、
生
徒
が
自
分
の

あ
り
方
や
生
き
方
を
考
え
た
り
、
教
科

学
習
の
必
要
性
を
感
じ
た
り
す
る
上
で

も
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
地

域
の
小
・
中
学
生
が
高
校
生
の
探
究
学

習
の
発
表
な
ど
を
見
聞
き
す
る
機
会
が

あ
る
と
、
将
来
の
目
標
や
ビ
ジ
ョ
ン
が

資質・能⼒に関する⽅針は、どの程度具体
的にすべきでしょうか。
資質・能力に関する方針は、「高校で何がで
きるようになるか」を定めるものであり、「知

識・技能」「思考力・判断力・表現力等」「学びに
向かう力・人間性等」の３つの柱に整理して示す
ことが重要です。生徒にとっては高校生活の目標
の1つに、教師にとっては年間指導計画や授業改
善に活用できるものにすることを考慮して、その
具体性も検討してもらえたらと思います。

ＳＰを分かりやすく⽰すポイントを教えて
ください。
ＳＰの内容は、総花的にならず、真にその
高校が重点的に取り組むものであることが

求められています。公表に際しては、「誰に見せる
のか」を考えて、平易な言葉にしたり、取り組み
の具体例を示したりするとよいと思います。

在校生や保護者、中学生への周知は、どの
ように行うとよいでしょうか。
在校生とその保護者には、入学式や始業式、
保護者会等を利用して説明する方法が考え

られます。中学生とその保護者に対しては、学校
のウェブサイトで説明の動画を配信したり、学校
説明会や中学校との情報交換会の場でＳＰを説明
したリーフレットを配布したりするとよいでしょ
う。ＳＰに限らず、ＳＮＳを利用して情報発信を
すると、多くの保護者が見てくれるようです。

スクール・ポリシー策定の

Q & A
Q

Q

Q

A

A

A

＊回答は、安彦参事官、中森校長、遠藤先生へのヒアリングを基に
編集部で作成。

Ｓ
Ｍ
の
再
定
義
・
Ｓ
Ｐ
の
策
定
を

機
に
地
域
と
の
連
携
を
深
め
る
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見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
う
し
た
地
域
連
携
の
視
点
も
、

特
色
化
・
魅
力
化
の
重
要
な
要
素
に
な

る
と
思
い
ま
す
。

─
「
探
究
学
習
の
実
施
に
は
多
く
の

授
業
時
数
が
必
要
」
と
い
っ
た
声
を
よ

く
聞
き
ま
す
が
、
お
二
人
の
学
校
で
は

ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
ま
す
か
。

中
森
　
本
県
で
は
、
こ
れ
ま
で
進
学
希

望
者
の
多
い
公
立
高
校
で
は
、
授
業
を

週
35
時
間
行
っ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、

本
校
で
は
必
ず
し
も
生
徒
の
学
習
意
欲

を
喚
起
で
き
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
反

省
か
ら
、
20
年
度
以
降
は
授
業
を
週
33

時
間
と
し
て
い
ま
す
。
す
る
と
、
生
徒

は
、
増
え
た
可
処
分
時
間
を
使
っ
て
総

合
探
究
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど
に

取
り
組
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
研
究
が
深
ま
る
と
と
も
に
、
数

学
や
理
科
の
知
識
の
必
要
性
に
多
く
の

生
徒
が
気
づ
き
、
教
科
学
習
に
も
熱
心

に
取
り
組
む
と
い
っ
た
好
循
環
が
生
ま

れ
て
い
ま
す
。

遠
藤
　
本
県
で
も
、多
く
の
進
学
校
で

行
っ
て
い
た
朝
学
習
を
取
り
止
め
に
す

る
な
ど
し
て
、生
徒
が
自
由
に
使
え
る

時
間
を
増
や
し
、生
徒
が
主
体
的
に
学

べ
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
よ
る
授
業
の

効
率
化
に
よ
っ
て
、生
徒
が
主
体
的
に

考
え
る
時
間
を
増
や
し
、探
究
学
習
を

推
進
す
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。さ
ら
に
本
校
で
は
、生
徒
主
体
で

探
究
学
習
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
、第
１

学
年
に
探
究
の
手
法
や
考
え
方
の
基
礎

を
学
ぶ
学
校
設
定
科
目
を
設
置
し
て
い

ま
す
。そ
う
し
た
学
校
設
定
科
目
の
設

置
も
、探
究
学
習
の
推
進
に
お
い
て
有

効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

中
森
　
た
だ
、
探
究
学
習
の
知
見
の
蓄

積
が
浅
い
学
校
が
、
い
き
な
り
教
科
横

断
型
の
学
校
設
定
科
目
を
設
置
す
る
の

は
大
変
で
す
。
教
育
委
員
会
が
中
心
と

な
り
、
学
校
設
定
科
目
の
設
置
や
教
科

横
断
型
の
学
び
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供
す

る
こ
と
が
重
要
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
学

校
設
定
科
目
を
設
置
す
る
と
、
保
護
者

か
ら
教
科
学
習
の
時
間
が
減
る
こ
と
へ

の
不
安
や
不
満
の
声
が
寄
せ
ら
れ
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。
生
徒
や
保
護
者
に
、

学
校
設
定
科
目
の
設
置
の
意
義
を
丁
寧

に
説
明
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

遠
藤
　
学
校
設
定
教
科
・
科
目
の
設
置

で
は
、
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
に

つ
い
て
、
教
師
間
で
共
通
理
解
を
図
る

こ
と
も
大
切
で
す
。
本
校
で
も
、
教
師

間
で
資
質
・
能
力
に
つ
い
て
話
す
と
、

「
こ
の
力
を
育
む
に
は
、
現
状
の
科
目

で
は
不
十
分
だ
」「
こ
の
授
業
に
は
、

言
葉
に
よ
る
見
方
・
考
え
方
と
、
数
学

的
な
見
方
・
考
え
方
が
必
要
だ
か
ら
、

国
語
と
数
学
を
連
携
さ
せ
よ
う
」
と

い
っ
た
話
が
出
て
き
ま
す
。
資
質
・
能

力
の
育
成
を
教
育
目
標
に
し
て
、「
現

在
の
教
科
・
科
目
の
枠
組
み
で
は
育
む

こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
新
し
い
科
目
が

必
要
だ
」と
い
っ
た
議
論
が
で
き
れ
ば
、

学
校
設
定
教
科
・
科
目
の
必
要
性
が
理

解
さ
れ
、
Ｃ
Ｐ
策
定
に
向
け
た
対
話
が

活
性
化
す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　
目
標
が
変
わ
れ
ば
、
教
師
の
意
識
も

変
わ
る
は
ず
で
す
。
Ｓ
Ｍ
の
再
定
義
や

Ｓ
Ｐ
の
策
定
に
よ
り
、
目
標
が
進
学
実

績
の
向
上
で
は
な
く
、
資
質
・
能
力
の

育
成
に
な
れ
ば
、
教
育
課
程
も
探
究
学

習
を
よ
り
重
視
し
た
も
の
に
な
る
と
思

い
ま
す
。
探
究
学
習
が
希
望
進
路
の
実

現
に
も
つ
な
が
る
と
分
か
れ
ば
、
そ
の

流
れ
は
一
層
加
速
す
る
で
し
ょ
う
。

安
彦
　
探
究
学
習
の
充
実
が
大
学
入
試

の
結
果
に
好
影
響
を
与
え
て
い
る
と
い

う
エ
ビ
デ
ン
ス
も
出
始
め
て
い
ま
す
。

何
よ
り
、
す
べ
て
の
生
徒
が
問
題
を
自

ら
見
い
だ
し
、
そ
れ
を
解
決
す
る
と
い

う
探
究
の
プ
ロ
セ
ス
を
積
み
重
ね
る
こ

と
が
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
生
き
て
い

く
上
で
必
要
な
基
盤
と
な
る
資
質
・
能

力
を
育
成
し
ま
す
。
そ
う
し
た
教
育
を

各
校
が
強
み
を
生
か
し
て
ど
の
よ
う
に

し
て
実
現
し
て
い
く
の
か
を
考
え
る
こ

と
も
、
学
校
の
特
色
化
・
魅
力
化
に
つ

な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

安彦広斉参事官

中森一郎校長 遠藤源治先生

特
色
化
・
魅
力
化
の

鍵
を
握
る
探
究
学
習
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山
岳
リ
ゾ
ー
ト
の
聖
地
と
し
て
世
界

中
か
ら
観
光
客
が
訪
れ
る
長
野
県
白
馬

村
。同
村
で
は
、以
前
か
ら
人
口
減
少
が

課
題
で
あ
り
、地
域
唯
一
の
高
校
で
あ
る

長
野
県
白
馬
高
校
は
、１
９
８
９
年
度

に
約
４
０
０
人
だ
っ
た
全
校
生
徒
数
が
、

２
０
０
４
年
度
は
約
２
０
０
人
と
、15

年
間
で
半
減
し
た
。同
校
が
廃
校
に
な

れ
ば
村
存
続
の
危
機
に
つ
な
が
る
と
捉

え
、１
９
９
３
年
、同
村
と
、村
に
隣
接

す
る
小お

谷た
り

村
の
教
育
委
員
会
と
小
・
中

学
校
校
長
、Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
成
る「
白
馬
高

校
を
育
て
る
懇
話
会
」（
以
下
、懇
話
会
）

を
設
置
。
地
域
の
特
色
で
あ
る
観
光
・

環
境
、山
岳
ス
ポ
ー
ツ
系
の
コ
ー
ス
の

導
入
な
ど
で
同
校
の
魅
力
化
を
図
っ
た
。

　
そ
れ
で
も
生
徒
数
は
年
々
減
少
し
、

２
０
１
３
年
度
か
ら
２
年
連
続
で
、

統
廃
合
の
対
象
と
な
る
全
校
生
徒
数

１
６
０
人
を
下
回
っ
た
。
懇
話
会
は
、

同
校
の
再
建
案
を
練
っ
て
、
長
野
県
教

育
委
員
会
に
提
出
。
普
通
科
に
加
え
、

全
国
か
ら
生
徒
を
募
集
す
る
国
際
観
光

科
を
新
設
す
る
こ
と
で
存
続
が
決
ま
っ

た
。
同
校
は
、
両
村
長
が
学
校
運
営
に

参
画
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

と
な
り
、
寮
の
設
置
や
運
営
、
校
外
実

習
の
た
め
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
な
ど
も
両

村
が
負
担
。
進
学
希
望
者
の
た
め
の
公

営
塾
も
村
費
で
設
置
さ
れ
た
。
学
校
存

続
に
動
い
た
人
々
の
思
い
を
、
関
正
浩

校
長
は
次
の
よ
う
に
代
弁
す
る
。

　「
魅
力
的
な
学
校
と
な
れ
ば
、Ｉ
タ
ー

ン
や
Ｕ
タ
ー
ン
が
見
込
め
、地
域
活
性

化
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
郷
土
愛
を
持
ち
、白
馬
の
た
め

に
働
く
人
材
を
育
む
こ
と
も
、
地
域
の

切
実
な
願
い
で
す
」

　
20
年
以
上
に
わ
た
る
取
り
組
み
の
過

程
で
は
、
ど
の
よ
う
な
魅
力
を
打
ち
出

せ
ば
よ
い
か
、様
々
な
議
論
が
あ
っ
た
。

　「『
優
秀
な
中
学
生
が
村
外
の
高
校
に

進
学
し
な
い
よ
う
、
大
学
合
格
実
績
の

向
上
を
目
指
す
べ
き
』と
い
っ
た
声
が

あ
っ
た
の
も
事
実
で
す
。し
か
し
、そ

れ
で
は
他
校
と
の
差
別
化
は
図
れ
ま
せ

ん
。白
馬
だ
か
ら
こ
そ
設
置
で
き
る
魅

力
的
な
科
目
で
、
目
的
意
識
の
高
い
生

徒
を
県
外
か
ら
も
募
集
す
る
こ
と
を
、

理
想
と
し
て
掲
げ
ま
し
た
」（
関
校
長
）

　
同
校
は
、
懇
話
会
や
地
域
の
意
見
を

白
馬
の
自
然
と
観
光
業
を

生
か
し
た
学
校
設
定
科
目
で
、

地
域
と
連
携
し
た

実
践
的
な
学
び
を
実
施

実
践

事
例

長
野
県
白
馬
高
校

長
野
県
白
馬
高
校
は
、
急
激
な
生
徒
数
の
減
少
を
受
け
て
、
１
９
９
０
年
代
か
ら
地
域

ぐ
る
み
で
学
校
の
特
色
化
・
魅
力
化
を
進
め
て
き
た
。
豊
か
な
自
然
や
、
外
国
人
観
光

客
が
多
い
こ
と
で
盛
ん
な
観
光
業
な
ど
の
地
域
資
源
を
生
か
し
た
特
色
あ
る
学
校
設
定

科
目
を
導
入
。
２
０
１
６
年
度
に
は
、
観
光
業
の
人
材
育
成
を
目
的
と
し
た
国
際
観
光

科
を
新
設
し
、
全
国
か
ら
生
徒
を
募
集
す
る
こ
と
で
、
生
徒
数
の
維
持
を
図
っ
て
い
る
。

1

地
域
の
存
続
を
か
け
た

地
域
唯
一
の
高
校
の
特
色
化

地
域
資
源
を
生
か
し
た

多
彩
な
科
目
を
組
み
込
む
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聞
き
な
が
ら
、
観
光
・
山
岳
な
ど
の
地

域
資
源
を
生
か
し
た
学
校
設
定
科
目
を

設
置
し
た
。
中
で
も
、
16
年
度
に
新
設

し
た
国
際
観
光
科
で
は
、「
グ
ロ
ー
バ

ル
観
光
」「
山
岳
基
礎
」「
環
境
」
な
ど
、

多
彩
な
学
校
設
定
科
目
を
導
入
し
、
地

元
ホ
テ
ル
と
連
携
し
て
１
泊
限
定
で
同

校
生
徒
が
運
営
す
る
「
高
校
生
ホ
テ

ル
」、
地
元
の
ネ
ー
テ
ィ
ブ
・
ス
ピ
ー

カ
ー
と
英
語
漬
け
の
１
日
を
過
ご
す

「
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
デ
イ
」
な
ど
、実

践
的
な
学
び
を
行
っ
て
い
る（
図
１
）。

　
学
校
設
定
科
目
は
、
授
業
内
容
や
評

価
方
法
を
シ
ラ
バ
ス
に
明
記
し
、
チ
ー

ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
（
以
下
、
Ｔ
Ｔ
）

と
す
る
こ
と
で
、
担
当
教
師
が
異
動
し

て
も
、
特
色
あ
る
教
育
が
継
続
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
る
と
、
国
際
観
光
科
主

任
の
浅
井
勝
巳
先
生
は
説
明
す
る
。

　「
例
え
ば
、『
環
境
』
は
理
科
の
教
師

間
で
、『
観
光
』
は
地
理
歴
史
・
公
民

科
と
商
業
科
で
Ｔ
Ｔ
を
行
っ
て
い
ま

す
。
赴
任
歴
の
長
い
教
師
と
赴
任
し
た

ば
か
り
の
教
師
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

で
、
指
導
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
継
承
さ
れ
、

授
業
の
連
続
性
を
担
保
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
学
校
設
定
科
目
は
、
学

校
の
特
色
を
持
続
す
る
上
で
重
要
な
位

置
づ
け
に
な
っ
て
い
ま
す
」

　
学
校
設
定
科
目
の
取
り
組
み
が
進

み
、
地
域
連
携
の
実
績
が
広
ま
る
と
、

地
域
の
協
力
者
が
増
え
た
り
、
違
っ
た

視
点
で
の
取
り
組
み
が
提
案
さ
れ
た
り

と
、
外
部
と
の
連
携
は
さ
ら
に
進
ん
で

い
っ
た
。

　
例
え
ば
、
世
界
的
な
ア
ウ
ト
ド
ア
ス

ポ
ー
ツ
メ
ー
カ
ー
か
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
＊
）

に
関
連
し
た
消
費
者
教
育
で
の
連
携
を

提
案
さ
れ
た
際
は
、
浅
井
先
生
が
担
当

す
る
商
業
科
の
科
目
に
は
時
間
の
余
裕

が
な
か
っ
た
た
め
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

作
成
中
だ
っ
た
２
年
次
の
「
総
合
的
な

探
究
の
時
間
」
で
実
施
で
き
な
い
か
、

担
当
教
師
に
相
談
し
、
６
時
間
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
実
現
さ
せ
た
。

　「
本
校
の
特
色
化
に
関
連
す
る
外
部

か
ら
の
提
案
は
、
で
き
る
限
り
受
け
入

れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
私
も
担
当

教
師
と
一
緒
に
先
方
の
話
を
聞
き
、
取

り
組
み
の
ね
ら
い
や
期
待
さ
れ
る
効
果

を
共
有
し
て
、
そ
の
取
り
組
み
が
生
徒

の
成
長
に
ど
う
つ
な
が
る
の
か
を
検
討

し
ま
す
。
連
携
先
と
担
当
教
師
が
、
互

い
に
地
域
の
思
い
を
理
解
し
て
協
働
で

き
る
よ
う
、
管
理
職
と
し
て
環
境
の
整

備
に
努
め
て
い
ま
す
」（
関
校
長
）

　
同
校
は
、
全
国
の
中
学
生
へ
の
広
報

活
動
に
も
積
極
的
だ
。学
校
説
明
会
は
、

仙
台
、
東
京
、
名
古
屋
、
大
阪
な
ど
で

実
施
。
観
光
教
育
・
国
際
理
解
教
育
・

環
境
教
育
・
山
岳
ス
ポ
ー
ツ
の
４
本
柱

を
前
面
に
出
し
、「
白
馬
で
本
物
に
触

れ
よ
う
」
と
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。
そ

う
し
た
努
力
が
実
り
、
今
や
生
徒
の
約

４
割
が
、
県
内
他
地
区
及
び
県
外
出
身

者
だ
。

　
同
校
の
特
色
に
引
か
れ
、
自
分
の
や

り
た
い
こ
と
が
で
き
る
学
校
だ
と
、
明

確
な
目
的
意
識
を
持
っ
た
生
徒
が
入
学

校
長関

　正
浩　

せ
き
・
ま
さ
ひ
ろ

教
職
歴
35
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
２
年
目
。

国
際
観
光
科
主
任

浅
井
勝
巳　

あ
さ
い
・
か
つ
み

教
職
歴
18
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
５
年
目
。
商
業
科
。

地域をフィールドにした、
同校の特色ある学び
科目名 取り組み内容

普
通
科

野外と
教養

白馬地域を中心とする自然の中での
体験学習や創造的な活動を通して、
問題解決力や行動力の向上を図る。 

時事問題

現代社会の具体的な諸問題を新聞記
事から取り上げて考察することで、広
い視野から社会と人間についての理
解を深め、判断力を身につける。 

環境
Ⅰ・Ⅱ

地域の大自然をフィールドに観察、調
査、実験を行い、生物とそれを取り巻
く環境について理解を深める。環境Ⅰ
では環境調査についての基礎・基本
を身につけ、環境Ⅱでは環境保全の
ための実践的態度や意欲、思考力・
判断力の育成を図る。 

国
際
観
光
科

観光Ⅰ

地域を知るフィールドワークを行い、
地域の現状と課題について認識を深
める。地歴・公民科と商業科の教師
のチーム・ティーチングで指導する。

観光Ⅱ
ホテル・レストランでサービスの提供
等各種業務に携わり、おもてなしの心

（ホスピタリティ）を身につける。 

グローバル
観光

地域課題の調査や、ボランティア活
動への参加を通じて、持続可能な地
域とはどのようなものかを学び、地
域の理想の未来を提言する。

観光コミュ
ニケーショ

ン英語

地域の外国人がツアー客として参加。
生徒は、一緒に各所を巡りながら英
語でガイドを行う。最後に、地元の観
光業者からフィードバックを受ける。

※学校資料を基に編集部で作成。

図 1

設
立

　
１
９
５
１
（
昭
和
26
）年

形
態

　
全
日
制
／
普
通
科
・
国
際
観
光
科
／
共
学

生
徒
数

　
１
学
年
約
60
人

２
０
２
１
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）　
国
公

立
大
は
、
鳥
取
大
、
長
野
県
立
大
、
静
岡
文
化
芸
術

大
に
３
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
桜
美
林
大
、
國
學

院
大
、
専
修
大
、
中
央
大
、
東
洋
大
、
松
本
大
、
関

西
大
、
近
畿
大
、
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
な
ど
に

延
べ
23
人
が
合
格
。

学
校
概
要

＊　Sustainable Development Goals の略。2015 年に国連が掲げた、持続可能な開発目標のこと。「貧困をなくそう」「飢餓をゼロに」など、17 の目標と 169 のター
ゲットから成る。

生
徒
の
心
に
火
を
つ
け
る
こ
と
が

進
路
実
現
の
鍵

生徒が輝く学校づくり─高校の特色化・魅力化─
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す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
入
学
時

に
は
学
力
的
に
厳
し
か
っ
た
が
、
同
校

で
夢
や
将
来
像
を
描
き
、
学
校
推
薦
型

選
抜
や
総
合
型
選
抜
で
希
望
進
路
を
実

現
す
る
生
徒
が
増
え
て
い
る
。

　「
自
分
の
目
指
す
生
き
方
や
適
性
が

少
し
で
も
見
え
て
く
れ
ば
、
学
習
に
も

前
向
き
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
り
ま

す
。
高
校
生
は
ま
だ
発
達
段
階
で
あ
る

か
ら
こ
そ
、
彼
ら
の
心
に
い
か
に
火
を

つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
が
、
魅
力
的

な
学
校
で
あ
り
続
け
る
上
で
の
鍵
だ
と

思
い
ま
す
」（
関
校
長
）

　
ま
た
、
地
域
の
人
々
の
意
識
に
も
、

変
化
が
表
れ
て
き
た
。
地
域
住
民
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
で
は
、
数
年
前
ま

で
「
高
校
卒
業
後
は
地
元
に
残
っ
て
ほ

し
い
」
と
い
っ
た
声
が
多
か
っ
た
が
、

今
で
は
、「
一
度
、
外
の
世
界
を
見
て

視
野
を
広
げ
、
白
馬
の
た
め
に
何
が
で

き
る
か
を
考
え
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と

い
っ
た
声
が
増
え
て
い
る
。

　「
地
域
に
つ
い
て
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
、

地
域
に
親
し
み
を
感
じ
、
地
域
の
た
め

に
何
か
し
た
く
な
る
も
の
で
す
。
地
域

と
連
携
し
た
取
り
組
み
を
充
実
さ
せ
、

た
と
え
一
度
は
地
域
を
離
れ
た
と
し
て

も
、
白
馬
の
こ
と
を
考
え
続
け
る
生
徒

を
育
て
て
い
き
ま
す
」（
関
校
長
）　

　
特
色
化
を
追
求
し
た
ゆ
え
の
課
題
も

出
て
き
た
。
学
校
設
定
科
目
を
最
大
限

増
や
し
た
結
果
、
国
語
・
数
学
な
ど
の

５
教
科
の
履
修
科
目
数
が
減
少
。特
に
、

国
際
観
光
科
は
文
系
科
目
に
特
化
し
た

教
育
課
程
と
し
た
た
め
、
理
系
科
目
が

少
な
く
、
受
験
校
が
制
限
さ
れ
る
懸
念

が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
22
年
度
か
ら
の

新
教
育
課
程
は
、
希
望
進
路
に
幅
広
く

対
応
で
き
る
よ
う
改
訂
す
る
。
具
体
的

に
は
、
国
際
観
光
科
の
生
徒
が
普
通
科

の
科
目
を
履
修
で
き
る
よ
う
、
選
択
科

目
を
柔
軟
に
設
定
す
る
予
定
だ
。

　「
多
彩
な
学
校
設
定
科
目
や
探
究
学

習
で
視
野
を
広
げ
て
も
、
大
学
入
試
で

必
要
と
さ
れ
る
科
目
を
履
修
し
て
い
な

い
こ
と
で
希
望
の
大
学
が
受
験
で
き
な

い
と
な
れ
ば
、
学
習
意
欲
が
低
下
し
か

ね
ま
せ
ん
。
そ
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
う
取

グランドデザイン

※学校資料を一部抜粋して掲載。

図 2

新
課
程
で
は
入
試
も
見
据
え
、

柔
軟
な
科
目
選
択
を
可
能
に
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る
か
が
、
特
色
化
・
魅
力
化
の
難
し
い

と
こ
ろ
で
す
」（
浅
井
先
生
）

　
そ
う
し
た
課
題
は
あ
る
も
の
の
、
特

色
化
は
今
後
も
一
層
推
進
し
て
い
く
。

そ
の
１
つ
が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
軸
に
し
た

小
・
中
学
校
と
の
連
携
だ
。
地
元
の
小
・

中
学
校
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
テ
ー
マ
に

し
た
授
業
を
地
域
と
連
携
し
て
実
施
し

て
お
り
、
高
校
生
が
小
・
中
学
校
を
訪

れ
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
教
え
る
と
い

う
交
流
が
始
ま
っ
て
い
る
。

　「
今
後
は
、小
・
中
・
高
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

に
つ
い
て
学
ぶ
内
容
を
整
理
・
共
有
し
、

学
び
の
連
続
性
を
持
た
せ
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
白
馬
高
校
に
進
学
す
る

と
、
環
境
に
配
慮
し
た
商
品
開
発
が
で

き
る
、
断
熱
材
を
使
っ
た
省
エ
ネ
に
つ

い
て
研
究
で
き
る
な
ど
、
小
・
中
学
校

で
の
学
び
を
本
校
で
は
ど
の
よ
う
に
発

展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
を
、小・

中
学
生
の
段
階
か
ら
伝
え
て
い
く
こ
と

で
、
本
校
へ
の
進
学
希
望
者
を
増
や
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」（
関
校
長
）

　
20
年
度
に
長
野
県
の
公
立
高
校
で
実

　
長
野
県
で
は
、新
た
な
高
校
の
あ
り
方
に

つ
い
て
校
長
な
ど
と
繰
り
返
し
議
論
を
重

ね
、２
０
１
８
年
９
月
に
策
定
し
た「
高
校

改
革
～
夢
に
挑
戦
す
る
学
び
～
実
施
方
針
」

の
中
で
、学
校
ご
と
に「
３
つ
の
方
針
」と

「
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」を
策
定
す
る
施
策

を
打
ち
出
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、カ
リ
キ
ュ

ラ
ム・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
視
点
か
ら
各
校
の

教
育
活
動
を
体
系
化
し
て
地
域
や
社
会
と

共
有
し
、
中
学
生
の
進
路
選
択
に
資
す
る

と
と
も
に
、
高
校
が
自
校
の
特
色
・
魅
力

づ
く
り
を
進
め
、
さ
ら
な
る
教
育
の
質
的

向
上
を
図
る
た
め
の
も
の
で
す
。策
定
に
あ

た
り
、３
つ
の
方
針
は
中
学
生
が
理
解
で
き

る
平
易
な
表
現
に
す
る
こ
と
、グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
は
分
か
り
や
す
い
も
の
に
す
る
こ

と
を
各
校
に
伝
え
た
上
で
、
教
頭
を
対
象

と
し
た
研
修
を
実
施
し
、
19
年
に
は
教
育

委
員
会
が
各
校
の
試
案
す
べ
て
に
対
し
て

具
体
的
な
助
言
を
行
い
ま
し
た
。

　
３
つ
の
方
針
は
、
各
校
が
元
々
掲
げ
て

い
る
教
育
目
標
や
校
訓
・
校
是
を
踏
ま
え
、

自
校
の
強
み
や
特
色
等
を
整
理
・
再
構
築

す
る
こ
と
な
ど
を
通
し
て
策
定
す
る
も
の

で
す
。
本
県
で
は
、
最
初
に
育
成
を
目
指

す
生
徒
像
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
３
つ
の

方
針
が
策
定
し
や
す
く
な
る
と
考
え
、
生

徒
育
成
方
針
を
定
め
た
上
で
、
教
育
課
程

編
成
・
実
施
方
針
、
生
徒
募
集
方
針
を
具

体
化
し
て
い
く
手
順
を
示
し
ま
し
た
。

　
当
初
は
、
現
場
か
ら
戸
惑
い
の
声
も
上

が
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
策
定
に
向
け
た

生
徒
・
保
護
者
や
地
域
と
の
議
論
は
、
自

校
の
強
み
や
特
色
を
再
認
識
す
る
機
会
と

な
り
、
教
育
活
動
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る

動
き
に
も
つ
な
が
っ
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、

学
校
説
明
会
等
で
中
学
生
に
自
校
の
強
み

や
特
色
を
説
明
し
や
す
く
な
っ
た
と
い
っ

た
声
も
耳
に
し
て
い
ま
す
。

　
３
つ
の
方
針
に
つ
い
て
は
、
生
徒
・
保

護
者
や
地
域
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、
不
断

の
見
直
し
を
し
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
に
よ

り
、
各
校
の
特
色
が
一
層
明
確
化
し
、
魅

力
が
さ
ら
に
高
ま
っ
て
い
く
も
の
と
期
待

し
て
い
ま
す
。

［
お
話
を
聞
い
た
先
生
］
学
び
の
改
革
支
援
課

教
育
幹
兼
高
校
教
育
指
導
係
長

　廣ひ
ろ

田た

昌
彦

／
高
校
教
育
指
導
係
主
任
指
導
主
事

　腰こ
し

原は
ら

智と
し

達み
ち

／
高
校
教
育
指
導
係
長
（
当
時
）
斉さ

い

藤と
う

則の
り

章あ
き

（
現
・
飯
田
高
校
校
長
）
／
高
校
教
育

指
導
係
主
任
指
導
主
事
（
当
時
）
小お

口ぐ
ち

雄ゆ
う

策さ
く

（
現
・
諏
訪
清
陵
高
校
校
長
）

施
さ
れ
た
「
３
つ
の
方
針
」
と
「
グ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」
の
策
定
は
、
特
色
化

に
注
力
し
て
き
た
同
校
が
、
改
め
て
自

校
の
目
指
す
方
向
性
や
育
て
た
い
生
徒

像
を
振
り
返
る
機
会
に
な
っ
た
。
同
校

は
、
以
前
か
ら
生
徒
募
集
で
伝
え
て
き

た
内
容
を
「
生
徒
募
集
方
針
」
に
、
学

び
の
内
容
を
「
教
育
課
程
編
成
・
実
施

方
針
」
に
整
理
し
て
い
っ
た
。

　「
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン（
図
２
）の
策

定
は
、本
校
が
積
み
上
げ
て
き
た
取
り

組
み
を
改
め
て
整
理
し
、校
内
で
共
有

す
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。本
校
の
特

色
や
魅
力
を
対
外
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
や

す
く
な
り
、連
携
先
に
本
校
の
教
育
方

針
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
容
易
に

な
り
ま
し
た
。地
域
の
方
と
よ
り
よ
い

教
育
活
動
を
展
開
し
て
い
く
た
め
の
対

話
の
ツ
ー
ル
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
」（
浅
井
先
生
）

　
さ
ら
に
、
学
校
設
定
科
目
を
始
め
と

す
る
特
色
あ
る
学
び
が
、
生
徒
の
学
習

意
欲
や
生
徒
育
成
方
針
に
掲
げ
る
「
課

題
解
決
能
力
、協
働
性
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
」
に
ど
の
程
度
結
び
つ
い
て

い
る
か
を
生
徒
に
よ
る
自
己
評
価
な
ど

に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
、
教
育
活
動
の

改
善
に
つ
な
げ
て
い
る
。

「３つの方針」の
策定は、どのように
進められたのか

長野県教育委員会に聞く

取
り
組
み
を
整
理
し
て
、

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
策
定

生徒が輝く学校づくり─高校の特色化・魅力化─
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中
高
一
貫
の
男
子
校
と
し
て
難
関
大

学
の
合
格
者
を
多
数
輩
出
し
て
き
た
大

阪
府
・
私
立
高
槻
中
学
校
・
高
槻
高
校

は
、
２
０
１
４
年
度
・
16
年
度
に
行
わ

れ
た
大
阪
医
科
大
学
・
大
阪
薬
科
大
学

と
の
法
人
合
併
を
受
け
、
女
子
学
生
の

比
率
が
高
い
両
大
学
と
の
高
大
連
携
を

円
滑
に
図
る
た
め
、
共
学
化
す
る
こ
と

を
決
定
し
た
。
15
年
1
月
に
は
、
２
年

後
の
共
学
化
に
向
け
て
、
副
校
長
、
教

頭
、
各
校
務
分
掌
の
部
長
、
共
学
校
の

勤
務
経
験
の
あ
る
教
師
ら
11
人
か
ら
成

る
「
共
学
化
特
命
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
以

下
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
を
設
置
。
当

時
の
校
長
が
、「
今
ま
で
の
伝
統
と
実

績
を
引
き
継
ぐ
だ
け
で
は
な
く
、『
最

優
の
進
学
校
』
を
目
指
し
て
、
学
校
を

一
か
ら
設
計
し
よ
う
」
と
宣
言
し
、
新

た
な
学
校
づ
く
り
が
始
ま
っ
た
。
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
た
、
前
田

秀
樹
教
頭
は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
当
時
の
本
校
は
、学
校
改
革
の
真
っ

た
だ
中
で
、
12
年
度
に
制
定
し
た
ス

ク
ー
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
『D

eveloping 
Future Leaders W

ith A G
lobal 

M
indset

』（
＊
１
）
の
下
、
英
語
教
育

改
革
と
、
国
際
教
育
・
探
究
型
教
育
を

推
進
し
、
14
年
度
に
は
、
３
コ
ー
ス
制

（
図
１
）
を
導
入
し
ま
し
た
。
そ
う
し

た
中
、
共
学
化
と
い
う
学
校
の
大
き
な

変
化
に
立
ち
向
か
う
こ
と
は
、
教
師
一

丸
と
な
っ
て
改
革
を
進
め
る
強
い
動
機

づ
け
に
な
り
ま
し
た
」

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
新
た
な
学
校
像
を

議
論
す
る
中
で
、ス
ク
ー
ル・ミ
ッ
シ
ョ

ン
に
掲
げ
た
次
世
代
の
リ
ー
ダ
ー
像
を

具
体
化
す
る
た
め
、
育
成
を
目
指
す
資

質
・
能
力
を
策
定
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

加
え
て
、
大
学
で
策
定
が
一
般
化
し
て

い
た
デ
ィ
プ
ロ
マ
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・

ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
３
つ
の
ポ
リ
シ
ー

を
自
校
で
策
定
す
る
こ
と
を
、
前
田
教

頭
は
提
案
し
た
。

　「
一
か
ら
学
校
づ
く
り
を
行
う
と
し

て
も
、教
育
理
念
は
伝
統
と
し
て
根
づ

い
て
い
る
不
変
的
な
も
の
で
す
。そ
こ

で
、３
つ
の
ポ
リ
シ
ー
と
い
う
切
り
口

で
教
育
理
念
を
具
体
化
す
る
の
で
あ
れ

ば
、校
内
の
賛
同
を
得
ら
れ
や
す
い
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
」

　
前
田
教
頭
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン

共
学
化
後
の
生
徒
像
を
見
据
え
て

ス
ク
ー
ル・ポ
リ
シ
ー
を
策
定
。

３
つ
の
コ
ー
ス
の
特
色
化
が
、

新
た
な
学
校
の
魅
力
を
築
く

実
践

事
例

大
阪
府
・
私
立

高た

か

つ

き槻
中
学
校
・
高
槻
高
校

2

共
学
化
に
向
け
て
、

新
た
な
学
校
づ
く
り
を
推
進

教
育
理
念
を
具
体
化
す
る
も
の

と
し
て
３
つ
の
ポ
リ
シ
ー
を
策
定

２
０
１
７
年
度
、男
子
校
か
ら
共
学
校
と
な
っ
た
大
阪
府
・
私
立
高た

か
つ
き槻
中
学
校
・
高
槻
高

校
は
、新
し
い
学
校
づ
く
り
に
向
け
て
、ス
ク
ー
ル
・
ポ
リ
シ
ー
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、

そ
れ
を
指
針
と
し
て
特
色
あ
る
教
育
活
動
を
拡
充
。生
き
生
き
と
輝
く
生
徒
の
姿
は
、同

校
入
学
希
望
者
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
な
っ
た
。そ
う
し
た
状
況
は
、教
師
に
と
っ
て
は
教

育
活
動
を
充
実
さ
せ
る
動
機
づ
け
に
な
り
、学
校
の
魅
力
化
の
好
循
環
が
生
ま
れ
て
い
る
。

＊１　日本語では、「卓越した語学力や国際的な視野を持って、世界を舞台に活躍できる次世代のリーダーを育成する」となる。

14 高校版  2021 June

0-01-J-22509-001 2021 年度 VIEW next 高校版 6 月号 14 頁 ＣＭ
ＹＫ

色
校

05/28
引寺

念
校

06/08
松下

再
念
校

06/10
松下 − −/−

− − −/−
−

P14-17_view-next-koukou-6g.indd   14 2021/06/10   13:14



バ
ー
に
、
３
つ
の
ポ
リ
シ
ー
を
、「
本

校
で
ど
ん
な
生
徒
を
、
ど
う
い
っ
た
教

育
活
動
で
、
ど
の
よ
う
な
人
材
に
育
て

て
卒
業
さ
せ
た
い
か
」
と
い
っ
た
枠
組

み
で
考
え
よ
う
と
提
案
（
図
２
）。
そ

れ
を
基
に
メ
ン
バ
ー
が
考
え
た
意
見
を

持
ち
寄
っ
て
議
論
を
進
め
た
。
共
学
校

の
勤
務
経
験
者
と
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

メ
ン
バ
ー
と
な
っ
た
林
徹て

つ
は
る治

先
生
は
、

次
の
よ
う
に
振
り
返
る
。
　

　「
ポ
リ
シ
ー
と
い
う
耳
慣
れ
な
い
言

葉
に
戸
惑
い
ま
し
た
が
、
示
さ
れ
た
枠

組
み
は
、
本
校
が
行
っ
て
い
る
教
育
を

言
語
化
す
る
も
の
で
し
た
の
で
、
と
て

も
考
え
や
す
か
っ
た
で
す
。
当
時
赴
任

１
年
目
だ
っ
た
私
に
と
っ
て
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
の
議
論
は
、
本
校
の
教
育

理
念
を
深
く
理
解
す
る
機
会
に
も
な
り

ま
し
た
」

　
議
論
の
内
容
は
職
員
会
議
で
報
告

し
、
そ
こ
で
出
さ
れ
た
意
見
に
つ
い
て

も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
検
討
し
、
全
校
の

理
解
を
得
な
が
ら
形
に
し
て
い
っ
た
。

そ
し
て
、
10
回
の
議
論
を
経
て
、
15
年

５
月
、「
３
つ
の
方
針
（
ス
ク
ー
ル
・

ポ
リ
シ
ー
）」「
育
て
た
い『
10
の
資
質
』」

を
策
定
し
た
（
Ｐ
．16
図
３
）。

　
ス
ク
ー
ル
・
ポ
リ
シ
ー
は
、教
育
活

動
を
検
討
す
る
際
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な

り
、３
つ
の
コ
ー
ス
の
特
色
を
際
立
た

せ
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
同
校
は
、
中
学
２
年
次
ま
で
は
全
生

徒
が
Ｇ
Ｌ
コ
ー
ス
に
所
属
し
て
、
グ

ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
に
必
要
な
価
値

観
や
基
礎
学
力
を
養
い
、
中
学
３
年

次
か
ら
は
生
徒
の
希
望
に
応
じ
て
、
Ｇ

Ｓ
・
Ｇ
Ａ
を
加
え
た
３
つ
の
い
ず
れ
か

の
コ
ー
ス
に
所
属
す
る
。
Ｇ
Ｌ
コ
ー
ス

は
幅
広
く
将
来
を
考
え
た
い
生
徒
向
け

で
、
Ｇ
Ｓ
コ
ー
ス
は
Ｓ
Ｓ
Ｈ
（
＊
２
）、

Ｇ
Ａ
コ
ー
ス
は
Ｓ
Ｇ
Ｈ
（
＊
３
）
を
軸

に
教
育
活
動
を
展
開
す
る
。
Ｓ
Ｓ
Ｈ
推

Ｓ
Ｇ
Ｈ
Ｎ
推
進
部

重
見
高
徳　

し
げ
み
・
た
か
の
り

教
職
歴
16
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
4
年
目
。
社
会
科
（
公
民
）。

Ｓ
Ｓ
Ｈ
推
進
部

奥
野
直
人　

お
く
の
・
な
お
と

教
職
歴
15
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
7
年
目
。
理
科
（
生
物
）。

主
幹
教
諭
、
研
究
開
発
本
部

林
　
徹
治　

は
や
し
・
て
つ
は
る

教
職
歴
14
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
8
年
目
。
数
学
科
。

進
路
指
導
部
部
長

田
中
大
祐　

た
な
か
・
だ
い
す
け

教
職
歴
20
年
。同
校
に
赴
任
し

て
17
年
目
。理
科（
物
理
、地
学
）。

教
頭前田

秀
樹　

ま
え
だ
・
ひ
で
き

教
職
歴
26
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
22
年
目
。

３つのコース

※学校資料を基に編集部で作成。

GL（グローバル・リーダー）コース
英語運用能力を備え、グローバルマインドセットを持つ次世代リーダーを育成する。ク
リティカルシンキングなど、知識を「使う」技術や考え方を身につけ、自身の問題意識
を基にした探究学習に取り組む。

GS（グローバル・サイエンス）コース
データサイエンスの素養を持ち、グローバルマインドセットを備えた生命科学系リーダー
を育成する。SSH 事業を中心とし、世界を視野にした探究学習を、同一法人の大阪医
科薬科大学や他大学と連携して取り組む。

GA（グローバル・アドバンスト）コース
グローバルヘルス向上の視点を持って国際的な諸課題に創造的に挑戦する次世代リー
ダーを育成する。2020 年度までの５年間、SGH 指定校として蓄積してきた実績を基に、
文系・理系の枠を超えて、問題解決型学習に取り組む。

図 １

スクール・ポリシーの策定にあたっての枠組み

下記のＡはアドミッション・ポリシー、Ｂはカリキュラム・ポリシー、Ｃはディプロマ・ポリシー
につながるとして、Ａ〜Ｃにあてはまる言葉を考えながら、スクール・ポリシーを策定した。

※学校資料を基に編集部で作成。

本校は、　　　　　　　　こうした生徒に、
中高６年間で、　　　　　　　　のような教育を施し、
卒業時には　　　　　　　　こうした力をつけて、次のステップに送り出します。

図 2

A

B

C

設
立

　
１
９
４
０
（
昭
和
15
）年

形
態

　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

生
徒
数

　
１
学
年
約
２
７
０
人

２
０
２
１
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）　
国
公

立
大
は
、
北
海
道
大
、
東
北
大
、
筑
波
大
、
東
京

大
、
京
都
大
、
大
阪
大
、
神
戸
大
、
九
州
大
な
ど
に

１
６
６
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
慶
應
義
塾
大
、
早

稲
田
大
、
同
志
社
大
、
立
命
館
大
、
関
西
大
、
近
畿

大
、
関
西
学
院
大
、
大
阪
医
科
薬
科
大
な
ど
に
延
べ

５
８
１
人
が
合
格
。

ス
ク
ー
ル
・
ポ
リ
シ
ー
を
軸
に

３
コ
ー
ス
の
特
色
を
鮮
明
化

学
校
概
要

＊２　文部科学省「スーパーサイエンスハイスクール」。同校は、2014 年度から指定を受け、現在２期目。　＊３　文部科学省「スーパーグローバルハイスクール」。
同校は、2015 年度に SGH アソシエイト、2016 年度から SGH の指定を受け、事業終了後の現在は、SGH ネットワークの参加校。
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進
部
の
奥
野
直な

お

人と

先
生
は
、
教
育
活
動

は
す
べ
て
ス
ク
ー
ル
・
ポ
リ
シ
ー
に
結

び
つ
け
て
構
築
し
て
い
る
と
説
明
す

る
。

　「
Ｇ
Ｓ
コ
ー
ス
の
場
合
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の

趣
旨
に
沿
っ
て
、
理
系
人
材
の
育
成
の

視
点
で
探
究
学
習
や
高
大
連
携
な
ど
を

取
り
入
れ
、
ス
ク
ー
ル
・
ポ
リ
シ
ー
を

踏
ま
え
て
、
生
徒
主
体
で
他
者
と
の
協

働
な
ど
が
で
き
る
よ
う
活
動
内
容
を
工

夫
し
て
い
ま
す
。
そ
の
学
校
で
何
が
学

べ
る
か
を
示
す
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
生

徒
が
学
校
の
魅
力
を
判
断
す
る
重
要
な

要
素
で
あ
り
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
ポ
リ

シ
ー
は
学
校
の
魅
力
化
の
鍵
を
握
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
Ｇ
Ｌ
コ
ー
ス
は
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
・
Ｓ
Ｇ
Ｈ

と
い
う
対
外
的
に
分
か
り
や
す
い
魅
力

の
間
に
埋
も
れ
な
い
よ
う
、
教
育
活
動

を
構
築
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
同
校
へ

の
入
学
希
望
者
を
対
象
と
し
た
イ
ベ
ン

ト
を
生
徒
が
企
画
・
運
営
す
る
「
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

（
図
４
）や
、自
分
た
ち
の
遠
足
を
企
画・

提
案
し
、
採
用
さ
れ
た
案
が
実
施
さ
れ

る
旅
行
会
社
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

な
ど
、
生
徒
が
自
ら
課
題
を
発
見
し
、

考
え
た
企
画
を
実
践
す
る
場
を
、
ス

ク
ー
ル
・
ポ
リ
シ
ー
に
照
ら
し
合
わ
せ

て
設
け
て
い
る
。
Ｇ
Ｌ
コ
ー
ス
担
当
の

田
中
大だ

い

祐す
け

先
生
は
、次
の
よ
う
に
語
る
。
　

　「
最
後
に
実
践
の
場
が
あ
る
活
動
は
、

ど
ん
な
に
大
変
で
も
形
に
す
る
と
い
う

責
任
が
伴
い
ま
す
が
、
だ
か
ら
こ
そ
、

生
徒
は
真
剣
に
取
り
組
み
、
他
者
と
協

働
し
、創
造
性
を
発
揮
し
て
い
き
ま
す
。

そ
れ
が
、
自
分
の
思
い
を
実
現
で
き
る

と
い
っ
た
本
コ
ー
ス
の
大
き
な
魅
力
に

な
っ
て
い
ま
す
」

　
Ｓ
Ｇ
Ｈ
が
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
軸
と
な

る
Ｇ
Ａ
コ
ー
ス
で
は
、
特
色
で
あ
る
海

外
連
携
が
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
制
限
さ

れ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、
外
部
人
材
な

ど
の
リ
ソ
ー
ス
を
活
用
し
、
探
究
学
習

を
継
続
さ
せ
て
い
る
と
、
Ｓ
Ｇ
Ｈ
Ｎ
推

進
部
の
重
見
高た

か
の
り徳
先
生
は
説
明
す
る
。
　

　「
パ
ラ
オ
の
肥
満
問
題
に
取
り
組
ん

だ
生
徒
は
、
現
地
調
査
が
で
き
な
く

な
っ
た
た
め
、
連
携
先
の
大
学
教
員
に

相
談
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
現
地
の
人

た
ち
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
て
研
究
を

続
け
、
身
体
活
動
を
向
上
さ
せ
る
カ
ー

ド
ゲ
ー
ム
を
考
案
し
ま
し
た
。
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
前
に
は
、
大
学
教
員
か
ら
質
問

項
目
の
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
る
な
ど
、
一

建学の精神、スクール・ミッション、スクール・ポリシー

同校では、上記のほかに、校訓、教育理念、教育スローガン、目指すリーダー像を設定。
それらはすべて同校のウェブサイトで公開している。　※学校資料を基に編集部で作成。

● 建学の精神　国家・社会を担う人物の育成
● スクール・ミッション　Developing Future Leaders With A Global Mindset

● アドミッション・ポリシー［求める生徒像］
１ 本校の使命や教育方針を理解する生徒
２ 学力が優秀で知的好奇心が豊かな生徒
３ 自分で考え、積極的に行動できる生徒
４ 人間尊重の精神＊を持ち、社会貢献の意識が高い生徒
＊人間尊重の精神……生命の尊重、人格の尊重、人権の尊重、人間愛などの精神

● カリキュラム・ポリシー［教育の方針］
確かな学力・豊かな人間性・健やかな心身の育成と、変化する社会に積極的に対応
し得る能力・意欲・創造性を養うことを教育方針とし、その実現のために以下の教育
を行います。

１ ６年一貫教育のメリットを生かしたカリキュラムを編成し、高い学力が確かに
身につく指導を行います。

２ 次代を担う人物に求められる力は何かを常に考慮し、最高水準を追求した教育
活動を展開します。

３ 規律ある学校生活を通して、自らを律して行動する力や規範意識、高い倫理観
を育みます。

４ コミュニケーション力やリーダーシップ、レジリエンス（しなやかな強さ）を
身につけ、さらに生涯にわたって健やかな生活を送るための体力を育成します。

５ 国際教育に積極的に取り組み、卓越した語学力とグローバルマインドセットを
養うために様々な教育プログラムを提供します。

６ 学びを支えるリテラシーや批判的思考力、プレゼンテーション力、自己管理能
力を育成し、生徒自らが課題を発見し解決する意欲と能力を育むため探究型の
教育を行います。

７ 学校行事や課外活動、高大連携講座、ボランティア活動などを通して視野を拡げ、
主体性と協働意識、他者尊重と社会貢献の精神を涵養します。

● ディプロマ・ポリシー［卒業時に身につける力・卒業認定］
幅広い知識と高い学力、課題解決力を身につけ、国内外のトップレベルの大学に
進学し、国際的視野を持って主体的に自らの進路や社会の未来を切り拓く力と豊か
な人間性を備えた多様な人物の輩出を目指します。

● 育てたい「10 の資質」
• 全体を見渡して判断し、主体的に行動する力　• 論理的
に思考し、日本語および英語で表現する力　• 自己管理能力　
• 創造性（知識や情報を発展的に活用する力）
• 多様な他者を理解し思いやる力　• コミュニケーション力　
• コラボレーション力（チームワーク）
• 国際社会の持続的発展や平和に貢献しようとする意志
• 日本の伝統・文化を尊重する心　• 倫理観

図 ３

個人の能力や思考

他者との関係

社会や文化との関係
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線
で
活
躍
す
る
研
究
者
の
指
導
を
受
け

ら
れ
る
の
は
、
本
コ
ー
ス
の
大
き
な
魅

力
の
１
つ
で
す
。
特
色
づ
く
り
に
は
、

自
校
の
リ
ソ
ー
ス
を
う
ま
く
活
用
す
る

こ
と
が
重
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
」

　
ス
ク
ー
ル
・
ポ
リ
シ
ー
が
あ
る
こ
と

で
、
新
た
な
教
育
活
動
へ
の
挑
戦
も
し

や
す
く
な
っ
た
。
同
校
の
代
表
的
な
取

り
組
み
の
１
つ
で
あ
る
「
学
修
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
」（
図
４
）
は
、カ
リ
キ
ュ
ラ
ム・

ポ
リ
シ
ー
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
力

を
育
成
す
る
教
育
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
根
拠
と
し
て
導
入
し
た
。

　「
大
学
入
試
直
前
に
面
接
練
習
を
す

る
だ
け
で
は
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

力
を
育
成
し
て
い
る
と
は
言
え
ず
、
全

生
徒
が
中
学
１
年
次
か
ら
定
期
的
に
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
場
が
必
要
だ

と
説
明
す
る
と
、
校
内
の
賛
同
を
得
ら

れ
ま
し
た
」（
前
田
教
頭
）

　
ま
た
、
こ
の
５
年
間
で
全
教
師
の
約

３
割
が
入
れ
替
わ
っ
た
が
、ス
ク
ー
ル・

ポ
リ
シ
ー
が
あ
る
こ
と
で
、
新
し
く
赴

任
し
た
教
師
と
指
導
方
針
を
共
有
す
る

こ
と
が
容
易
に
な
っ
た
。
６
年
前
、
ス

ク
ー
ル
・
ポ
リ
シ
ー
策
定
後
に
赴
任
し

た
奥
野
先
生
は
、
自
身
の
体
験
を
次
の

よ
う
に
振
り
返
る
。

　「
特
別
活
動
の
企
画
書
に
は
、ス
ク
ー

ル
・
ポ
リ
シ
ー
を
踏
ま
え
て
立
て
ら
れ

た
活
動
の
目
標
が
必
ず
明
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
を
目
に
す
る
機
会
を
積
み

重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
校
で
求
め

ら
れ
る
指
導
を
常
に
意
識
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
」

　　
21
年
度
で
共
学
化
５
年
目
を
迎
え
た

同
校
の
新
た
な
学
校
づ
く
り
は
、
軌
道

に
乗
り
始
め
て
い
る
。
そ
の
成
果
と
し

て
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
や
Ｓ
Ｇ
Ｈ
で
探
究
学
習
を

突
き
詰
め
た
生
徒
が
全
国
大
会
で
入
賞

し
た
り
、
国
際
政
治
学
者
を
目
指
す
生

徒
が
、
ほ
か
の
生
徒
に
も
国
際
政
治

に
関
心
を
持
っ
て
ほ
し
い
と
、
校
長

に
大
使
経
験
者
を
招
い
た
講
演
会
を
提

案
し
、
そ
れ
を
実
現
さ
せ
た
り
と
、
生

徒
一
人
ひ
と
り
が
そ
れ
ぞ
れ
の
輝
き

を
放
っ
て
い
る
。「
学
校
が
活
性
化
し
、

勢
い
を
感
じ
て
い
ま
す
」
と
、
前
田
教

頭
は
言
う
。

　「
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
な
ど
で
は
、

在
校
生
と
本
校
入
学
希
望
者
が
直
接
触

れ
合
う
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。
在
校

生
に
憧
れ
て
入
学
し
た
生
徒
が
、
本
校

で
活
躍
し
て
憧
れ
ら
れ
る
側
と
な
る
と

い
う
好
循
環
が
生
ま
れ
始
め
ま
し
た
。

教
師
も
、
活
躍
す
る
生
徒
の
姿
に
、
教

育
活
動
を
一
層
充
実
さ
せ
よ
う
と
意
欲

的
で
す
。
今
本
校
に
通
う
生
徒
が
生
き

生
き
と
活
動
し
て
輝
く
こ
と
が
、
魅
力

的
な
学
校
を
持
続
可
能
な
も
の
に
す
る

の
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
」

　
同
校
は
、
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ

シ
ー
に
応
じ
て
入
試
問
題
を
見
直
し
、

「
自
分
で
考
え
る
」
力
を
評
価
す
る
た

め
、
国
語
・
算
数
で
記
述
式
問
題
を
増

や
し
た
。
　

　「
自
分
で
考
え
て
行
動
す
る
生
徒
が

増
え
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
以
前
は
本

校
入
学
後
に
学
力
が
伸
び
悩
む
傾
向
が

あ
り
ま
し
た
が
、
今
は
、
入
学
後
に
生

徒
が
伸
び
る
学
校
と
い
う
評
価
を
、
保

護
者
か
ら
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し

た
」（
林
先
生
）

　
22
年
度
、
共
学
校
１
期
生
が
卒
業
を

迎
え
る
。
そ
れ
を
一
区
切
り
と
し
て
こ

れ
ま
で
の
成
果
と
課
題
を
整
理
し
、
ス

ク
ー
ル
・
ポ
リ
シ
ー
の
点
検
や
見
直
し

を
行
う
予
定
だ
。

　「
ス
ク
ー
ル
・
ポ
リ
シ
ー
の
策
定
後
、

情
報
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
一
層
進

み
、
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
（
＊
４
）
の
重

要
性
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
自
校
の
課

題
と
と
も
に
、
社
会
の
変
化
に
応
じ
た

視
点
で
も
、
本
校
が
目
指
す
学
校
像
を

検
証
し
、
そ
の
結
果
を
ス
ク
ー
ル
・
ポ

リ
シ
ー
に
も
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
」（
前
田
教
頭
）

特色ある教育活動の一例

活動名 活動内容

オープンキャンパス・
プロジェクト

ＧＬコースの高校１年生が、同校入学希望の小学５
年生とその保護者を対象としたイベントを企画・運
営。当日行う学校説明やワークショップ、会場の設
営や来場者の誘導など、すべてを生徒が行う。

学修インタビュー

年度末に、生徒は自身の１年間を振り返ってまとめ、
どんな思いで、何を学び、どのように成長したのか
について、担任・保護者にプレゼンテーションする。
中学１年次から生徒全員が行う。

※学校資料を基に編集部で作成。

図 ４ ス
ク
ー
ル
・
ポ
リ
シ
ー
で

活
動
の
意
味
づ
け
が
容
易
に

目
の
前
の
生
徒
が
輝
く
こ
と
が

魅
力
あ
る
学
校
で
あ
り
続
け
る
鍵

＊４　Science、Technology、Engineering、Arts、Mathematics の頭文字で、科学・技術・工学・芸術を始めとする文化的教養と数学に重点を置いた教育、人材育
成のこと。
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香
川
県
唯
一
の
公
立
中
高
一
貫
教

育
校
で
あ
る
香
川
県
立
高
松
北
中
学

校
・
高
校
。
現
在
、
難
関
国
公
立
大
学

を
目
指
す
飛
翔
コ
ー
ス
、
国
公
立
大
学

文
系
学
部
を
目
指
す
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ー

ス
、
国
公
立
大
学
理
系
学
部
を
目
指
す

サ
イ
エ
ン
ス
コ
ー
ス
、
そ
し
て
、
学

校
推
薦
型
選
抜
、
総
合
型
選
抜
で
の
進

学
を
目
指
す
カ
ル
チ
ャ
ー
コ
ー
ス
、
ス

ポ
ー
ツ
コ
ー
ス
の
5
コ
ー
ス
を
設
置
し

て
い
る
。
部
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
お

り
、
全
国
大
会
へ
出
場
し
て
い
る
部
も

多
い
。
ま
た
、
近
年
は
グ
ロ
ー
バ
ル
教

育
を
軸
に
し
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
力
を

入
れ
て
き
た
。
そ
う
し
た
積
み
重
ね

は
、「
東
大
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
昇
華
し
、
長
く
地
域

の
信
頼
を
得
て
き
た
。
だ
が
一
方
で
、

「
中
学
校
と
高
校
の
連
携
が
不
十
分
で
、

コ
ー
ス
や
分
掌
が
バ
ラ
バ
ラ
に
動
い
て

い
る
」「
そ
れ
ぞ
れ
の
教
師
が
ど
ん
な

課
題
意
識
を
持
ち
、
学
校
全
体
と
し
て

ど
の
よ
う
な
生
徒
の
育
成
を
目
指
し
て

い
る
の
か
が
見
え
に
く
い
」
と
い
っ
た

課
題
も
教
師
た
ち
は
感
じ
て
い
た
。

　
２
０
２
０
年
３
月
、
香
川
県
は
「
魅

力
あ
ふ
れ
る
県
立
高
校
推
進
ビ
ジ
ョ

ン
」
を
策
定
し
、
特
色
あ
る
県
立
中
学

校
・
高
校
づ
く
り
を
加
速
。
全
県
立
中

学
校
・
高
校
で
21
年
度
に
「
ス
ク
ー
ル
・

ポ
リ
シ
ー
」
を
策
定
す
る
こ
と
を
決
定

し
た
。
20
年
度
に
は
、
高
校
入
試
で
全

国
募
集
を
開
始
し
た
高
松
北
中
学
校
・

高
校
を
含
む
14
校
が
先
行
し
て
ス
ク
ー

ル
・
ポ
リ
シ
ー
を
公
開
し
た
（
図
１
）。

國く
に

木き

健
司
校
長
は
「
本
校
が
積
み
重
ね

て
き
た
教
育
活
動
を
整
理
し
な
が
ら
ス

ク
ー
ル
・
ポ
リ
シ
ー
を
考
え
た
」
と
振

り
返
る
。

　「
こ
れ
ま
で
の
教
育
活
動
を
土
台
に
、

生
徒
、
保
護
者
、
地
域
が
持
っ
て
い
る

期
待
や
課
題
な
ど
の
現
状
も
踏
ま
え
て

ス
ク
ー
ル
・
ポ
リ
シ
ー
を
つ
く
る
こ
と

で
、
教
育
活
動
を
再
編
成
し
、
学
校
の

進
化
を
促
進
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
」

　
教
頭
と
し
て
同
校
に
勤
め
た
経
験
も

あ
る
國
木
校
長
は
、
同
校
赴
任
歴
の
長

い
教
師
た
ち
の
声
な
ど
も
参
考
に
、
生

徒
の
現
状
を
整
理
し
て
い
っ
た
。
そ
の

際
、
特
に
重
視
し
た
の
が
「
生
徒
が
持

つ
強
み
」
だ
っ
た
。

ス
ク
ー
ル
・
ポ
リ
シ
ー
を
軸
に
、

多
様
な
教
育
活
動
を
再
編
。

生
徒
、教
師
、地
域
が

活
動
の
価
値
を
と
も
に
理
解
す
る

実
践

事
例

香
川
県
立

高
松
北
中
学
校・高
校

香
川
県
立
高
松
北
中
学
校
・
高
校
は
、
県
内
唯
一
の
公
立
中
高
一
貫
教
育
校
と
し
て
、

６
年
間
を
見
通
し
た
教
育
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
そ
の
土
台
と
な
っ
て
い
る
の
が
、

県
が
全
国
の
自
治
体
に
先
駆
け
て
各
校
に
策
定
を
求
め
た「
ス
ク
ー
ル・ポ
リ
シ
ー
」だ
。

多
様
な
教
育
活
動
の
意
義
を
ス
ク
ー
ル
・
ポ
リ
シ
ー
の
下
で
改
め
て
整
理
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
活
動
に
取
り
組
む
教
師
、
生
徒
の
意
識
改
革
へ
と
つ
な
げ
て
い
る
。

3

ス
ク
ー
ル
・
ポ
リ
シ
ー
で

学
校
の
進
化
を
促
す

生
徒
の
持
つ
力
に
目
を
向
け
、

理
想
の
学
校
像
を
描
く
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　「
本
校
に
は
、
放
課
後
、
学
校
に
残
っ

て
勉
強
す
る
生
徒
が
た
く
さ
ん
い
ま
す

が
、
先
生
た
ち
も
校
務
の
合
間
に
生
徒

の
様
子
を
見
に
行
き
、
親
身
に
指
導
す

る
な
ど
、
生
徒
と
教
師
の
つ
な
が
り
が

と
て
も
強
い
学
校
で
す
。
ま
た
、
生
徒

た
ち
は
挨
拶
も
し
っ
か
り
で
き
ま
す
。

勉
強
や
ス
ポ
ー
ツ
に
限
ら
ず
、
生
徒
は

い
ろ
い
ろ
な
よ
さ
を
持
っ
て
い
る
こ
と

に
気
づ
い
た
私
は
、
ど
ん
な
長
所
も
伸

ば
せ
る
学
校
、
生
徒
の
夢
は
全
部
か
な

え
る
学
校
を
目
指
し
た
い
と
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
」（
國
木
校
長
）

　
國
木
校
長
は
「
す
べ
て
の
生
徒
が
輝

く
、
活
力
に
あ
ふ
れ
た
学
校
づ
く
り
を

実
現
し
、
次
世
代
の
社
会
を
創
生
す
る

人
材
を
育
成
す
る
」
こ
と
を
目
指
し
た

中
高
６
年
間
の
ス
ク
ー
ル
・
ポ
リ
シ
ー

を
策
定
、
さ
ら
に
キ
ャ
リ
ア
教
育
、
学

力
育
成
、
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
、
探
究
学

習
、
そ
し
て
ア
ス
リ
ー
ト
支
援
と
、
同

校
が
こ
れ
ま
で
重
点
的
に
取
り
組
ん
で

き
た
５
つ
の
教
育
活
動
を
、
５
大
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
再
編
成
し
た
指
導
計

画
（
図
２
）
を
職
員
会
議
で
提
案
し
た
。

　
長
所
や
得
意
分
野
、
そ
し
て
進
路
も

多
様
な
生
徒
を
多
様
な
コ
ー
ス
で
育
て

る
本
校
だ
か
ら
こ
そ
、「
す
べ
て
の
生

徒
が
輝
く
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
が
教
師

主
幹
教
諭

宮
宇
地
幸
喜　

み
や
う
ち
・
こ
う
き

教
職
歴
30
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
２
年
目
。
国
語
科
。

進
路
指
導
部
長

大
野
郁
子　

お
お
の
・
い
く
こ

教
職
歴
31
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
５
年
目
。
英
語
科
。

校
長國木

健
司　

く
に
き
・
け
ん
じ

教
職
歴
36
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
４
年
目
。

３
年
生
担
任

筒
井　
京

つ
つ
い
・
け
い

教
職
歴
22
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
12
年
目
。地
理
歴
史・公
民
科
。

指導計画

スクール・ポリシー

※学校資料をそのまま掲載。

※学校資料を基に編集部で作成。

● このような生徒を求めています。
１ 主体的な探究・実践意欲にあふれ、高い志をもって積極的に学習に取り組む生徒
２ 部活動等のすぐれた成果や実績を、入学後もさらに伸ばす意欲のある生徒

● このような学びを行います。
北高独自の５大プロジェクトを中心に、次のような先進的な学びを計画的に行います。
１ 計画的なグローバル教育を展開し、豊かな国際感覚と高度な英語コミュニケー

ション能力を育む。
２ 探究型・課題解決型の教育を展開し、主体的に課題を発見・解決していく探究力・

実践力を育む。
３ 幅広い年齢層との交流行事や国内外への多彩な研修旅行を通して、豊かな人間

性や社会性を育む。

● 卒業までにこのような生徒を育てます。
幅広い知識と高い学力、課題解決に向けた探究力・実践力を身につけ、グローバ
ルな視野をもって主体的に社会の未来を切り拓く力と心豊かな人間性を備えた次世
代社会創生リーダーを育成する。

図 2

図 1

設
立

　
１
９
８
３
（
昭
和
58
）年

形
態

　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

生
徒
数

　
１
学
年
約
２
３
０
人

２
０
２
１
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）　
国
公
立

大
は
、北
海
道
大
、東
京
外
国
語
大
、京
都
大
、神
戸
大
、

広
島
大
、香
川
大
、大
阪
市
立
大
な
ど
に
44
人
が
合
格
。

私
立
大
は
、
青
山
学
院
大
、
法
政
大
、
明
治
大
、
同

志
社
大
、
立
命
館
大
、
龍
谷
大
、
関
西
大
、
近
畿
大

な
ど
に
延
べ
２
９
９
人
が
合
格
。

学
校
概
要
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の
共
感
を
呼
ん
だ
と
、
同
校
の
卒
業
生

で
も
あ
る
筒
井
京け

い

先
生
は
語
る
。

　「
そ
の
フ
レ
ー
ズ
に
ハ
ッ
と
す
る
の

と
同
時
に
、
ど
う
す
れ
ば
そ
れ
が
実
現

で
き
る
の
だ
ろ
う
か
と
考
え
ま
し
た
。

そ
し
て
、き
っ
と
そ
れ
ぞ
れ
の
教
師
が
、

得
意
分
野
を
生
か
し
な
が
ら
今
ま
で
以

上
に
連
携
し
、
１
人
の
教
師
と
し
て
輝

け
ば
、
生
徒
た
ち
は
さ
ら
に
輝
く
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
」

　
ス
ク
ー
ル
・
ポ
リ
シ
ー
と
指
導
計
画

を
公
開
し
た
20
年
度
、
そ
の
実
現
に
向

け
て
、
同
校
は
様
々
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を

起
こ
し
た
。
そ
の
１
つ
が
中
学
校
と
の

連
携
だ
。
進
路
指
導
部
長
の
大
野
郁い

く

子こ

先
生
は
、「
ス
ク
ー
ル
・
ポ
リ
シ
ー
に

よ
っ
て
、
中
学
校
と
高
校
の
6
年
間
で

ど
の
よ
う
な
生
徒
を
育
て
る
の
か
の
目

線
合
わ
せ
が
で
き
た
」
と
語
る
。

　「
中
高
が
連
携
し
た
早
期
の
大
学
入

試
対
策
と
し
て
、
高
校
の
飛
翔
コ
ー
ス

に
接
続
す
る
『
先
取
り
コ
ー
ス
』
を
中

学
校
に
つ
く
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
中
高

の
教
師
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
授
業
の
内

容
な
ど
に
つ
い
て
情
報
を
共
有
す
る
機

会
が
増
え
ま
し
た
。『
北
高
に
行
く
ま

で
に
、
こ
の
生
徒
の
こ
ん
な
力
を
伸
ば

し
て
あ
げ
た
い
』
と
い
っ
た
言
葉
を
、

中
学
校
の
先
生
方
か
ら
よ
く
聞
く
よ
う

に
な
り
ま
し
た
」（
大
野
先
生
）

　
主
幹
教
諭
の
宮み

や

宇う

地ち

幸こ
う

喜き

先
生
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
や
探
究
学
習
が
、
ス

ク
ー
ル
・
ポ
リ
シ
ー
を
実
現
す
る
た
め

の
も
の
と
し
て
つ
な
が
り
を
持
っ
て
理

解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
語
る
。

　「
県
内
に
居
住
す
る
外
国
人
と
の
交

流
や
、
地
元
企
業
、
商
工
会
な
ど
と
連

携
し
た
地
域
課
題
研
究
で
、
生
徒
は

様
々
な
人
た
ち
と
接
し
ま
す
。
そ
う
し

た
活
動
が
表
面
的
な
も
の
に
と
ど
ま
ら

な
い
よ
う
、
活
動
ご
と
に
学
年
主
任
が

目
標
を
掲
げ
、そ
れ
を
生
徒
と
共
有
し
、

昨
年
度
か
ら
活
用
し
て
い
る
『
キ
ャ
リ

ア
・
パ
ス
ポ
ー
ト
』
で
振
り
返
り
を
さ

せ
て
い
ま
す
。
ス
ク
ー
ル
・
ポ
リ
シ
ー

を
土
台
に
各
活
動
の
目
標
を
、
教
師
は

も
ち
ろ
ん
、
生
徒
も
常
に
意
識
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　「
ス
ク
ー
ル
・
ポ
リ
シ
ー
は
、
各
教

室
に
掲
示
し
て
お
り
、
生
徒
に
も
浸
透

し
て
い
ま
す
が
、
私
た
ち
教
師
も
、
ス

ク
ー
ル
・
ポ
リ
シ
ー
を
意
識
す
る
こ
と

で
、
探
究
力
の
土
台
と
し
て
の
思
考
力

を
測
る
テ
ス
ト
問
題
の
精
選
な
ど
授
業

スクール・ポリシーに対するアンケート

※学校資料をそのまま掲載。

図 3

21年 3月、職員会議で全教師にスクール・ポリシーに対して改善すべき点がない
かを聞くアンケートを実施した。複数の教師がチェックすることで、言葉遣いから
育成を目指すべき資質・能力の設定、さらにはその評価の仕組みまで、様々な観点
の意見が挙がった。

保護者や小・中学生にとって
もっと分かりやすい表現に

評価の仕組みづくり
の必要性を確認

育成を目指す資質・能力
を現場感覚で問い直す

育成を目指す生徒像を伝わりやすく

ス
ク
ー
ル
・
ポ
リ
シ
ー
を
通
し
て

教
育
活
動
の
価
値
を
再
考
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改
善
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」（
大
野

先
生
）

　
部
活
動
の
よ
う
な
既
存
の
活
動
の
価

値
の
再
確
認
に
つ
な
が
っ
た
と
、
応
援

部
顧
問
で
も
あ
る
筒
井
先
生
は
語
る
。

　「
ス
ク
ー
ル
・
ポ
リ
シ
ー
に
お
い
て
、

本
校
が
世
界
を
目
指
す
ア
ス
リ
ー
ト
を

学
校
全
体
と
し
て
支
援
し
て
い
る
こ
と

が
明
示
さ
れ
た
こ
と
で
、
応
援
部
の
生

徒
は
、
自
分
た
ち
の
活
動
の
価
値
を
再

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ま
た
、

私
自
身
も
、
応
援
部
の
活
動
が
生
徒
の

ど
の
よ
う
な
資
質
・
能
力
を
高
め
て
い

る
の
か
を
改
め
て
考
え
、
そ
れ
を
論
文

に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

　
近
隣
の
小
・
中
学
校
、
さ
ら
に
は
塾

に
広
報
活
動
を
行
う
際
に
、
同
校
の
教

師
た
ち
は
ス
ク
ー
ル
・
ポ
リ
シ
ー
に
つ

い
て
丁
寧
に
説
明
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

在
校
生
の
保
護
者
に
も
ス
ク
ー
ル
・
ポ

リ
シ
ー
は
浸
透
し
、
保
護
者
か
ら
「
子

ど
も
に
は
、
高
校
時
代
に
5
大
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
こ
う
か
か
わ
ら
せ
た
い
」

な
ど
と
希
望
を
聞
く
こ
と
も
増
え
た
と

　
急
速
な
社
会
の
変
化
、
そ
し
て
、
生
徒

の
学
び
の
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
な
ど
を
踏
ま

え
、香
川
県
で
は
２
０
２
０
年
３
月
に「
魅

力
あ
ふ
れ
る
県
立
高
校
推
進
ビ
ジ
ョ
ン
〜

未
来
を
生
き
る
力
を
育
む
　
特
色
あ
る
学

び
の
場
を
め
ざ
し
て
〜
」
を
策
定
し
、
県

を
挙
げ
て
「
学
校
の
特
色
化
・
魅
力
化
」

を
進
め
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
す
べ

て
の
県
立
高
校
に
お
い
て
、「
地
域
課
題

を
題
材
と
し
た
課
題
解
決
学
習
」「
多
様

な
国
内
外
の
高
校
、
大
学
、
研
究
機
関
、

企
業
等
と
の
交
流
」「
現
代
社
会
の
諸
課

題
へ
の
主
体
的
な
取
り
組
み
」
を
共
通
し

て
推
進
。
そ
の
上
で
、
各
学
科
・
課
程
に

お
い
て
特
色
を
生
か
し
た
教
育
活
動
の
展

開
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
各
県
立
高
校
が
特
色
あ
る
教
育
活
動
を

行
う
中
で
、
中
学
生
が
自
ら
の
志
望
に
ふ

さ
わ
し
い
高
校
を
選
ん
で
い
く
た
め
に

は
、
各
校
の
教
育
内
容
に
関
す
る
十
分
な

情
報
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
、
香
川
県
で

は
、
今
年
度
、
22
年
度
高
校
入
試
に
向
け

て
県
内
す
べ
て
の
県
立
高
校
が
「
ス
ク
ー

ル
・
ポ
リ
シ
ー
」
を
策
定
し
、「
ど
の
よ

う
な
生
徒
を
求
め
て
い
る
の
か
」「
高
校

で
は
ど
の
よ
う
な
学
び
を
行
い
、
ど
の
よ

う
な
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
の
か
」「
高

校
卒
業
時
ま
で
に
ど
の
よ
う
な
人
物
を
育

て
る
の
か
」
の
３
点
を
具
体
的
に
示
し
て

周
知
を
図
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

に
先
立
っ
て
、
21
年
度
高
校
入
試
で
は
、

全
国
か
ら
の
生
徒
募
集
を
始
め
た
14
の
学

校
・
学
科
が
、
ス
ク
ー
ル
・
ポ
リ
シ
ー
を

発
表
し
ま
し
た
。
ス
ク
ー
ル
・
ポ
リ
シ
ー

は
、
広
報
面
の
み
な
ら
ず
、
入
学
か
ら
卒

業
ま
で
の
教
育
活
動
に
お
け
る
一
貫
性
を

強
化
す
る
と
い
う
点
で
も
意
味
が
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
、
自
校
の
強
み
を
再
認
識
し

た
上
で
、
育
成
を
目
指
す
生
徒
像
を
ど
の

よ
う
に
実
現
し
て
い
く
の
か
、
教
師
が
校

内
で
対
話
し
て
い
く
土
壌
づ
く
り
に
つ
な

が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
22
年
度
以
降
、
各
校
に
は
毎
年
ス
ク
ー

ル
・
ポ
リ
シ
ー
の
見
直
し
を
求
め
る
予
定

で
す
。目
の
前
の
生
徒
を
見
つ
め
な
が
ら
、

柔
軟
に
変
え
て
い
く
べ
き
も
の
、
変
え
て

は
い
け
な
い
も
の
を
各
校
で
追
究
す
る
営

み
を
続
け
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

［
お
話
を
聞
い
た
先
生
］
高
校
教
育
課
課
長
補

佐(

兼)

主
任
指
導
主
事

　橋
本
和
之
先
生
／

高
校
教
育
課
主
任
指
導
主
事

　住
野
正
和
先
生

い
う
。
ま
た
、
ス
ク
ー
ル
・
ポ
リ
シ
ー

を
公
開
し
た
こ
と
で
、
近
隣
の
大
学
や

Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
経
済
団
体
な
ど
、
外
部
組

織
へ
も
学
校
と
し
て
の
教
育
活
動
の
目

標
が
伝
え
や
す
く
な
り
、
外
部
連
携
が

ス
ム
ー
ズ
に
な
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が

得
ら
れ
た
。
既
に
同
校
で
は
、
５
大
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
す
べ
て
に
お
い
て
、
外
部

組
織
と
継
続
的
な
協
力
を
得
ら
れ
る
よ

う
、
協
定
を
結
ん
だ
と
い
う
。

　
ス
ク
ー
ル
・
ポ
リ
シ
ー
は
毎
年
、
ア

ン
ケ
ー
ト
（
図
３
）
を
通
じ
て
見
直
し

を
行
っ
て
い
く
。

　「
本
校
が
創
立
時
か
ら
掲
げ
る
信
条

『
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
・
人
を
侮
辱

し
な
い
・
困
難
か
ら
逃
げ
な
い
』
を
盛

り
込
ん
で
は
ど
う
か
、
課
題
研
究
の
成

果
を
踏
ま
え
た
社
会
貢
献
の
観
点
を
強

く
打
ち
出
し
て
は
ど
う
か
、
さ
ら
に
は

小
・
中
学
生
向
け
に
も
っ
と
平
易
な
言

葉
に
し
て
は
ど
う
か
な
ど
、
多
く
の
意

見
が
先
生
方
か
ら
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

ス
ク
ー
ル
・
ポ
リ
シ
ー
を
軸
に
、
す
べ

て
の
生
徒
、
す
べ
て
の
教
師
、
そ
し
て

５
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
つ
な
が
り
、

輝
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
ス
ク
ー

ル
・
ポ
リ
シ
ー
と
教
育
活
動
の
見
直
し

を
続
け
て
い
き
ま
す
」（
國
木
校
長
）

ス
ク
ー
ル
・
ポ
リ
シ
ー
で

校
内
外
が
つ
な
が
っ
て
い
く

２０２1年度
すべての県立高校が

スクール・ポリシーを策定

香川県教育委員会に聞く
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２
０
０
６
年
度
に
始
め
た
島
根
県
立

隠お

岐き

島ど
う

前ぜ
ん

高
校
の
魅
力
化
事
業
で
は
、

地
域
を
挙
げ
て
人
づ
く
り
や
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
ま
し
た
。現
在
は
、島
根
県

教
育
魅
力
化
特
命
官
と
し
て
、魅
力
あ

る
高
校
づ
く
り
の
実
践
を
県
内
全
域
に

育
活
動
が
必
要
な
の
か
」
と
い
っ
た
こ

と
を
考
え
、
様
々
な
取
り
組
み
を
積
み

重
ね
て
い
く
う
ち
に
、
そ
の
学
校
ら
し

い
特
色
や
魅
力
が
芽
生
え
る
。
そ
れ
が

結
果
的
に
、
他
校
と
の
差
異
に
な
っ
て

い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
隠
岐
島
前
高
校
の
魅
力
化
事
業
で

は
、
１
年
目
は
学
校
や
自
治
体
、
地
域

の
関
係
者
と
の
関
係
づ
く
り
に
徹
し
、

２
年
目
に
１
年
間
を
か
け
て
教
師
や
生

徒
、
保
護
者
と
対
話
を
重
ね
、
今
で
言

う
ス
ク
ー
ル
・
ポ
リ
シ
ー
に
近
い
、
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
つ
く
り
上
げ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
基
に
教
育
課
程

を
編
成
し
、
島
外
か
ら
入
学
者
を
募
る

「
島
留
学
」
や
、
放
課
後
の
学
習
の
場

と
な
る
公
営
塾
な
ど
、
様
々
な
施
策
に

つ
な
げ
て
い
き
ま
し
た
。

　
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
し
続
け
る

た
め
に
は
、
取
り
組
み
に
よ
っ
て
生
徒

が
成
長
し
た
か
ど
う
か
を
検
証
す
る
評

価
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
、
外
部
機
関

と
の
連
携
に
よ
り
、
魅
力
化
事
業
の
成

果
を
評
価
す
る
「
高
校
魅
力
化
評
価
シ

広
げ
る
こ
と
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
学
校
の
特
色
化
・
魅
力
化
は
、
突
き

詰
め
る
と
、自
校
が
理
想
と
す
る
学
校

像
や
生
徒
像
を
地
域
と
と
も
に
考
え
抜

き
、そ
の
実
現
に
向
け
て
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ

イ
ク
ル
を
回
し
続
け
る
、終
わ
り
な
き

取
り
組
み
だ
と
考
え
ま
す
。「
ど
ん
な
生

徒
の
育
成
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
」

「
そ
の
実
現
の
た
め
に
、ど
う
い
っ
た
教

学
生
時
代
に
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
オ
セ
ア
ニ
ア
を

流
学
し
、
帰
国
後
、
20
か
国
・
地
域
を
訪
問
し
た
体

験
記
、『
流
学
日
記
』（
文
芸
社
）
を
出
版
。
卒
業
後
、

企
業
で
人
材
育
成
や
社
会
貢
献
事
業
に
携
わ
る
一
方
、

学
校
の
開
発
教
育
・
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
も
取
り
組
む
。

２
０
０
６
年
か
ら
島
根
県
立
隠
岐
島
前
高
校
の
魅
力

化
事
業
に
、
15
年
か
ら
島
根
県
教
育
魅
力
化
特
命
官

と
し
て
高
校
魅
力
化
に
従
事
。

エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
対
話
が

次
の
ア
ク
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
る

魅
力
化
の
評
価
を
基
に
し
た

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
対
話
が
、

よ
り
実
質
的
で

持
続
可
能
な
取
り
組
み
を
築
く

本特集テーマ
の

next

一
般
財
団
法
人
地
域
・
教
育
魅
力
化

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

　代
表
理
事

岩
本

　悠
　い

わ
も
と
・
ゆ
う

ス
ク
ー
ル
・
ポ
リ
シ
ー
の
策
定
を
始
め
と
し
た
、
特
色
化
・
魅
力
化
に
向
け
た
方
策
を

持
続
可
能
な
取
り
組
み
と
す
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
視
点
を
持
つ
こ
と
が
重
要
な

の
か
。
特
色
化
・
魅
力
化
の
先
に
見
え
る
教
育
の
未
来
と
は
─
。
島
根
県
の
離
島
に

あ
る
島
根
県
立
隠お

き岐
島ど

う
ぜ
ん前
高
校
を
中
心
と
し
た
学
校
と
地
域
の
魅
力
化
に
取
り
組
み
、

現
在
は
全
国
各
地
の
高
校
の
魅
力
化
を
支
援
す
る
岩
本
悠
氏
に
話
を
聞
い
た
。

理
想
の
学
校
を
追
究
し
続
け
る

終
わ
り
な
き
取
り
組
み
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ス
テ
ム
」
を
開
発
し
ま
し
た
。

　
生
徒
の
意
識
や
行
動
は
、
教
育
活
動

だ
け
で
な
く
、
教
師
を
始
め
と
す
る
大

人
の
考
え
方
や
行
動
様
式
、
学
習
環
境

な
ど
、い
わ
ゆ
る
ヒ
ド
ゥ
ン・カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
（
隠
れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
）
か
ら

も
大
き
な
影
響
を
受
け
ま
す
。そ
こ
で
、

本
評
価
シ
ス
テ
ム
で
は
、
生
徒
の
成
長

に
加
え
て
、
生
徒
の
成
長
に
か
か
わ
る

学
習
環
境
や
大
人
の
あ
り
方
も
評
価
対

象
に
し
ま
し
た
（
図
１
）。

　
そ
し
て
、評
価
の
結
果
を
次
の
活
動

に
生
か
す
た
め
、生
徒
や
教
師
、地
域

住
民
と
エ
ビ
デ
ン
ス
を
基
に
対
話
す
る

こ
と
を
大
切
に
し
ま
し
た
。
例
え
ば
、

「
生
徒
の
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む

態
度
は
育
ち
つ
つ
あ
る
が
、社
会
参
画

の
意
識
が
ま
だ
弱
い
た
め
、社
会
に
開

か
れ
た
教
育
環
境
づ
く
り
に
力
を
入
れ

よ
う
」と
い
っ
た
声
が
対
話
の
中
で
多

く
上
が
っ
た
こ
と
を
受
け
て
、グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
を
見
直
し
、具
体
的
な
改

善
策
を
検
討
し
た
学
校
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
う
し
た
対
話
は
、
教
師
を
始
め
と

す
る
関
係
者
間
の
温
度
差
の
解
消
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。
特
色
化
・
魅
力
化
の

取
り
組
み
は
、
一
部
の
熱
心
な
教
師
が

主
導
す
る
形
に
な
り
が
ち
で
す
。
し
か

し
、
教
師
で
あ
れ
地
域
住
民
で
あ
れ
、

特
色
・
魅
力
あ
る
教
育
活
動
が
も
た
ら

す
目
の
前
の
生
徒
の
変
容
を
可
視
化
し

て
対
話
を
重
ね
る
こ
と
で
、ス
ク
ー
ル・

ポ
リ
シ
ー
に
掲
げ
ら
れ
た
生
徒
像
や
教

育
方
針
と
生
徒
の
実
態
が
し
っ
か
り
結

び
つ
け
ば
、
生
徒
の
成
長
に
か
か
わ
る

１
人
と
し
て
当
事
者
意
識
が
醸
成
さ
れ

て
い
き
ま
す
。そ
の
よ
う
に
し
て
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
同
士
の
連
携
を
深
め
て
い

く
こ
と
は
、
取
り
組
み
の
持
続
可
能
性

を
高
め
る
た
め
に
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、取
り
組
み
の
継
続
に
は
一
定

の
予
算
も
必
要
で
、そ
の
獲
得
の
た
め

に
も
エ
ビ
デ
ン
ス
は
重
要
で
す
。教
育

委
員
会
や
学
校
の
予
算
の
範
囲
内
だ
け

で
進
め
よ
う
と
す
る
と
限
界
が
あ
り
ま

す
か
ら
、例
え
ば
、地
方
創
生
に
か
か
わ

る
交
付
金
な
ど
、国
や
首
長
部
局
の
財

源
も
視
野
に
入
れ
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

　
特
色
化
・
魅
力
化
の
推
進
に
は
、
教

師
が
次
の
３
つ
の
力
を
持
つ
こ
と
も
重

要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
１
つ
め
は
、

学
び
の
場
や
プ
ロ
セ
ス
を
整
え
て
主
体

的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
を
引
き
出
す

「
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
ト
」、
２
つ
め
は
、
教

室
外
の
多
様
な
教
育
資
源
を
生
徒
の

学
び
に
つ
な
ぐ
「
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
」、

３
つ
め
は
、
限
ら
れ
た
リ
ソ
ー
ス
を
生

か
し
て
学
び
の
価
値
を
生
み
出
す
「
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
」
で
す
。

　
そ
れ
ら
の
力
は
、
知
識
を
習
得
す
れ

ば
発
揮
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
非
認

知
的
な
能
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の

た
め
、
私
た
ち
が
企
画
す
る
教
員
研
修

は
、
参
加
者
自
身
が
課
題
を
見
つ
け
て

目
標
を
設
定
し
、
講
師
に
伴
走
支
援
を

受
け
な
が
ら
探
究
す
る
Ｐ
Ｂ
Ｌ
（
＊
）

型
に
し
て
い
ま
す
。
教
師
自
身
が
講
師

か
ら
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
ト
な
ど
を
受
け
な

が
ら
、
気
づ
き
を
得
た
り
、
失
敗
し
た

り
す
る
中
で
、
生
徒
の
学
び
を
ど
う
支

援
す
れ
ば
よ
い
の
か
を
体
験
的
に
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
研
修
の
参
加
者
を
教
師
に
限

「高校魅力化評価システム」の概要

※岩本氏提供資料を基に編集部で作成。
「高校魅力化評価システム」の詳細については、「高校魅力化プラットフォーム」のウェブ
サイトを参照。https://cn-miryokuka.jp/project/project04/

図 １

● 調査方法　生徒及び取り組みにかかわる大人を対象にアンケート調査を実施
● 調査項目　

● 評価システムの活用場面　
職員会議　高校の魅力化に関する現状・目標・ビジョンを共有するために。
学年会議　学校目標、学年目標、クラス目標などを検討するために。
地域との協働の場　魅力化にかかわる自らのあり方を振り返るきっかけに。
教育委員会　施策の PDCA サイクルの推進や成果の可視化、学校現場の

支援のために。

主体性

主体性

安心・安全の
土壌

協働性

協働性

多様性の土壌

探究性

探究性

対話の土壌

社会性

社会性

開かれた土壌

生徒の成長（資質・能力）

学習環境に影響を与える大人のあり方

生徒の成長に重要な学習環境（学びの土壌）

＊　Problem Based Learning、あるいは Project Based Learning の略。

取
り
組
み
の
推
進
に
不
可
欠
な

教
師
の
３
つ
の
力

生徒が輝く学校づくり─高校の特色化・魅力化─
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イベントのご案内

定
す
る
閉
じ
た
環
境
で
は
、
新
た
な
発

想
は
生
ま
れ
に
く
い
た
め
、
研
修
を
外

部
に
開
い
て
校
外
の
人
を
招
く
こ
と
も

大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
そ
れ
ら
３
つ
の
力
を
１
人

の
教
師
が
す
べ
て
高
い
レ
ベ
ル
で
備
え

る
こ
と
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、

多
様
な
教
師
が
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
や
強

み
を
生
か
し
、
連
携
す
る
こ
と
も
、
今

後
一
層
求
め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
生
徒
に
求
め
ら

れ
る
資
質
・
能
力
の
育
成
を
考
え
る
と
、

複
数
の
学
校
や
地
域
を
ま
た
ぐ
取
り
組

み
も
重
要
に
な
る
と
考
え
ま
す
。
現
在

は
、
各
校
が
個
別
に
特
色
化
・
魅
力
化

を
推
進
し
て
い
ま
す
が
、
学
校
単
位
の

ス
ク
ー
ル
・
ポ
リ
シ
ー
は
、
計
画
的
、

連
続
的
、
効
率
的
な
教
育
課
程
に
基
づ

い
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
言
わ
ば
、
学
校

最
適
な
発
想
で
す
。
そ
う
し
た
ポ
リ

シ
ー
は
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
と
っ
て

最
適
で
あ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、

こ
の
先
、
生
徒
は
非
連
続
な
社
会
を
生

き
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
に
必
要
な
資
質
・
能
力
を
効
果

的
に
育
成
す
る
可
能
性
を
秘
め
る
教
育

の
１
つ
が
、
異
な
る
環
境
や
文
化
の
中

で
学
ぶ
「
越
境
」
だ
と
考
え
ま
す
。

　
私
が
代
表
理
事
を
務
め
る
「
地
域
・

教
育
魅
力
化
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
で

は
、
他
地
域
の
高
校
に
１
年
間
国
内
留

学
で
き
る
「
地
域
み
ら
い
留
学
（
高
２

留
学
）」
と
い
う
仕
組
み
を
構
築
し
ま

し
た
。
越
境
し
て
非
連
続
な
学
び
に
身

を
投
じ
、
自
ら
の
力
で
学
び
を
つ
く
り

出
す
中
で
、
予
測
が
困
難
な
社
会
に
対

応
で
き
る
資
質
・
能
力
が
育
ま
れ
て
い

き
ま
す
。

　
今
後
、
各
校
の
特
色
化
・
魅
力
化
が

進
め
ば
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
資
質
・

能
力
や
志
向
に
応
じ
た
多
彩
な
学
び
の

選
択
が
可
能
と
な
る
た
め
、
越
境
す
る

学
び
が
大
き
な
意
味
を
持
ち
ま
す
。
各

校
の
特
色
化
・
魅
力
化
の
先
に
は
、
生

徒
が
自
ら
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
し
、
個
別
最
適
な
学
び
を
形
づ

く
る
教
育
が
見
え
て
く
る
は
ず
で
す
。

そ
う
し
た
教
育
が
実
現
し
た
時
に
、
学

校
や
教
師
に
は
生
徒
の
個
別
最
適
な
学

び
を
支
え
る
伴
走
的
な
役
割
も
求
め
ら

れ
る
で
し
ょ
う
。

答えが１つではない問いに向き合うことが求められている現代。学校に
おける研修や会議においても、参加者が互いの考えや思いを共有する「対
話」の重要性が高まっています。今号から、対話型の研修や会議を実現
するために必要な対話促進スキルの向上を目的としたオンライン講座を、
特集のテーマと連動させる形で開催します。今回の講師は、全国各地の
学校の魅力化を支援する中で、これまで対話型のワークショップやフォー
ラムを開催されてきた、岩本悠氏です。岩本氏と編集部が、今号の特集
について解説した上で、岩本氏に、対話に有効なツールや心構えなどを
お話しいただきます。

自校の研修・会議に使える！
対話促進スキル向上・オンライン講座

2021年
8月2日（月）
オンラインで
開催！

PRESENTS

多
彩
な
選
択
肢
を
用
意
し
て

個
別
最
適
な
学
び
の
実
現
へ

主な講師・ファシリテーター

一般財団法人地域・教育
魅力化プラットフォーム　
代表理事

岩本　悠
◎2006年から島根県立隠岐島前高校の魅
力化事業に、15年から島根県教育魅力化特
命官として高校魅力化に従事。

開催日時　2021年８月2日（月）16時 00分〜17時10分
形式　オンライン（ライブ配信）※お申し込みいただいた方に、詳しい参加方法をご案内します。

参加申し込み方法　右の２次元コード、または下記 URLから登録してください。
　　　　　　　https://enquete.benesse.ne.jp/forms/o/we7fd569f5/form.php	 	
参加申し込み締め切り　2021年7月28日（水）　　　参加費　無料

本誌特集テーマとも連動！
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進路担当お勧めの分掌

▲

お勧めの分掌

▲

お勧めの分掌

▲

お勧めの分掌

▲

お勧めの分掌

▲

教務担当管理職

教務担当管理職

進路担当教務担当管理職

担任学年団

管理職

P. 26

P. 30

P. 34

P. 38

P. 42

学校改革や組織運営に役立つ
事例や情報を、
先生方の思いを乗せてお届けする

新課程で求められるカリキュラム・マネジメントの
視点での学校づくりとは？

新課程初年度に向けた自校の計画・実践に
つながる事例や解説記事を提供

その時、教師は何を考え、どう動いたか。
学校改革の過程を当事者の言葉で追う

学年経営に悩む先生方に！　
チームづくりの秘訣を掘り下げる

指導変革の軌跡

学校
危機管理
基 礎 講 座

大分県立大分雄
お

城
ぎ の

台
だ い

高校

単元配列表と単元デザインシートを通じて、
資質・能力の視点での授業を実践

秋田県立湯沢高校

資質・能力ベースの授業改善
科目別ルーブリックを授業に落とし込み、
教師の指導、生徒の学びの質を高める

福岡県立戸
と

畑
ば た

高校

組織的な生徒理解と指導
緊密な生徒情報の共有と探究学習を始めとする
活躍の場の充実により、生徒の潜在能力を引き出す

岡山県立岡山工業高校 ３学年団

専門科の垣根を超えた
横のつながりを強化し、生徒を見守る

いざという時の対応は平時の準備で決まる。学校危機管理の専門家が解説

保護者対応

新課程に向けて描く
「学校教育デザイン」

輝く
学年団を訪ねて
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２
０
２
０
年
度
、
大
分
県
立
大
分
雄お

城ぎ
の
だ
い台

高
校
は
、
国
立
教
育
政
策
研
究
所

か
ら
教
育
課
程
研
究
指
定（
＊
１
）を

受
け
、持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
を
目

指
し
て
行
う
Ｅ
Ｓ
Ｄ
（
＊
２
）を
軸
と

し
た
、
教
科
横
断
に
よ
る
資
質
・
能
力

の
育
成
に
取
り
組
み
始
め
た
。
か
つ
て

同
校
に
12
年
間
勤
務
し
、
19
年
度
に
再

赴
任
し
た
堤
荘
司
教
頭
は
、そ
の
背
景

を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
本
校
の
校
訓
は
『
誠
実
・
自
主
・

創
造
』
で
す
。
部
活
動
に
よ
る
文
武
両

道
の
精
神
が
根
づ
き
、
真
面
目
で
素
直

な
生
徒
が
多
く
、『
誠
実
』
は
達
成
し
て

い
ま
す
。一
方
で
、自
ら
考
え
、問
題
に

向
き
合
う
力
が
弱
く
、『
自
主
・
創
造
』

に
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
大

分
県
『
学
習
習
慣
等
実
態
調
査
』
で
は
、

学
習
の
意
義
や
疑
問
点
の
解
決
な
ど
の

項
目
（
＊
３
）
の
肯
定
率
が
他
の
普
通

科
高
校
に
比
べ
て
低
い
状
況
で
し
た
」　

　
そ
こ
で
、Ｅ
Ｓ
Ｄ
で
求
め
ら
れ
る
資

質
・
能
力
の
育
成
を
教
科
指
導
の
軸
と

し
、生
徒
に
教
科
学
習
で
培
っ
た
こ
と

が
社
会
で
ど
う
役
立
つ
の
か
を
実
感
さ

せ
る
こ
と
で
、主
体
的
に
学
習
に
取
り

組
む
態
度
を
強
化
し
よ
う
と
考
え
た
。

　
ま
ず
、学
校
教
育
目
標
で
あ
る
「『
誠

実
・
自
主
・
創
造
』
の
校
訓
の
下
、
社

会
に
お
い
て
逞た

く
ま

し
く
生
き
抜
き
、
社
会

貢
献
で
き
る
生
徒
の
育
成
」
の
具
体

化
・
共
有
化
を
図
る
た
め
に
、
育
成
を

目
指
す
資
質
・
能
力
を
明
確
に
し
た
。

「
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
視
点
に
立
っ
た
学
習
指
導

で
重
視
す
る
能
力
・
態
度
（
例
）」
を

基
に
、
自
校
で
育
成
を
目
指
す
資
質
・

能
力
を
「
情
報
整
理
力
・
課
題
解
決
力
・

発
信
力
・
協
働
・
自
他
の
尊
重
・
チ
ャ

レ
ン
ジ
精
神
」
の
６
つ
に
整
理
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
到
達
度
を
５
段
階
で
設
定
し

た
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
作
成
し
た
。

　
６
つ
の
資
質
・
能
力
と
、
各
教
科
・

科
目
、及
び
「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」

（
以
下
、
総
合
探
究
）
の
学
習
と
の
つ

な
が
り
を
示
し
た
の
が
、
20
年
度
に
作

成
に
着
手
し
た
単
元
配
列
表
と
単
元
デ

ザ
イ
ン
シ
ー
ト
だ
。

＊１　「ESD を学校全体で体系的に推進するための教育課程の編成，指導方法等の工夫改善に関する実践研究」。　＊２　Education for Sustainable Development の略。
「持続可能な開発のための教育」と訳される。環境、貧困、人権、平和、開発などの地球規模の課題を自らの問題として捉え、 身近なところから取り組むことで、問
題の解決につながる新たな価値観や行動を生み出すことや、それによって持続可能な社会を創造していく姿勢の育成を目指す学習や活動のこと。　

単元配列表と単元デザインシートを通じて、
資質・能力の視点での授業を実践

大分県立大分雄
お

城
ぎ の だ い

台高校

新課程に向けて描く
「学校教育デザイン」

ア
ウ
ト
ラ
イ
ン

単
元
ご
と
に
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
明
確
化

教
科
学
習
と
社
会
と
の
つ
な
が
り
を

生
徒
に
実
感
さ
せ
た
い

３
年
間
に
お
け
る
資
質
・
能
力
の

育
成
計
画
を
単
元
配
列
表
で
示
す

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・

指
導
計
画

学
校
教
育
目
標

授
業
・
指
導
実
践

評
価
・
検
証

授
業
・
指
導
改
善

紹介

紹介

紹介
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単
元
配
列
表
は
、
総
合
探
究
も
含
む

全
教
科
・
科
目
に
つ
い
て
、
３
年
間
の

単
元
の
配
置
を
一
覧
表
に
し
た
も
の

だ
。
単
元
ご
と
に
、
学
習
材
と
、
育
成

を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
示
す
と
と
も

に
、
６
つ
の
資
質
・
能
力
を
色
分
け
し
、

そ
の
単
元
で
特
に
重
視
す
る
資
質
・
能

力
を
明
記
し
た
（
図
１
枠
　
）。
い
つ
、

何
の
単
元
で
、
ど
の
資
質
・
能
力
を
育

成
す
る
の
か
、
全
教
科
を
通
し
て
６
つ

の
資
質
・
能
力
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
育
む

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
な
っ
て
い
る
か
を
ひ

と
目
で
把
握
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

　
単
元
配
列
表
の
作
成
は
、20
年
４
月
、

各
教
科
担
当
に
依
頼
。８
月
に
は
、各

教
科
の
試
案
に
対
し
て
気
づ
い
た
こ
と

を
出
し
合
う
全
体
研
修
を
実
施
し
た
。

そ
こ
で
の
意
見
を
踏
ま
え
て
、
12
月
ま

で
に
練
り
直
し
、
21
年
１
月
の
全
体
研

修
で
現
在
の
形
に
な
っ
た
。

　
単
元
デ
ザ
イ
ン
シ
ー
ト
は
、単
元
目

標
と
学
習
課
題
、評
価
基
準
な
ど
を
示

し
た
も
の
だ（
図
２
）。20
年
４
月
か
ら
、

単
元
配
列
表
の
作
成
と
同
時
に
、宇
佐

美
悦
子
先
生（
現
・
大
分
県
立
大
分
西

高
校
）と
小
野
裕
史
先
生（
現
・
同
鶴
崎

工
業
高
校
）が
主
導
し
、各
教
科
・
科
目

＊３　「授業に積極的に取り組むことができているか？」「目的や自分の課題を明確にして授業に参加しているか？」「授業などの学習を通じて生じた疑問点を
自分で調べたり、教員や友人に聞いて解決しようとしたりしているか？」の３項目。　

※学校資料をそのまま掲載。

６つの資質・能力について、「情報整理力」は紫、「協働」は赤などと色分けし、単
元ごとに６つのうちどの資質・能力の育成を目指すのか、ひと目で分かるようにした。
※学校資料を抜粋して掲載。単元配列表は、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト

（https://berd.benesse.jp/）からダウンロードできます。「HOME →教育情報→高校向け」
でご覧ください。

設立	 １９73（昭和 48）年

形態	 全日制／普通科／共学

生徒数	 １学年約 240人

2021年度入試合格実績（現浪計）　
国公立大は、広島大、山口大、九州大、佐賀大、熊本大、
大分大、宮崎大、鹿児島大、大阪市立大、北九州市立大、
大分県立看護科学大などに96人が合格。私立大は、立命
館大、近畿大、関西学院大、西南学院大、福岡大、立命
館アジア太平洋大などに延べ230人が合格。

School Profile

単元デザインシート（国語科　現代文Ｂ）図２

単元配列表（抜粋）図１

A

A

A

A

関連するSDGs

身についた力を
見取るための課題

身につけたい資質・能力

課題の評価基準

単
元
デ
ザ
イ
ン
シ
ー
ト
で

目
標
、
指
導
、
評
価
を
一
体
化
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堤
教
頭
が
最
初
に
Ｅ
Ｓ
Ｄ
を
提
案
し

た
際
、
教
師
か
ら
は
戸
惑
い
の
声
が
上

が
っ
た
。
現
在
は
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ（
＊
７
）

教
育
主
任
と
し
て
改
革
を
牽
引
す
る
大

塚
孝
一
郎
先
生
も
そ
の
１
人
だ
っ
た
。

　「
資
質
・
能
力
ベ
ー
ス
の
取
り
組
み

が
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
推
進
に
重
要
で
あ
る
こ
と

は
理
解
で
き
ま
し
た
が
、
全
体
像
を
う

ま
く
イ
メ
ー
ジ
で
き
ず
、
漠
然
と
し
た

負
担
感
を
覚
え
ま
し
た
」

　
そ
う
し
た
中
、８
月
の
全
体
研
修
で
、

単
元
配
列
表
の
試
案
を
教
科
・
科
目
を

超
え
て
議
論
し
た
こ
と
が
転
換
点
に

な
っ
た
と
、大
塚
先
生
は
振
り
返
る
。

　「
担
当
す
る
地
理
歴
史
・
公
民
科
で

は
、
知
識
の
習
得
が
大
事
だ
と
考
え
、

当
初
、
コ
ン
テ
ン
ツ
ベ
ー
ス
で
単
元
名

を
示
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
研
修

で
他
教
科
の
教
師
か
ら
指
摘
を
受
け

て
、
知
識
を
使
っ
て
何
が
で
き
る
の
か

と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
考
え
な
け
れ
ば
資

質
・
能
力
ベ
ー
ス
の
授
業
に
な
ら
な
い

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
」

　
そ
う
し
て
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
課
題

を
踏
ま
え
、
単
元
名
は
、
何
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
か
を
生
徒
が
理
解
で
き
る

文
言
に
す
る
点
を
共
有
し
、
資
質
・
能

力
ベ
ー
ス
の
授
業
へ
の
共
通
理
解
を
深

め
た
こ
と
が
、
取
り
組
み
を
大
き
く
前

進
さ
せ
た
。成
果
発
表
会
で
生
徒
か
ら
、

教
科
学
習
と
総
合
探
究
と
の
つ
な
が
り

を
実
感
し
た
と
い
う
声
が
上
が
っ
た
の

は
、
そ
う
し
た
教
師
の
意
識
の
変
化
が

授
業
に
反
映
さ
れ
て
い
た
か
ら
だ
ろ

う
。

　
ま
た
、生
徒
は
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
意
識

し
た
発
言
を
日
常
的
に
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。例
え
ば
、美
化
・
図
書
な
ど
の

委
員
会
ご
と
に
活
動
内
容
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

で
１
学
期
の
授
業
分
か
ら
作
成
し
た
。

　
資
質
・
能
力
の
育
成
を
意
識
し
た
授

業
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
、
そ
の
単
元

で
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
に
○
を

つ
け
、
単
元
名
は
、
コ
ン
テ
ン
ツ
名
だ

け
で
な
く
、
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能

力
で
記
す
よ
う
に
工
夫
し
た
。例
え
ば
、

「
現
代
文
Ｂ
」
の
評
論
で
は
、
単
元
名

を
「
評
論
『［
で
あ
る
］
こ
と
と
［
す

る
］
こ
と
』
を
読
ん
で
論
理
性
を
評
価

す
る
こ
と
を
通
し
て
自
分
の
考
え
を
深

め
る
」
と
し
、「
身
に
つ
い
た
力
を
見

取
る
た
め
の
課
題
」
と
「
課
題
の
評
価

基
準
」
も
明
記
し
た
。

　
単
元
デ
ザ
イ
ン
シ
ー
ト
は
、教
科
内

の
教
師
だ
け
で
な
く
、生
徒
と
も
共
有

し
、生
徒
が
見
通
し
を
持
っ
て
授
業
に
臨

め
る
よ
う
に
し
た
。主
幹
教
諭
の
岩
田
友

佳
子
先
生
は
、次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
以
前
か
ら
、
授
業
で
は
単
元
目
標

を
示
し
、
授
業
後
の
振
り
返
り
を
行
っ

て
い
ま
し
た
が
、
今
回
、
育
成
を
目
指

す
資
質
・
能
力
と
、
そ
の
到
達
度
を
測

る
課
題
を
明
示
し
た
こ
と
で
、
何
を
学

習
目
標
と
し
、
ど
の
よ
う
に
振
り
返
っ

て
、
次
の
単
元
に
つ
な
げ
る
の
か
が
よ

り
明
確
に
な
り
、目
標
、指
導
、評
価
の

一
体
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

　
総
合
探
究
で
は
、
20
年
度
か
ら
「
Ｏ

Ｇ
Ｉ
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
＊
４
）
を

開
始
し
た
。
１
年
次
は
、「
探
究
ナ
ビ
」

（
＊
５
）を
用
い
て
身
近
な
問
題
解
決
か

ら
探
究
の
基
礎
を
学
ん
だ
上
で
、「
住

み
た
く
な
る
ま
ち
づ
く
り
」を
テ
ー
マ

に
探
究
学
習
を
実
施
。２
年
次
は
、キ
ャ

リ
ア
形
成
を
見
据
え
て
、
興
味
・
関
心

と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
＊
６
）、希
望
進
路
を
重

ね
合
わ
せ
て
生
徒
自
身
が
テ
ー
マ
を
設

定
し
て
探
究
す
る
。21
年
３
月
に
は
1
・

２
年
生
の
成
果
発
表
会
を
実
施
し
た
。

　「
今
ま
で
生
徒
大
会
な
ど
の
場
面
で

積
極
的
な
発
言
に
乏
し
か
っ
た
生
徒
た

ち
が
、
成
果
発
表
会
で
は
活
発
に
発
言

し
て
い
ま
し
た
。
中
に
は
、
２
年
生
に

『
こ
う
し
た
方
が
も
っ
と
よ
く
な
る
の

で
は
な
い
か
』
と
い
っ
た
建
設
的
な
提

案
を
す
る
１
年
生
も
い
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
生
徒
か
ら
は
、『
発
表
を
聞
い
て
、

授
業
で
の
学
び
が
探
究
学
習
に
役
立
つ

こ
と
を
実
感
で
き
た
』
と
い
う
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
の
期
待
を
は
る

か
に
上
回
る
生
徒
の
成
長
に
、
驚
き
と

感
動
が
あ
り
ま
し
た
」（
岩
田
先
生
）

＊４　「大分から世界への創造的なひらめきを学ぶプロジェクト」という意味を込め、「Oita Global Inspiration」の頭文字を取って、「OGI 学プロジェクト」と名づけた。
＊５　ベネッセの教材の１つで、実社会で必要な力を身につけるための探究実践のワザとコツが分かる教材。　＊６　Sustainable Development Goals の略。
2015 年に国連が掲げた、持続可能な開発目標のこと。「貧困をなくそう」「飢餓をゼロに」など、17 の目標と 169 のターゲットから成る。　＊７　Science、
Technology、Engineering、Arts、Mathematics の頭文字で、科学・技術・工学・芸術を始めとする文化的教養・数学に重点を置いた教育や、人材育成のこと。

ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー

生
徒
の
変
化
で
改
革
の
成
功
を
確
信

資
質
・
能
力
で
授
業
を
捉
え
る
視
点
を

教
科
・
科
目
を
超
え
て
指
摘
し
合
う

自
分
の
希
望
進
路
と
結
び
つ
け
た

探
究
テ
ー
マ
を
設
定
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同
校
で
は
、
育
成
を
目
指
す
６
つ
の

資
質
・
能
力
を
生
徒
が
自
己
評
価
す
る

機
会
を
年
２
回
設
け
、
そ
の
結
果
を
基

に
指
導
改
善
を
進
め
て
い
る
。
20
年
度

の
２
年
生
で
は
、
６
つ
の
資
質
・
能
力

の
い
ず
れ
も
、
２
回
目
の
方
が
自
己
評

価
は
高
か
っ
た
。
た
だ
し
、
課
題
解
決

力
と
発
信
力
は
、
他
の
４
つ
よ
り
も
評

価
が
低
く
、
生
徒
が
課
題
と
し
て
認
識

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
（
図
３
）。

　「
取
り
組
み
の
改
善
を
図
る
た
め
に

は
エ
ビ
デ
ン
ス
が
必
要
で
す
。
結
果
が

数
値
で
示
さ
れ
る
こ
と
は
、
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
に
も
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
も
な

り
ま
す
が
、
期
待
し
た
結
果
が
出
な
く

て
も
、
次
の
ア
ク
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
る

の
は
確
か
な
の
で
、
デ
ー
タ
か
ら
目
を

背
け
ず
、
改
善
に
生
か
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
」（
大
塚
先
生
）

　
今
後
の
課
題
は
、22
年
１
月
ま
で
に
、

す
べ
て
の
単
元
デ
ザ
イ
ン
シ
ー
ト
を
完

成
さ
せ
る
こ
と
だ
。
普
段
か
ら
資
質
・

能
力
の
育
成
を
意
識
し
た
授
業
を
行
う

た
め
に
も
、
一
通
り
作
成
し
、
教
科
内

は
も
ち
ろ
ん
、
生
徒
と
共
有
す
る
こ
と

が
重
要
だ
と
捉
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
単
元
配
列
表
に
お
い
て
は
、

と
の
か
か
わ
り
を
示
し
た
一
覧
表
を
作

り
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
啓
発
に
努
め
て
い
る
。

　「
３
年
生
に
な
り
、
大
学
の
志
望
理

由
や
入
試
に
向
け
た
小
論
文
で
書
く
内

容
な
ど
に
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
影
響
が
表
れ
て
く

れ
ば
、
さ
ら
に
多
く
の
先
生
方
が
取
り

組
み
の
成
功
を
確
信
す
る
で
し
ょ
う
。

新
学
習
指
導
要
領
が
実
施
さ
れ
る
際
、

好
ス
タ
ー
ト
が
切
れ
る
自
信
を
持
て
ま

し
た
」（
大
塚
先
生
）

育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
に
偏
り
が

な
い
か
見
直
し
、
単
元
ご
と
に
行
う
観

点
別
学
習
状
況
の
評
価
の
結
果
が
ひ
と

目
で
分
か
る
書
式
に
整
え
る
予
定
だ
。

　「
新
学
習
指
導
要
領
で
実
施
が
求
め

ら
れ
て
い
る
観
点
別
学
習
状
況
の
評
価

を
単
元
ご
と
に
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

と
が
次
の
目
標
で
す
。
研
究
指
定
が
終

わ
る
21
年
度
末
ま
で
に
、
し
っ
か
り
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
」（
堤
教
頭
）

教頭

堤 荘司　

つつみ・しょうじ

教職歴33年。同校に赴任して３年目。

主幹教諭

岩田友佳子
いわた・ゆかこ

教職歴 31年。同校に赴任して６年目。
国語科。

STEAM 教育主任

大塚孝一郎　

おおつか・こういちろう

教職歴27年。同校に赴任して３年目。
地理歴史・公民科（世界史）。

レベル１

８月

２月

レベル4・5の割合の
伸びが最も大きかった

資質・能力

情報整理力

レベル4・5の割合の
伸びが最も小さかった

資質・能力

発信力

８月

２月

13

7344810
1

19 38 34 6 3

7 25 45 14 9

レベル２

26

レベル３

42

レベル４

15

レベル５

3

（％）

レベルは、ルーブリックで示した５段階の到達度のこと。※学校資料を基に編集部で作成。

ア
ッ
プ
デ
ー
ト

単
元
配
列
表
と
観
点
別
学
習
状
況
の
評
価
の
連
動
を
図
る

生
徒
の
自
己
評
価
を
年
２
回
実
施

し
、
指
導
改
善
に
生
か
す

新課程に向けて描く
「学校教育デザイン」

６つの資質・能力の2020年度２年生の自己評価（抜粋）図３
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平
田
恵
子
先
生
（
１
学
年
主
任
）

本
校
で
は
、
育
成
を
目
指
す
8
つ
の
資

質
・
能
力
を
「
湯
高
力
」
と
呼
ん
で

い
ま
す
（
本
誌
２
０
２
１
年
４
月
号
Ｐ．

　

27
）。「
習
得
→
利
用
→
活
用
」
の
3
段

階
で
表
さ
れ
る
「
湯
高
力
」
の
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
を
、
各
教
科
団
で
話
し
合
い
な

が
ら
教
科
・
科
目
別
に
作
成
し
ま
し
た

（
図
１
）。

　実
際
に
科
目
別
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を

作
成
し
て
み
る
と
、
科
目
に
よ
っ
て
発

揮
す
る
場
面
が
イ
メ
ー
ジ
し
に
く
い
資

質
・
能
力
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
例
え
ば
、
国
語
科
で
は
「
課
題
対

応
能
力
」「
公
共
心
」
は
、
授
業
の
中

で
発
揮
す
る
場
面
を
ど
の
よ
う
に
つ
く

れ
ば
よ
い
か
が
イ
メ
ー
ジ
し
に
く
い
資

質
・
能
力
で
し
た
。
し
か
し
、
ほ
か
の

教
科
団
の
先
生
方
と
話
を
し
て
み
る

と
、
国
語
科
で
は
イ
メ
ー
ジ
し
に
く

か
っ
た
資
質
・
能
力
が
、
ほ
か
の
教
科

や
学
校
行
事
等
の
特
別
活
動
で
は
、
発

揮
す
る
場
面
が
容
易
に
イ
メ
ー
ジ
で
き

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
そ
の
こ
と

で
、「
湯
高
力
」
は
３
年
間
を
通
じ
て
、

様
々
な
教
科
・
科
目
の
中
で
総
合
的
に

全
員
で
作
っ
た
「
湯と

う
こ
う高
力り

ょ
く

」を

教
科
団
で
ブ
レ
ー
ク
ダ
ウ
ン

資質・能力ベースの授業改善

新学習指導要領の実施が 2022 年度に迫る中、21年度は、新課程に
向けた計画とその実践を通じた授業と評価の改善が求められる。
新課程初年度に向け、実践事例や解説記事により現場の疑問や課題
を解決し、自校の計画・実践につながる情報を提供する。

テーマ

科
目
別
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
授
業
に
落
と
し
込
み
、

教
師
の
指
導
、
生
徒
の
学
び
の
質
を
高
め
る

秋
田
県
立
湯
沢
高
校

育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を

ど
の
よ
う
に
授
業
で
育
む
の
か

学
校
全
体
で
検
討
し
た
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
の
到
達
度
を

示
す
科
目
別
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
教
科
団
で
作
成
し
、
そ
れ
ら
を

基
に
各
教
師
が
授
業
改
善
を
図
る

本
誌
４
月
号
よ
り
取
材
を
続
け
る
秋
田
県
立
湯
沢
高
校
で
は
、
２
０
１
９
年
度
か
ら
全
教
師
が

一
丸
と
な
っ
て
教
育
改
革
に
着
手
し
て
い
る
。
現
在
は
、
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
（
＝
湯と

う

高こ
う

力り
ょ
く）

の
科
目
別
の
到
達
度
を
示
す
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
作
成
し
、22
年
度
か
ら
の
新
教
育
課
程
に

向
け
た
授
業
改
善
を
推
進
中
だ
。今
号
で
は
、
具
体
的
な
授
業
改
善
の
状
況
を
聞
い
た
。

設立	 １９４３（昭和18）年
形態 	 全日制／普通科・理数科／共学
生徒数	 １学年約175人
２０２1年度入試合格実績（現浪計）　
国公立大は、弘前大、東北大、秋田大、福
島大、一橋大、新潟大などに70人が合格。
私立大は、岩手医科大、東京理科大、日本
体育大、同志社大などに延べ１71人が合格。

実践レポート
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育
む
も
の
で
あ
り
、
す
べ
て
の
資
質
・

能
力
を
１
つ
の
科
目
で
無
理
に
育
成
す

る
必
要
は
な
い
の
だ
と
気
づ
き
ま
し

た
。

小
松
弘
樹
校
長
　
平
田
先
生
が
例
に
挙

げ
た
「
課
題
対
応
能
力
」
は
、
授
業
で

学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て
具
体
的
な
課

題
に
取
り
組
む
際
に
特
に
発
揮
さ
れ
る

平
田
先
生

　国
語
の
授
業
の
冒
頭
で

は
、
私
は
本
時
の
目
標
と
し
て
、
特
に

育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
、
黒
板

の
マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ト
を
使
っ
て
生
徒

に
提
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
予
習
・

復
習
の
プ
リ
ン
ト
で
は
、発
揮
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
を
単
元

や
設
問
ご
と
に
明
記
し
て
い
ま
す（
Ｐ
．

32
写
真
）。
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
国
語

以
外
の
教
科
で
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
授
業
や
プ
リ
ン
ト
で
「
湯
高
力
」
を

提
示
す
る
中
で
、
自
分
の
授
業
で
の
活

動
の
偏
り
に
気
が
つ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
定
期
考
査
の
問
題
も
、「
湯

高
力
」
の
観
点
で
見
直
す
こ
と
で
、
知

識
・
技
能
を
問
う
問
題
が
多
く
な
っ
て

い
る
こ
と
に
気
づ
き
、
学
力
の
３
要
素

の
バ
ラ
ン
ス
を
よ
り
意
識
し
た
作
問
を

行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

資
質
・
能
力
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
１

つ
の
科
目
の
授
業
の
枠
の
中
に
と
ど
ま

ら
ず
、
他
教
科
や
探
究
学
習
、
特
別
活

動
な
ど
、
ほ
か
の
教
育
活
動
と
結
び
つ

け
て
発
揮
し
て
い
く
方
が
自
然
で
す
。

そ
の
よ
う
に
、
あ
る
科
目
で
は
育
成
が

難
し
い
資
質
・
能
力
が
あ
っ
た
時
、
そ

も
そ
も
私
た
ち
が
育
て
よ
う
と
し
て
い

る
の
は
ど
の
よ
う
な
生
徒
な
の
か
を
考

え
れ
ば
、
自
教
科
の
授
業
実
践
に
と
ど

ま
ら
ず
、
ほ
か
の
教
科
・
科
目
と
の
連

携
に
も
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

重
要
な
の
は
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
作
る

こ
と
で
は
な
く
、
そ
も
そ
も
私
た
ち
は

ど
ん
な
生
徒
を
育
て
よ
う
と
し
て
い
る

の
か
、
授
業
は
そ
の
目
的
に
見
合
っ
た

も
の
な
の
か
を
振
り
返
り
、「
湯
高
力
」

や
科
目
別
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
も
柔
軟
に

見
直
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

科目別のルーブリックは同じフォーマットを使い、各教科で話し
合って作成しました。教科によって進捗に差はありましたし、「湯
高力」を科目の特性を踏まえて評価の３観点に振り分けていく際
に、しっくりこないこともありました。しかし、ほかの科目のルー
ブリックを見ることで、資質・能力のすべてを自分たちの科目だ
けで育成するわけではないことを、実感を持って理解できました。
また、他科目のルーブリックの記述で参考になる部分を取り入れ
ることもできました。

平田先生

「
湯
高
力
」の
観
点
で
、
授
業
・

家
庭
学
習
・
定
期
考
査
を
見
直
す

科
目
別
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
作
成
す
る
こ
と
で
、

授
業
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
か

授
業
の
ね
ら
い
を
教
師
と
生
徒
が
共
有
で
き
、
ね
ら
い
に
適
し
た

指
導
法
や
学
習
場
面
を
デ
ザ
イ
ン
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

「湯高力」の到達度を示す科目別ルーブリック（『国語総合』）図１
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そ
も
そ
も
以
前
は
、定
期
考
査
の
範

囲
を
念
頭
に
置
い
た
進
度
重
視
で
、や

や
も
す
る
と
、目
標
が
不
明
瞭
な
授
業

を
し
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。し
か

し
、「
湯
高
力
」を
生
徒
に
提
示
す
る
こ
と

で
、進
度
以
上
に
発
問
の
内
容
や
活
動

ご
と
の
時
間
配
分
、授
業
と
家
庭
学
習

の
役
割
分
担
に
気
を
配
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。具
体
的
に
は
、知
識・技
能
の
育

成
が
目
的
の
も
の
は
家
庭
学
習
と
し
、

授
業
で
取
り
組
む
べ
き
こ
と
を
厳
選
す

る
こ
と
で
、結
果
的
に
単
元
ご
と
の
進

度
も
今
ま
で
よ
り
速
く
な
り
ま
し
た
。

　
私
の
授
業
観
が
変
化
し
た
こ
と
で
、

少
し
ず
つ
生
徒
の
意
識
も
変
わ
っ
て
き

ま
し
た
。
例
え
ば
、
湯
高
力
に
関
す
る

生
徒
向
け
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
分
析

す
る
と
、
２
０
２
１
年
度
の
２
年
生
は

「
う
ま
く
い
く
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い

状
況
で
も
問
題
に
取
り
組
ん
で
み
よ
う

と
思
う
」と
い
う
項
目
に
お
い
て
、
１
年

前
と
比
較
し
て
意
識
の
高
ま
り
が
見
ら

れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、「
湯
高
力
」
の

１
つ
で
あ
る
「
前
向
き
に
や
り
遂
げ
る

力
」
を
掲
げ
な
が
ら
、
私
た
ち
が
授
業

や
「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
の
中
で

「
失
敗
し
て
も
大
丈
夫
」「
状
況
を
丁
寧

に
分
析
す
れ
ば
解
決
策
は
見
つ
か
る
」

と
、
何
度
も
声
か
け
し
た
こ
と
が
影
響

し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
生
徒
に
、「
こ

う
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
繰
り
返
し
言
葉

を
か
け
る
こ
と
で
、
生
徒
の
意
識
は
大

き
く
変
わ
り
ま
す
。

平
田
先
生

　科
目
別
の
ル
ー
ブ
リ
ッ

ク
を
絵
に
描
い
た
餅
で
終
わ
ら
せ
ず
、

日
々
の
授
業
に
生
か
せ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、
研
究
授
業
が
要
因
の
１
つ
だ

と
思
い
ま
す
。
科
目
別
の
ル
ー
ブ
リ
ッ

ク
を
作
成
し
た
19
年
度
、
本
校
で
は
、

高
校
教
育
課
の
指
導
主
事
を
迎
え
た
研

究
授
業
、
秋
田
県
か
ら
指
定
を
受
け
た

探
究
活
動
等
実
践
モ
デ
ル
校
の
公
開
授

業
、
さ
ら
に
は
、
校
内
で
定
期
的
に
実

施
し
て
い
る
互
見
授
業
で
、「
湯
高
力
」

を
踏
ま
え
た
授
業
改
善
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
ま
し
た
。
実
際
に
授
業
を
行
っ
た
の

は
数
名
の
教
師
で
す
が
、
指
導
案
は
教

科
団
で
作
成
し
、
授
業
後
の
振
り
返
り

に
は
全
校
教
師
が
参
加
し
ま
し
た
。
授

業
の
ね
ら
い
を
資
質
・
能
力
ベ
ー
ス
で

意
識
す
る
こ
と
の
大
切
さ
は
、
そ
う
し

た
一
連
の
取
り
組
み
の
中
で
全
員
が
理

解
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
授
業

に
落
と
し
込
む
大
切
さ
は
、
本
校
で
は

周
知
の
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、「
湯

高
力
」
を
活
用
し
た
多
面
的
な
評
価
の

あ
り
方
と
評
価
方
法
の
理
解
が
今
年
度

の
課
題
で
す
。
既
に
定
期
考
査
な
ど
で

は
、「
湯
高
力
」
と
の
紐
づ
け
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
評
定
に
ど
う
結

び
つ
け
る
の
か
、
教
科
ご
と
に
検
討
を

し
て
い
る
段
階
で
す
。「
湯
高
力
」
を

踏
ま
え
て
3
つ
の
観
点
で
評
定
を
つ
け

る
際
、「
Ａ
Ａ
Ａ
な
ら
４
以
上
」「
Ｂ
Ｂ

Ｂ
な
ら
３
」「
思
考・判
断・表
現
は
、『
湯

高
力
』
の
重
点
領
域
だ
か
ら
、
そ
れ
が

Ｂ
な
ら
４
と
す
る
」
な
ど
と
、
評
定
の

基
準
や
定
義
を
、
ま
ず
は
1
学
期
中
に

各
教
科
で
話
し
合
い
、
た
た
き
台
を
つ

く
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

授業やプリントなどで「湯高力」を明示して、「何を目指し
た学びなのか」を生徒と共有するようになって、今までの自
分の授業は、定期考査の範囲をこなすことを優先したものに
なっていたのかもしれないと、課題意識を持つようになりま
した。生徒が８つの資質・能力「湯高力」を意識しながら学
ぶようになったからこそ、「湯高力」の何がどれだけ向上し
たのか、それが評定にどう結びついているのか、生徒が把握
できる仕組み作りが必要になっています。

平田先生

「湯高力」の育成に向けた実践写真

研
究
授
業
が
「
湯
高
力
」の

浸
透
の
鍵
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小
松
校
長
　
本
校
の
先
生
方
は
今
、

「
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
が
な
く
て
も
授
業
は

で
き
た
け
れ
ど
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
が
あ

る
こ
と
で
、
育
て
た
い
資
質
・
能
力
を

意
識
し
、
授
業
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
こ

と
を
身
を
も
っ
て
理
解
し
て
い
る
段
階

で
す
。
先
日
は
、「
総
合
的
な
探
究
の

時
間
」
や
学
校
行
事
に
も
「
湯
高
力
」

の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
活
用
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
か
話
し
合
い
ま
し
た
。

　
教
師
が
、「
１
年
間
の
探
究
学
習
で

ど
の
よ
う
な
資
質
・
能
力
を
身
に
つ
け

る
の
か
」「
こ
れ
か
ら
取
り
組
む
行
事

で
ど
ん
な
力
を
伸
ば
す
の
か
」
と
い
っ

た
こ
と
を
語
る
こ
と
は
、
生
徒
に
と
っ

て
は
「
今
、自
分
が
こ
こ
に
い
る
理
由
」

に
つ
な
が
り
ま
す
。
生
徒
の
取
り
組
み

の
姿
勢
は
も
ち
ろ
ん
、
教
師
の
指
導
の

あ
り
方
も
変
わ
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。
　
　

　
学
校
改
革
を
進
め
る
上
で
、
今
後
も

大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る

の
は
、
先
生
方
に
「
改
革
の
レ
ー
ン
は

１
本
で
は
な
い
」
こ
と
を
示
し
続
け
る

こ
と
で
す
。「
湯
高
力
」
を
評
価
・
評

定
に
ど
う
つ
な
げ
て
い
く
か
、
今
、
各

教
科
で
検
討
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

論
点
や
検
討
の
進
捗
は
一
様
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、私
は
そ
の
「
違
い
」

が
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
学
校
と

し
て
の
指
針
・
方
針
を
共
有
し
な
が
ら
、

教
科
や
分
掌
の
特
性
を
踏
ま
え
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
考
え
、
ペ
ー
ス
で
検
討
し
な

が
ら
、
ほ
か
の
教
科
や
分
掌
の
考
え
か

ら
も
学
び
、
納
得
で
き
れ
ば
自
分
た
ち

の
考
え
を
大
き
く
転
換
す
る
。
言
わ
ば

校
内
で
小
さ
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
が
起

き
や
す
く
な
る
よ
う
な
環
境
を
つ
く
る

こ
と
が
私
の
役
割
で
す
。そ
の
た
め
に
、

例
え
ば
、
1
学
年
団
と
進
路
の
先
生
方

に
１
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
一
緒
に
取

り
組
ん
で
も
ら
う
な
ど
、
意
図
的
に
複

数
の
教
科
同
士
、
分
掌
同
士
を
結
び
つ

け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
私
は
、
よ
く
先
生
方
に
「
私
を
疑
っ

て
く
だ
さ
い
ね
」
と
言
い
ま
す
。
学
校

改
革
に
は
こ
う
す
れ
ば
う
ま
く
い
く
と

い
う
正
解
は
な
い
か
ら
で
す
。今
後
も
、

先
生
方
と
対
話
的
に
改
革
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

校長

小松弘樹　

こまつ・ひろき

教職歴３6 年。同校に赴
任して 2年目。

１学年主任

平田恵子　

ひらた・けいこ

教職歴１８年。同校に赴任
して 4年目。国語科。

新課程に関する情報は、
『ハイスクールオンライン』で

お届けします！

• 全国の学校の指導事例を紹介
• 過去のオンラインセミナーの
　アーカイブ動画・資料も掲載

• 有識者による
　新課程の動画解説も満載

パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
を

起
こ
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を

教
科
を
超
え
た
「
湯
高
力
」
育
成
の
取
り
組
み

な
ど
、
今
後
の
展
望
は
？

教
科
・
分
掌
の
垣
根
を
超
え
た
「
教
師
に
と
っ
て
の
学
び
」
を

生
む
校
内
環
境
を
つ
く
る

『ハイスクールオンライン』 トップページ＞新課程 からアクセス
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　「自
主
・
調
和
」
の
校
訓
の
下
、「
た
く
ま
し
く
心

豊
か
な
創
造
者
を
育
成
す
る
」
を
教
育
目
標
に
掲
げ

る
福
岡
県
立
戸
畑
高
校
。
盛
ん
な
部
活
動
や
、
生
徒

主
体
で
進
め
ら
れ
る
戸と

高こ
う

祭
（
文
化
祭
）、
体
育
祭

な
ど
の
学
校
行
事
が
、
地
域
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て

き
た
。
そ
う
し
た
同
校
の
生
徒
の
、
近
年
の
変
化
に

つ
い
て
、
３
学
年
主
任
の
久
保
紀
美
惠
先
生
は
次
の

よ
う
に
説
明
す
る
。

　「本
校
の
生
徒
は
真
面
目
か
つ
素
直
で
、
潜
在
能

力
も
高
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
最
近
、
進
路
選
択
に

お
い
て
も
っ
と
大
き
な
夢
を
描
け
ば
よ
い
の
に
と
思

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
高
い
目
標
を
目
指
せ
る
力
が

あ
る
の
に
、『
自
宅
か
ら
通
え
る
国
公
立
大
学
に
合

格
で
き
れ
ば
十
分
で
す
』
と
い
っ
た
言
葉
を
生
徒
か

ら
聞
く
と
、
も
っ
た
い
な
い
な
と
思
い
ま
す
」
　

　進
路
指
導
課
長
の
百
瀬
博
先
生
は
、
大
き
な
夢
を

描
く
力
に
は
、
社
会
に
対
す
る
視
野
の
広
が
り
が
関

係
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
す
る
。

　「生
徒
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
自
分
の
関
心

の
あ
る
情
報
だ
け
を
得
て
、
保
護
者
と
テ
レ
ビ
の

ニ
ュ
ー
ス
や
新
聞
記
事
を
見
て
話
を
す
る
機
会
も

減
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
世
の
中
で
今
、
何

が
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
か
が
分
か
ら
な
い
た
め
、

『
社
会
の
こ
の
問
題
の
解
決
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、

こ
の
学
問
を
学
び
た
い
。
だ
か
ら
、
こ
の
進
路
を
目

指
そ
う
』
と
い
っ
た
大
志
を
持
ち
に
く
く
、
安
易
に

進
路
を
選
び
が
ち
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

　生
徒
の
社
会
課
題
に
対
す
る
視
野
を
広
げ
る
た

め
、
久
保
先
生
は
、
生
徒
に
関
心
を
持
っ
て
ほ
し
い

と
思
っ
た
出
来
事
や
キ
ー
ワ
ー
ド
を
自
身
の
コ
メ
ン

ト
と
と
も
に
紹
介
す
る
（
写
真
１
）
な
ど
、
個
々
の

教
師
が
自
分
の
で
き
る
こ
と
を
し
て
き
た
。
だ
が
、

こ
こ
数
年
、
進
学
校
で
の
指
導
経
験
が
な
い
教
師
や

若
手
の
教
師
の
割
合
が
高
く
な
り
、「
学
校
全
体
と

し
て
指
導
力
を
高
め
て
い
く
必
要
性
が
高
ま
っ
て
き

た
」
と
、
古こ

屋や

敷し
き

悟さ
と
る

校
長
は
語
る
。

　「生
徒
個
々
の
実
態
を
多
角
的
に
把
握
し
、
３
年

間
を
通
し
て
適
切
な
時
期
に
適
切
な
指
導
を
す
る
こ

と
で
、
生
徒
の
主
体
性
を
育
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
、
教
師
一
人
ひ
と
り
の
熱
意
と
経
験
で

変
革
の

生
徒
が
社
会
課
題
に
目
を
向
け
、

主
体
性
を
発
揮
す
る
き
っ
か
け
を
つ
く
る

背
景

学校概要

◎設立	 1936（昭和 11）年
◎形態	 全日制／普通科／共学
◎生徒数	 １学年約 240人
◎2021年度入試合格実績（現役のみ）　国公立
大は、岡山大、広島大、九州工業大、九州大、熊
本大、北九州市立大などに 121人が合格。私立
大は、青山学院大、東京理科大、早稲田大、同志
社大、立命館大、関西大、近畿大、関西学院大、
産業医科大などに延べ 256 人が合格。

No.273
指導変革の軌跡

福
岡
県
立
戸と

畑ば
た

高
校

組
織
的
な
生
徒
理
解
と
指
導

緊
密
な
生
徒
情
報
の
共
有
と
探
究
学
習
を
始
め
と
す
る

活
躍
の
場
の
充
実
に
よ
り
、生
徒
の
潜
在
能
力
を
引
き
出
す
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そ
れ
を
実
現
し
て
い
ま
し
た
が
、
組
織
と
し
て
、
教

師
同
士
が
支
え
合
い
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

が
今
、求
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
」

　
加
え
て
、
進
路
部
の
園
田
祥さ

ち

穂ほ

先
生
は
、
生
徒
の

課
題
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
生
徒
は
、
文
章
を
書
く
、
発
表
を
す
る
と
い
っ

た
表
現
力
に
つ
い
て
も
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。
潜
在

能
力
は
あ
る
生
徒
た
ち
だ
と
は
思
っ
て
い
た
の
で
、

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る
機
会
を
多
く
つ
く
る
こ
と
で
、

表
現
力
を
高
め
よ
う
と
考
え
ま
し
た
」

　
同
校
で
は
、
生
徒
を
丁
寧
に
見
取
る
た
め
に
教

師
間
の
情
報
共
有
を
深
め
、「
総
合
的
な
探
究
の
時

間
」
で
生
徒
の
表
現
力
や
主
体
性
の
育
成
を
図
っ
て

い
る
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
結
果
、
生
徒

は「『
さ
く
ら
』を
贈
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
お
い
て
、

大
き
な
変
容
を
見
せ
た
。
そ
の
軌
跡
を
見
て
い
く
。

　
同
校
で
は
週
に
１
回
、
進
路
会
議
と
３
学
年
担
任

会
議
が
開
か
れ
て
い
る
。
進
路
会
議
に
は
、
各
学
年

主
任
、各
学
年
の
進
路
チ
ー
フ
、進
路
部
長
が
参
加
、

３
学
年
担
任
会
議
に
は
、
3
学
年
の
担
任
、
3
学
年

主
任
、
進
路
部
長
が
参
加
す
る
。
緊
密
な
情
報
交
換

に
よ
っ
て
、
学
年
や
ク
ラ
ス
を
超
え
た
指
導
の
共
通

認
識
を
持
つ
こ
と
が
目
的
の
会
議
だ
。

　「
い
ず
れ
の
会
議
で
も
、『
こ
の
生
徒
に
は
こ
ん
な

声
か
け
が
必
要
』
な
ど
と
、
具
体
的
な
支
援
の
方
法

を
教
師
間
で
共
有
し
ま
す
。
若
手
の
担
任
が
、『
受

け
持
つ
ク
ラ
ス
に
、
建
築
学
科
を
志
望
し
て
い
る
生

徒
が
い
る
』
と
話
す
と
、ベ
テ
ラ
ン
の
担
任
が
、『
建

築
学
を
広
い
視
点
で
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
建
築
学

に
関
係
す
る
社
会
課
題
に
つ
い
て
も
投
げ
か
け
て
み

て
は
ど
う
か
』
と
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
な
ど
、
ベ
テ
ラ

ン
か
ら
若
手
へ
の
指
導
の
伝
承
の
場
に
も
な
っ
て
い

ま
す
」（
百
瀬
先
生
）

　
同
様
に
、
11
月
と
１
月
に
行
わ
れ
る
３
学
年
進
路

検
討
会
も
、
以
前
は
生
徒
の
志
望
を
確
認
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
場
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
が
、
近
年
は

ベ
テ
ラ
ン
教
師
が
若
手
教
師
に
指
導
の
知
見
を
共
有

す
る
場
へ
と
変
化
し
た
。

　
ま
た
、
１・２
学
年
で
は
各
学
期
に
１
回
、
進
路

部
に
よ
る
進
路
説
明
会
を
実
施
し
、
ク
ラ
ス
間
で
指

導
に
温
度
差
が
生
じ
な
い
よ
う
に
配
慮
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、同
校
で
の
赴
任
歴
が
長
い
教
師
を
中
心
に
、

面
談
で
の
声
か
け
を
学
び
合
う
自
主
的
な
研
修
会
を

継
続
的
に
実
施
し
て
お
り
、「
個
」
で
は
な
く
、「
教

師
集
団
」
と
し
て
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
取

り
組
み
を
重
ね
て
い
る
。

　
生
徒
の
様
子
を
丁
寧
に
見
取
り
、
適
切
な
支
援
を

行
い
な
が
ら
、
生
徒
が
主
体
的
に
活
動
す
る
場
の
充

実
も
図
っ
て
い
る
。
そ
の
1
つ
が
、
1
・
2
年
次
の

「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
で
行
っ
て
い
る
「Ace 

Program

」（
P. 

36
写
真
2
）
だ
。
生
徒
は
自
分
の

興
味
・
関
心
の
あ
る
テ
ー
マ
の
課
題
研
究
に
グ
ル
ー

プ
で
取
り
組
む
が
、
１・２
学
年
団
の
教
師
全
員
が

グ
ル
ー
プ
を
受
け
持
ち
、
生
徒
た
ち
の
探
究
に
伴
走

す
る
。
園
田
先
生
は
、「Ace Program

」
は
教
科
の

授
業
だ
け
で
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
生
徒
の
一
面

を
理
解
す
る
機
会
だ
と
考
え
る
。

　「
19
年
度
の『Ace Program

』で
は
、70
の
グ
ル
ー

プ
の
う
ち
、
優
秀
な
成
果
を
収
め
た
２
つ
の
グ
ル
ー

プ
が
ス
テ
ー
ジ
発
表
に
臨
み
ま
し
た
。
そ
の
様
子
を

写真１　社会課題に対する生徒の視野を広げようと、3 学年主任の久
保先生は旬の話題に自身の解説を加えて生徒に紹介。ほかにも、社会
課題に関する1 分間スピーチをさせる教師や、新聞記事の要約と感想
を Classi に投稿させる教師など、各教師が創意工夫してきた。

教
師
同
士
の
対
話
を
通
じ
て
、

組
織
的
に
指
導
力
を
高
め
る

変
革
の
一
手
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け
て
、
歌
手
の
森
山
直
太
朗
氏
が
同
氏
の
曲
「
さ
く

ら
」
を
歌
う
中
で
、
友
人
や
恩
師
と
の
思
い
出
の
映

像
な
ど
と
と
も
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
動
画
を

制
作
す
る
取
り
組
み
だ
。
大
塚
製
薬
を
始
め
と
す
る

東
京
の
制
作
チ
ー
ム
と
戸
畑
高
校
の
有
志
生
徒
、
そ

し
て
森
山
氏
が
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
ツ
ー
ル
を
活
用
し

て
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
重
ね
た
結
果
、
コ
ロ
ナ
禍
の
１

年
間
、
様
々
な
面
で
我
慢
を
求
め
ら
れ
た
３
年
生
に

向
け
て
、
在
校
生
が
「
さ
く
ら
」
を
合
唱
す
る
動
画

を
作
成
し
、
３
月
の
予
餞
会
（
在
校
生
が
卒
業
生
を

送
る
会
）
で
披
露
す
る
と
い
う
企
画
に
な
っ
た
。
在

校
生
や
教
師
が
「
さ
く
ら
」
を
歌
う
動
画
の
撮
影
・

編
集
は
す
べ
て
プ
ロ
の
ス
タ
ッ
フ
が
事
前
に
行
い
、

予
餞
会
当
日
に
東
京
の
ス
タ
ジ
オ
か
ら
森
山
氏
が
生

中
継
で
サ
プ
ラ
イ
ズ
出
演
し
た
模
様
は
、
動
画
投
稿

サ
イ
ト
で
公
開
さ
れ
、
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
。

　
教
務
部
長
の
大
村
高
敏
先
生
は
、「『
さ
く
ら
』
を

贈
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
生
徒
の
課
題
解
決
力
を
育

見
て
、
何
人
も
の
生
徒
が
、『
発
表
で
き
て
い
い
な
』

『
や
っ
て
み
た
か
っ
た
な
』
と
い
っ
た
言
葉
を
口
に

し
て
い
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
、
私
が
思
っ
て
い
る

以
上
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
た
い
と
い
う
気
持
ち
を

持
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
」

　「Ace Program

」
で
の
生
徒
と
の
か
か
わ
り
の
中

で
、「
生
徒
は
積
極
性
に
乏
し
い
の
で
は
な
く
、
積

極
性
を
発
揮
す
る
場
が
不
足
し
て
い
た
の
だ
と
多
く

の
教
師
が
気
づ
い
た
」
と
、
久
保
先
生
は
語
る
。

　「
学
校
外
で
実
施
さ
れ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

へ
の
参
加
も
、
学
年
集
会
な
ど
で
呼
び
か
け
て
も
手

を
挙
げ
る
生
徒
は
少
な
い
の
で
す
が
、
生
徒
に
個
別

に
声
を
か
け
る
と
、『
実
は
興
味
を
持
っ
て
い
ま
し

た
』
と
前
向
き
に
反
応
し
ま
す
。
積
極
性
を
発
揮

す
る
場
を
具
体
的
に
提
示
し
、『
や
っ
て
み
た
ら
？
』

と
背
中
を
押
す
こ
と
で
、
生
徒
の
そ
の
後
の
行
動
は

大
き
く
変
化
す
る
の
だ
と
気
づ
き
ま
し
た
」

　
２
０
２
０
年
度
末
、
同
校
の
教
師
が
生
徒
の
秘
め

た
力
の
大
き
さ
を
実
感
す
る
出
来
事
が
あ
っ
た
。
大

塚
製
薬
株
式
会
社
「
カ
ロ
リ
ー
メ
イ
ト
」
が
展
開

す
る
「『
さ
く
ら
』
を
贈
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
写
真

3
）で
、同
校
の
有
志
生
徒
が
協
働
す
る
こ
と
に
な
っ

た
の
だ
。
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め

に
卒
業
式
で
歌
が
歌
え
な
い
学
校
が
多
い
状
況
を
受

写真 2　「総合的な探究の時間」で行っている「Ace Program」の 2 年
生のポスターセッション。先輩の発表を見る1年生に、「内容」「伝え方」「自
分がやってみたい工夫」などの観点を提示することで、自身が探究活動
に取り組む際のイメージを深めさせた。

生
徒
の
潜
在
能
力
を
知
る
こ
と
が

授
業
改
善
の
原
動
力
に
な
る

３
学
年
主
任

久
保
紀
美
惠　
く
ぼ
・
き
み
え

教
職
歴
33
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
９
年
目
。

英
語
科
。

教
務
部
長

大
村
高
敏　
お
お
む
ら
・
た
か
と
し

教
職
歴
21
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。

英
語
科
。

校
長古

屋
敷

　悟　
こ
や
し
き
・
さ
と
る

教
職
歴
36
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。

進
路
部

園
田
祥
穂　
そ
の
だ
・
さ
ち
ほ

教
職
歴
８
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。

理
科
。

広
報
課
長

加
藤
敦
子　
か
と
う
・
あ
つ
こ

教
職
歴
23
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。

家
庭
科
・
情
報
科
。

進
路
指
導
課
長

百
瀬
　博　

も
も
せ
・
ひ
ろ
し

教
職
歴
18
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。

数
学
科
。
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成
す
る
よ
い
機
会
だ
っ
た
と
振
り
返
る
。

　「先
輩
の
た
め
に
何
か
で
き
る
こ
と
が
あ
る
は
ず

だ
と
考
え
、
外
部
の
大
人
た
ち
と
対
話
し
、
コ
ロ
ナ

禍
の
中
で
も
よ
り
よ
い
予
餞
会
を
目
指
し
て
模
索
す

る
様
子
は
、Project Based Learning

そ
の
も
の

で
し
た
。生
徒
た
ち
が
発
揮
し
た
力
は
、ま
さ
に『Ace 

Program
』
で
育
成
を
目
指
し
た
力
で
あ
り
、
私
た

ち
教
師
は
、『
や
は
り
、
本
校
の
生
徒
は
こ
れ
だ
け

の
力
を
持
っ
て
い
た
ん
だ
』『
生
徒
が
活
躍
す
る
場

を
も
っ
と
つ
く
り
た
い
』
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
」

　「Ace Program

」や「『
さ
く
ら
』を
贈
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
の
生
徒
の
活
躍
は
、「
私
た
ち
教
師
に
と
っ

て
授
業
改
善
を
後
押
し
す
る
力
と
な
っ
て
い
る
」と
、

広
報
課
長
の
加
藤
敦
子
先
生
は
話
す
。

　「自
分
で
考
え
、
決
め
た
学
び
や
取
り
組
み
の
中

で
こ
そ
、
人
は
大
き
く
成
長
す
る
と
い
う
こ
と
を
、

生
徒
は
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
だ
か
ら
私
も
、
生
徒

が
自
分
で
考
え
、
他
者
の
た
め
に
行
動
で
き
る
よ
う

な
グ
ル
ー
プ
活
動
を
、
授
業
の
中
に
も
っ
と
取
り
入

れ
て
い
こ
う
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。『『
さ
く

ら
』
を
贈
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
は
生
徒
の
真
の
力
を

知
る
場
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
日
々
の

授
業
の
中
で
も
も
っ
と
生
徒
が
力
を
発
揮
で
き
る
機

会
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
で
す
」

　「Ace Program

」
で
社
会
を
知
る
経
験
を
積
ん

だ
こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会
課
題
に
対
し
て
自
分
が
成

し
遂
げ
た
い
こ
と
を
表
明
し
、
そ
の
た
め
に
は
ど
ん

な
学
問
を
学
び
、
ど
の
大
学
に
進
む
べ
き
か
を
考
え

る
生
徒
が
増
え
て
き
た
。
ま
た
、「Ace Program

」

で
発
表
経
験
を
積
み
重
ね
た
こ
と
に
よ
り
、
表
現
力

が
向
上
し
、
発
表
す
る
こ
と
に
対
し
て
意
欲
的
な
姿

勢
を
見
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　そ
し
て
、「『
さ
く
ら
』を
贈
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」は
、

生
徒
た
ち
の
中
に
鮮
烈
な
成
功
体
験
と
し
て
息
づ
い

て
い
る
。

　「『
や
る
か
や
ら
な
い
か
で
悩
む
の
で
は
な
く
、
や

る
と
決
め
て
し
ま
っ
て
、
ど
う
す
れ
ば
で
き
る
か
を

考
え
よ
う
』『
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
生
か
し
て
、
自
分

し
か
で
き
な
い
経
験
を
し
て
み
よ
う
』
と
い
っ
た
教

師
の
言
葉
を
、
生
徒
が
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
て
く

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」（
百
瀬
先
生
）

　「生
徒
た
ち
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
、
学
校

生
活
に
主
体
的
に
参
画
し
て
い
ま
す
。
自
分
に
は
で

き
な
い
と
諦
め
る
の
で
は
な
く
、
現
状
か
ら
、
新
し

い
何
か
を
探
し
、
創
り
出
す
力
を
身
に
つ
け
た
の
で

す
」（
大
村
先
生
）

　今
後
は
、「Ace Program

」
に
お
い
て
、
よ
り
体

系
的
に
指
導
が
で
き
る
よ
う
、
構
成
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
を
検
討
す
る
予
定
だ
。

写真 3　公開中の「森山直太朗×カロリーメイト『「さくら」を贈るプロジェクト』
卒業ドキュメンタリー」。生徒が歌う「さくら」、予餞会の様子、そして森山氏と
予餞会を企画・運営する生徒とのミーティングの様子なども紹介されている。
https://youtu.be/nOsH9F5AIHU

指導変革の 福岡県立戸畑高校軌跡

変
革
の

　
　
　・

成
果

展
望

ど
う
す
れ
ば
で
き
る
か
を
考
え
、

新
し
い
も
の
を
創
り
出
す
力
を
獲
得

　　　　　　　　　では、 
福岡県立戸畑高校の

「『さくら』を贈るプロジェクト」
における生徒の学びや

気づきについて
詳しく紹介 !

ぜひご覧ください

山田慎之助さん
（３年生）

坪井美樹さん
（３年生）

VIEW n-express 検索
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専門科の垣根を超えた
横のつながりを強化し、生徒を見守る

岡山県立岡山工業高校　３学年団

「誠実勤勉」の校訓の下、創立以来 120 年に
わたって、工業にかかわる高度な知識と技術・
技能を習得した 3 万人超の人材を送り出す伝
統校。将来のスペシャリストとしての専門分
野の基礎・基本を学ぶとともに、STEAM 教
育を柱に、問題解決に向けた柔軟な発想力と
創造的な思考力を育成する。ボクシング部、水泳部、陸上競技部、バスケッ
トボール部、ラグビー部、自転車競技部など、多くの部活動が全国大会へ
の出場経験を持つ。

同校では、専門科内での教
師の結びつきが強い一方で、
科を超えた横のつながりは強
固なものではなかった。科の
枠を超えて生徒の情報を共有
し、生徒の希望進路実現をよ
り手厚く支援するために、学
年主任となった江口先生は、
学年会議の定期的な開催な
どに着手した。

設立　1901（明治 34）年
形態　全日制／機械科、土木科、化学工学科、デザイン科、建築科、情報技術科、

電気科／共学
生徒数　１学年 320 人
2021年度進路実績（現役のみ）　４年制大は、名古屋工業大、大阪教育大、
岡山大、愛媛大、高知大、岡山県立大、日本大などに58人が合格。短大・
高専・専門学校進学66人。就職192人。

学校概要◎専門科内の縦のつながりに比べて、

学年団の横のつながりが弱かったた

め、1人の生徒に様々な学科の教師が

多様にかかわり、指導することが難し

かった。

◎専門科内での教師と生徒の強い結

びつきは尊重しながらも、進路に対し

て幅広く関心を持つ生徒の目標を実

現するためには、複数の教師による多

角的視点からの支援が必要だった。

直面した課題

輝く
学年団を訪ねて
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専
門
高
校
、
中
で
も
、
多
く
の
学
科
が
設
置
さ
れ

て
い
る
工
業
高
校
や
科
学
技
術
高
校
で
は
、
教
師
た

ち
は
１
日
の
ほ
と
ん
ど
の
時
間
を
専
門
科
ご
と
の
職

員
室
か
実
習
室
で
過
ご
す
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
が
少
な

く
な
い
。
専
門
科
、
さ
ら
に
は
担
当
教
科
を
超
え
て

教
師
が
集
う
こ
と
は
、学
年
内
で
あ
っ
て
も
ま
れ
だ
。

そ
し
て
、
生
徒
た
ち
も
自
分
が
所
属
す
る
専
門
科
の

教
師
と
の
つ
な
が
り
の
強
さ
か
ら
、「
□
□
科
の
生

徒
」
と
い
う
自
覚
を
持
つ
。
生
徒
同
士
も
、
科
が
異

な
れ
ば
、
同
学
年
で
あ
っ
て
も
か
か
わ
り
は
少
な
い

と
い
う
の
が
実
情
だ
。

　
専
門
科
内
で
教
師
、
生
徒
が
ま
さ
に
「
師
弟
」
と

し
て
深
い
関
係
性
を
築
き
、
専
門
分
野
を
学
ん
で
い

く
専
門
高
校
の
よ
さ
を
尊
重
し
た
上
で
、「
１
人
の

生
徒
に
も
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
専
門
科
、
教
科
の
教
師

が
か
か
わ
る
場
面
を
つ
く
り
た
い
と
思
っ
た
」
と
、

江
口
雅
也
先
生
は
、
岡
山
県
立
岡
山
工
業
高
校
の
１

学
年
主
任
と
な
っ
た
２
０
１
９
年
４
月
の
自
身
の
思

い
を
振
り
返
る
。

　「
近
年
、
技
術
革
新
や
新
し
い
価
値
創
出
の
た
め
、

文
理
の
枠
組
み
を
超
え
て
学
ぶ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
の

重
要
性
が
、
高
校
現
場
で
も
話
題
に
上
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
工
業
高
校
の
生
徒
に
も
、

所
属
す
る
専
門
科
の
知
識
・
技
能
を
土
台
に
し
な
が

ら
、
よ
り
幅
広
い
視
点
で
事
象
を
捉
え
る
力
、
多
様

な
価
値
観
を
持
つ
他
者
と
協
働
す
る
力
が
求
め
ら
れ

る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
本
校
に
は
、
国
公
立
大
学

を
始
め
４
年
制
大
学
に
進
学
を
希
望
す
る
生
徒
が
多

く
、
専
門
科
の
教
師
と
進
学
指
導
の
経
験
が
あ
る
教

師
の
連
携
も
求
め
ら
れ
ま
す
。
時
代
に
合
わ
せ
た
生

徒
の
学
び
の
実
現
や
、
進
路
指
導
の
さ
ら
な
る
充
実

の
た
め
に
、
専
門
科
を
超
え
て
様
々
な
教
師
が
生
徒

に
か
か
わ
っ
て
い
く
よ
う
、
学
年
団
と
い
う
横
の
つ

な
が
り
を
強
化
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
」

　
工
業
高
校
卒
業
者
で
あ
り
、
19
年
度
に
初
任
で
同

校
に
赴
任
し
、
江
口
学
年
団
の
一
員
と
な
っ
た
松
本

匠た
く
み史
先
生
は
、
江
口
先
生
の
考
え
に
賛
同
す
る
。

　「
工
業
高
校
で
は
、
所
属
す
る
専
門
科
の
特
色
を

生
か
し
て
就
職
す
る
生
徒
が
多
い
の
で
、
当
初
は
科

を
超
え
た
連
携
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
本
校
の
生
徒
と
話
を
し
て
み
る
と
、

進
路
に
対
し
て
幅
広
く
関
心
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
中
に
は
、
建
築
科
に
籍
を
置
い
て

い
る
け
れ
ど
も
、
大
学
で
は
デ
ザ
イ
ン
学
を
学
び
た

い
と
い
う
生
徒
も
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
生
徒
の
志

望
に
応
え
る
た
め
に
は
、
科
を
超
え
て
各
教
師
が
連

携
し
て
指
導
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

本
校
は
大
学
進
学
希
望
者
も
多
い
の
で
、
専
門
科
の

教
師
と
と
も
に
、
受
験
指
導
の
経
験
が
豊
富
な
教
師

が
支
援
す
る
こ
と
で
、
希
望
進
路
実
現
の
可
能
性
が

さ
ら
に
高
ま
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
」

ど
の
よ
う
な
チ
ー
ム
を
目
指
し
ま
し
た
か
？

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
？

学
年
団
と
し
て
の
「
成
功
」
は
？

学
年
主
任
と
し
て
自
覚
す
る

長
所
は
何
で
す
か
？

学
年
主
任
と
し
て
自
覚
す
る

短
所
は
何
で
す
か
？

専
門
科
を
軸
に
し
な
が
ら
も
、
学
年
と
し
て
生
徒

指
導
や
進
路
指
導
で
ま
と
ま
っ
た
チ
ー
ム
で
す
。

先
生
方
が
安
心
し
て
生
徒
に
か
か
わ
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
、
全
体
を
見
て
、
準
備
を
し
た
り
、

環
境
を
整
え
た
り
す
る
こ
と
で
す
。
で
き
て
い
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
…
…
。

あ
り
き
た
り
で
す
が
、３
年
間
を
振
り
返
っ
た
時
、

こ
の
学
年
団
で
よ
か
っ
た
と
先
生
方
が
思
っ
て
く

だ
さ
っ
た
ら
、
自
分
と
し
て
も
満
足
で
す
。

常
に
前
向
き
に
、
新
し
い
こ
と
に
も
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
気
持
ち
を
大
切
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

し
ょ
う
か
。
あ
と
は
、
和
や
か
な
雰
囲
気
を
つ
く

る
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

学
年
の
取
り
組
み
の
よ
い
と
こ
ろ
や
改
善
点
な
ど

を
、
学
校
全
体
で
共
有
で
き
れ
ば
と
思
う
の
で
す

が
、
な
か
な
か
そ
こ
ま
で
の
連
携
が
で
き
て
い
な

い
と
こ
ろ
で
す
。

QQQQQ AAAAA

学
年
内
の
横
の
つ
な
が
り
を
強
め
て
、

生
徒
の
志
望
実
現
を
厚
く
支
援
し
た
い

学
年
主
任
に
聞
く！

5
つ
の

Q
&
A
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江
口
先
生
が
学
年
主
任
と
し
て
ま
ず
着
手
し
た
の

は
、
学
年
会
議
の
定
期
的
な
開
催
だ
。
１
か
月
に
１

度
は
学
年
団
に
所
属
す
る
教
師
が
集
ま
り
、
生
徒
の

様
子
を
共
有
す
る
。
そ
し
て
、
赴
任
し
た
ば
か
り
の

教
師
や
工
業
高
校
に
初
め
て
勤
務
す
る
教
師
に
、
校

務
に
関
し
て
困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
な
い
か
を
聞

く
。
学
年
会
議
の
実
施
は
工
業
高
校
で
は
１
年
に
１

回
程
度
の
こ
と
も
珍
し
く
な
い
中
、
19
年
度
の
同
学

年
団
で
は
約
10
回
の
学
年
会
議
が
開
か
れ
た
こ
と

に
、
学
年
団
の
1
人
で
あ
り
、
他
校
で
学
年
主
任
を

務
め
た
経
験
が
あ
る
杉
山
勝
彦
先
生
は
驚
い
た
と
い

う
。

　「
学
校
行
事
が
多
く
、
会
議
が
開
催
し
に
く
い
時

期
は
職
員
朝
礼
の
後
な
ど
に
、
そ
の
時
期
の
進
路
指

導
の
要
点
を
ま
と
め
た
資
料
を
配
布
す
る
な
ど
、
学

年
団
と
し
て
の
歩
み
を
１
つ
に
す
る
こ
と
を
江
口
先

生
は
大
切
に
し
て
い
ま
し
た
。
た
だ
、
自
分
の
考
え

を
押
し
つ
け
る
の
で
は
な
く
、
学
年
団
の
メ
ン
バ
ー

の
意
見
を
聞
く
こ
と
は
常
に
心
が
け
て
い
て
、
例
え

ば
生
徒
に
配
る
学
年
通
信
は
、
必
ず
メ
ン
バ
ー
全
員

の
確
認
の
後
に
発
行
し
て
い
ま
し
た
」

　
19
年
度
に
初
め
て
工
業
高
校
に
赴
任
し
て
、
江
口

先
生
が
率
い
る
学
年
団
の
一
員
と
な
っ
た
田
中
温あ

つ

美み

先
生
は
、
定
期
的
な
学
年
会
議
は
工
業
高
校
の
生
徒

の
特
性
を
理
解
す
る
場
と
し
て
も
役
立
っ
た
と
振
り

返
る
。

　「
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
科
に
は
ど
の
よ
う
な
生
徒
が

い
て
、
今
後
そ
れ
ぞ
れ
の
生
徒
に
ど
の
よ
う
な
指
導

が
必
要
に
な
り
そ
う
か
と
い
っ
た
点
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
う
し
て
生
徒
理
解
を
深
め
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
学
年
団
が
一
体
と
な
っ
た
指
導
の

必
要
性
も
、
私
た
ち
は
１
学
年
の
段
階
か
ら
意
識
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、江
口
先
生
は
、『
こ

ん
な
声
か
け
を
す
る
と
生
徒
は
こ
ん
な
反
応
だ
っ

た
』
な
ど
と
、
日
々
の
指
導
の
成
功
談
や
反
省
点
を

よ
く
話
し
て
く
れ
た
の
で
、
学
年
団
の
中
で
の
指
導

の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
共
有
が
進
み
、
全
体
の
指
導
の
底
上

げ
に
つ
な
が
っ
た
と
思
い
ま
す
」

図 2  進路計画表

図１ 学年団で共有した面談での情報

江口学年団で、２年生の夏季休業中の課題として生徒に作成を課した進路計画表。生徒、そし
て学年団の教師が、ともに高校生活後半を見通しながら、これから取り組むべきことを考える
ためのツールとなった。

１学年主任時、江口先生は４年制大学を志望する生徒に面談を実施し、そこで得た情報を学年団のメンバーに共有した。
それは、どの専門科に属する生徒なのかは関係なく、進路実現に向けて学年団全体として支援する機運を高めるためだっ
た。 ※学校資料をそのまま掲載。

※学校資料をそのまま掲載。

定
期
的
な
学
年
会
議
と

細
や
か
な
生
徒
調
査
で
情
報
を
共
有
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江
口
学
年
団
が
ス
タ
ー
ト
し
て
数
か
月
が
経
っ
た

あ
る
日
、
進
路
担
当
だ
っ
た
田
中
先
生
は
、
江
口
先

生
か
ら
「
４
年
制
大
学
を
志
望
す
る
生
徒
に
面
談
を

し
て
も
よ
い
で
す
か
」
と
、
申
し
出
を
受
け
た
と
い

う
。

　「
進
路
担
当
と
し
て
１
学
年
の
生
徒
に
進
路
希
望

調
査
を
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
普
通
科
進
学
校
で

の
指
導
経
験
も
あ
る
江
口
先
生
は
、
高
い
目
標
を
持

つ
生
徒
に
は
、
早
期
か
ら
面
談
の
機
会
を
設
け
た
い

と
考
え
、
相
談
し
て
く
れ
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
面

談
で
得
た
生
徒
の
情
報
は
学
年
団
全
体
に
共
有
さ
れ

た
の
で
（
図
１
）、
学
年
団
の
メ
ン
バ
ー
が
『
１
人

の
生
徒
を
み
ん
な
で
育
て
る
の
だ
』
と
い
う
意
識
を

持
つ
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
し
た
」（
田
中
先
生
）

　
学
年
団
が
２
学
年
に
持
ち
上
が
る
と
、
江
口
先
生

は
、
夏
季
休
業
中
に
「
進
路
計
画
表
」（
図
２
）
を

作
成
す
る
こ
と
を
生
徒
に
課
し
た
。
そ
れ
は
、
２
年

生
８
月
か
ら
卒
業
ま
で
の
学
校
行
事
や
進
路
イ
ベ
ン

ト
と
と
も
に
、
就
職
や
進
学
に
向
け
て
い
つ
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
に
取
り
組
む
の
か
を
見
通
し
、
現
段
階

の
志
望
先
や
自
己
Ｐ
Ｒ
を
ま
と
め
る
も
の
だ
。

　「
生
徒
の
進
路
意
識
を
早
期
に
刺
激
し
、
現
時
点

で
の
志
望
を
学
年
団
で
把
握
し
よ
う
と
考
え
ま
し

た
。
志
望
先
を
一
覧
化
し
た
と
こ
ろ
、
同
じ
企
業
を

複
数
の
専
門
科
の
生
徒
が
志
望
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
第
１
志
望
だ
け
で
な
く
、

第
２
、
第
３
志
望
も
考
え
さ
せ
る
こ
と
、
進
路
選
択

で
大
切
に
し
た
い
こ
と
を
生
徒
に
意
識
さ
せ
る
こ
と

な
ど
の
指
導
方
針
を
、
学
年
団
の
メ
ン
バ
ー
と
共
有

し
、
３
年
生
に
な
る
ま
で
の
進
路
観
の
深
掘
り
へ
と

つ
な
げ
て
い
き
ま
し
た
」（
江
口
先
生
）

　
昨
年
度
ま
で
江
口
先
生
と
同
じ
学
年
団
で
活
動

し
、
今
年
度
か
ら
は
１
学
年
主
任
と
な
っ
た
杉
山
先

生
は
、
江
口
先
生
同
様
に
毎
月
１
回
の
学
年
会
議
開

催
を
目
指
し
て
い
る
と
明
か
す
。

　「
江
口
学
年
団
で
の
経
験
を
通
じ
て
、
学
年
団
の

横
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
改
め
て
実
感
し
ま
し

た
。各
科
の
生
徒
の
志
向
や
特
性
を
生
か
し
な
が
ら
、

『
総
合
的
な
探
究
の
時
間
』
や
学
校
行
事
、
さ
ら
に

は
進
路
指
導
、
生
活
指
導
な
ど
、
専
門
科
で
の
学
習

以
外
の
時
間
を
よ
り
よ
い
も
の
に
し
て
い
く
た
め
に

は
、
横
の
つ
な
が
り
を
私
た
ち
の
学
年
で
も
強
固
に

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
今
年
度
、
江
口
学
年
団
は
３
学
年
と
な
り
、
生
徒

は
進
路
実
現
の
時
を
迎
え
る
。
横
の
つ
な
が
り
が
生

む
大
き
な
成
果
に
注
目
し
た
い
。

徐
々
に
広
が
っ
て
い
く

「
横
の
つ
な
が
り
」
を
大
切
に
す
る
文
化

松
本
匠
史　
ま
つ
も
と
・
た
く
み

教
職
歴
２
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。

建
築
科
。

杉
山
勝
彦　
す
ぎ
や
ま
・
か
つ
ひ
こ

教
職
歴
29
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。

１
学
年
主
任
。
地
理
歴
史
・
公
民
科
。

３
学
年
主
任

江
口
雅
也　
え
ぐ
ち
・
ま
さ
な
り

教
職
歴
20
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。

数
学
科
。

生徒の幅広い希望進路を支援する
ため、科を超えた横のつながりを
強化。定期的な学年会議で指導の
目線合わせを図った

学年主任は、メンバーの意見を尊
重して学年運営を行いつつ、率先
して生徒情報を収集・共有した

学年団　輝きのポイント

輝く
学年団を訪ねて
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保
護
者
対
応
が
校
務
の
課
題
に
上
が
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、１
９
９
０
年
代
後
半
か
ら
で
す
。89
年

に
国
連
で「
児
童
の
権
利
に
関
す
る
条
約
」が
採
択

さ
れ
、子
ど
も
の
権
利
運
動
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
頃

の
中
高
生
が
保
護
者
と
な
っ
て
か
ら
、学
校
を
法
的

観
点
で
捉
え
る
傾
向
が
強
く
な
り
、保
護
者
が
学
校

に
求
め
る
こ
と
が
増
え
た
と
、私
は
考
え
て
い
ま
す
。

学
校
と
し
て
は
、法
的
な
問
題
に
発
展
す
る
場
合
も

あ
る
こ
と
を
想
定
し
、そ
れ
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の

体
制
を
整
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
大
切
な
の
は
、
保
護
者
へ
の
情
報
発
信
で

す
。
労
働
災
害
に
お
け
る
経
験
則
を
示
し
た
「
ハ
イ

ン
リ
ッ
ヒ
の
法
則
」
は
、
保
護
者
対
応
に
応
用
で
き

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
法
則
に
の
っ
と
る
と
、
１
件

の
重
大
事
案
の
背
後
に
は
、
教
育
委
員
会
や
校
長
が

対
応
し
た
29
件
の
事
案
が
あ
り
、
そ
の
背
後
に
は
担

任
が
対
応
し
た
３
０
０
件
の
事
案
、
さ
ら
に
そ
の
背

後
に
は
保
護
者
か
ら
学
校
へ
の
連
絡
が
１
０
０
０
件

あ
る
と
言
え
ま
す
（
図
）。
保
護
者
が
学
校
に
連
絡

を
し
て
く
る
の
は
、
指
導
に
不
安
や
疑
問
が
あ
る
か

ら
で
す
。
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
学
校
便
り
な
ど
で
学
校

の
状
況
を
発
信
し
、
保
護
者
が
安
心
し
て
子
ど
も
を

送
り
出
せ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
、
重
大
事
案
の
発

生
防
止
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。

　
生
徒
に
気
に
な
る
点
が
見
ら
れ
た
ら
、担
任
が
保

護
者
に
連
絡
し
、一
緒
に
生
徒
を
支
え
る
こ
と
も
重

要
で
す
。特
に
遅
刻
や
早
退
、保
健
室
に
行
く
回
数

が
増
え
た
ら
何
か
問
題
を
抱
え
て
い
る
と
捉
え
、ま

ず
保
護
者
に
伝
え
ま
す
。そ
う
し
た
日
頃
の
や
り
取

保護者対応のポイント

学校の情報を積極的に発信し、生徒の気になる点はこ
まめに保護者に連絡する。

教育委員会の「保護者対応マニュアル」を、事前によ
く読んでおく。

保護者の話を傾聴し、主訴を的確につかむ。

学校だけで対応するのは厳しいと思ったら、ためらわ
ずに、外部に相談する。

学校
危機管理
基 礎 講 座

保
護
者
対
応

テーマ

学
校
で
起
こ
り
得
る
危
機
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
備
え
を
し
て
お
く
べ
き
か
。
事
故
や
災
害
な
ど
が
発
生
し
た
ら
、

被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
に
ど
う
対
応
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
学
校
の
危
機
管
理
に
つ
い
て
研
究
す
る
坂
田

仰た
か
し

教
授
が
解
説
す
る
本
コ
ー
ナ
ー
。
第
２
回
の
テ
ー
マ
は
、
保
護
者
対
応
だ
。

保
護
者
が
不
要
な
不
安
を
抱
か
ぬ
よ
う
、

積
極
的
な
情
報
発
信
と
こ
ま
め
な
連
絡
を

日本女子大学
教職教育開発センター
教授　坂田 仰

たかし

大阪府の公立高校に勤務後、東
京大学大学院法学政治学研究科
公法専攻博士課程単位取得退
学。1996 年、日本女子大学に
赴任。専門は、憲法学、公教育
制度論。教職員支援機構などで
スクール・コンプライアンス体
制の確立に向けた活動を展開。

解説者
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り
が
、学
校
へ
の
信
頼
に
つ
な
が
り
、問
題
が
起
き

た
際
も
意
思
疎
通
が
し
や
す
く
な
り
ま
す
。。

　教
育
委
員
会
が
作
成
す
る「
保
護
者
対
応
マ
ニ
ュ

ア
ル
」に
事
前
に
目
を
通
し
て
お
く
こ
と
も
大
切
で

す
。保
護
者
対
応
に
慣
れ
て
い
な
い
若
手
教
師
を
対

象
に
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
行
う
と
、
な
お
よ
い
で
し
ょ

う
。

　マ
ニ
ュ
ア
ル
に
は
保
護
者
対
応
の
基
本
が
示
さ
れ

て
い
ま
す
か
ら
、
詳
細
は
そ
れ
に
譲
る
と
し
て
、
本

コ
ー
ナ
ー
で
は
保
護
者
の
話
を
聞
く
際
に
最
も
重
要

な
ポ
イ
ン
ト
を
伝
え
ま
す
。そ
れ
は
、保
護
者
の
話

を
傾
聴
し
、主
訴
を
的
確
に
つ
か
む
こ
と
で
す
。彼

ら
が
何
を
知
り
た
い
の
か
、何
を
問
題
と
し
て
い
る

の
か
。
そ
れ
か
ら
ず
れ
て
い
た
ら
、い
く
ら
丁
寧
に

対
応
し
て
も
、保
護
者
の
不
満
や
不
安
は
解
消
で
き

ま
せ
ん
。

　傾
聴
は
案
外
難
し
く
、
感
情
的
に
な
っ
て
い
る
と

話
が
混
乱
し
、
内
容
を
捉
え
る
の
が
難
し
く
な
り
ま

す
。
ま
た
、答
え
を
急
ぐ
と
、相
手
の
話
の
途
中
で
、

「
そ
れ
は
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
」
と
先
走
っ

て
言
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
保
護
者
の
話
を
遮
ら

ず
に
、
そ
の
思
い
を
く
み
取
り
な
が
ら
、
要
求
や
不

満
の
背
景
に
何
が
あ
る
の
か
を
聞
き
取
る
こ
と
が
、

そ
の
後
の
対
応
を
適
切
に
行
う
た
め
に
重
要
で
す
。

多
く
の
保
護
者
は
、
子
ど
も
を
思
い
、
心
配
を
抱
え

た
状
態
で
学
校
に
連
絡
し
て
き
て
い
る
わ
け
で
す

か
ら
、
学
校
は
保
護
者
の
そ
の
思
い
に
寄
り
添
っ

た
上
で
、
冷
静
に
話
を
聞
く
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ

う
。　た

だ
、
そ
う
し
て
解
決
で
き
る
案
件
ば
か
り
と
は

限
り
ま
せ
ん
。
解
決
は
難
し
い
と
感
じ
た
場
合
は
、

そ
の
場
し
の
ぎ
で
返
事
を
せ
ず
、
持
ち
帰
っ
て
管
理

職
と
対
応
を
検
討
し
、
改
め
て
学
校
と
し
て
の
見
解

を
伝
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

　校
長
の
対
応
が
必
要
な
事
態
に
な
る
と
、
問
題
が

複
雑
化
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
校
長
は
、
関

係
者
か
ら
話
を
聞
き
、
主
訴
を
整
理
し
ま
す
。
話
を

よ
く
聞
く
と
、
感
情
の
行
き
違
い
が
原
因
の
場
合
も

あ
り
ま
す
。例
え
ば
、最
初
に
担
任
が
話
を
聞
い
て
く

れ
な
か
っ
た
不
満
が
こ
じ
れ
の
原
因
に
な
っ
て
い
る

の
で
あ
れ
ば
、校
長
が
教
師
の
配
慮
不
足
の
改
善
を

説
明
す
る
こ
と
で
解
決
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　聞
き
取
り
の
結
果
、
教
育
の
問
題
で
あ
れ
ば
、
生

徒
や
教
師
を
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
取
り
次
い

だ
り
、
校
長
が
受
け
持
っ
た
り
し
て
、
問
題
の
対
応

に
あ
た
り
ま
す
。
福
祉
の
問
題
で
あ
れ
ば
、
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
や
児
童
相
談
所
に
、
法
的

な
問
題
で
あ
れ
ば
、
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
に
相
談
し

ま
す
。
学
校
が
外
部
に
頼
る
こ
と
を
た
め
ら
う
気
持

ち
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
教
師
が
心
身
と
も

に
疲
弊
し
、
教
育
活
動
に
支
障
を
来
さ
な
い
た
め
に

も
、
外
部
と
の
連
携
は
重
要
で
す
。
学
校
を
支
援
す

る
制
度
が
あ
る
こ
と
を
研
修
な
ど
で
周
知
し
、
利
用

の
垣
根
を
低
く
し
て
お
く
こ
と
も
、
危
機
管
理
の
一

環
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
法
的
な
問
題
か
を
見
極
め

る
た
め
に
、
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
や
障
害
者
差

別
解
消
法
な
ど
、教
育
に
関
す
る
法
律
も
あ
る
程
度
、

知
っ
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

保
護
者
の
話
を
落
ち
着
い
て
傾
聴
し
、

要
求
や
不
満
の
背
景
を
つ
か
む

複
雑
化
し
た
問
題
を
整
理
し
、

学
校
が
疲
弊
す
る
前
に
外
部
に
相
談
を

労働災害における経験則を示した「ハインリッヒの法則」は、１つの重大な事
故の背後には、29の軽微な事故があり、さらにその背後には、300 のヒヤリハッ
ト（異常）が存在するという法則だ。それは、学校で起こる重大事案にもあて
はまると考えられる。最初に寄せられる保護者の声にしっかり対応することが、
重大事案の防止につながる。

図　 “ 学校危機管理 ”ハインリッヒの法則

1

29

300

1000 電話対応

担任対応

教育委員会・校長
対応

重大事案
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２年 4月（321人）
計（人）

大学 短期大学 専門学校 就職 その他 未定

１
年
４
月
（
３
１
８
人
）

大学 113 10 15 2 1 3 144
短期大学 5 12 10 0 0 0 27
専門学校 24 10 71 2 2 3 112
就職 0 0 0 4 0 1 5
その他 3 0 4 0 0 0 7
未定 11 3 7 2 0 3 26

計（人） 156 35 107 10 3 10

２年４月時点の
大学進学希望者
12人の増加の背景

2

1

４月 ９月 １月 ４月 ９月 １月 ４月

180

160

140

120

100

80

60

40

20

0

（人）

大学

専門学校

短期大学

就職

未定

３年２年１年

144
156

＝（❶新たに大学進学を目指した43人）−（❷別の進路に変えた31人）

ピックアップデータ ベネッセコーポレーション「実力診断テスト」（＊）

生徒一人ひとりの希望進路を
定期的・多角的に見取る

データから考える！　指導 のnex t

　
進
路
が
多
様
な
Ａ
高
校
に
お
け
る
、
ベ
ネ
ッ
セ

の
「
実
力
診
断
テ
ス
ト
」
の
結
果
を
集
計
し
た
希

望
進
路
に
関
す
る
２
つ
の
デ
ー
タ
を
見
て
み
る
。

　
各
希
望
進
路
の
生
徒
数
の
推
移
の
う
ち
、
大
学

進
学
希
望
者
に
着
目
す
る
と
、
１
年
４
月
か
ら
２

年
４
月
の
１
年
間
で
12
人
増
え
て
い
る
（
デ
ー
タ

❶
）。
そ
の
２
時
点
に
お
け
る
希
望
進
路
の
ク
ロ

ス
分
析
を
す
る
と
、
新
た
に
大
学
進
学
を
目
指
し

た
43
人
と
、
大
学
進
学
か
ら
別
の
進
路
に
変
え
た

31
人
が
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
（
デ
ー
タ
❷
）。

　
そ
の
よ
う
に
、
生
徒
の
進
路
が
多
様
な
高
校
で

は
、
生
徒
の
希
望
進
路
が
、
大
学
か
ら
就
職
へ
、

専
門
学
校
か
ら
大
学
へ
な
ど
と
変
化
す
る
こ
と
が

し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
希
望
進
路

調
査
は
定
期
的
に
行
い
、
生
徒
の
そ
の
時
点
で
の

希
望
進
路
を
把
握
す
る
だ
け
で
な
く
、
以
前
と
の

変
化
に
着
目
す
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
だ
。そ
し
て
、

希
望
進
路
を
変
更
し
た
生
徒
に
対
し
て
は
、
変
更

理
由
を
確
認
し
、
そ
の
理
由
に
応
じ
た
指
導
を
し

て
い
き
た
い
。 

　
さ
ら
に
、
デ
ー
タ
か
ら
自
校
の
生
徒
の
傾
向
を

つ
か
み
、
対
策
を
考
え
る
こ
と
は
、
学
校
全
体
で

組
織
的
な
指
導
を
行
う
上
で
有
効
な
手
段
だ
。
生

徒
の
学
力
や
学
習
習
慣
、
進
路
の
こ
だ
わ
り
な
ど

か
ら
傾
向
を
探
っ
た
り
、
特
定
の
時
期
に
希
望
進

路
を
変
更
す
る
生
徒
が
多
い
と
自
校
の
デ
ー
タ
か

ら
読
み
取
れ
る
場
合
は
、
そ
れ
以
前
に
実
施
し
て

い
る
進
路
行
事
の
内
容
や
形
を
見
直
し
た
り
す
る

こ
と
な
ど
も
、多
角
的
な
デ
ー
タ
活
用
の
一
例
だ
。

　
デ
ー
タ
を
一
面
的
に
捉
え
る
こ
と
な
く
、
様
々

な
面
か
ら
分
析
し
、指
導
に
生
か
し
て
い
き
た
い
。

注２）1年4月と2年4月の希望進
路アンケート結果のクロス分析。

進路が多様な高校における希望進路の変化データ

＊　ベネッセが提供する、生徒の「なりたい自分さがし」と「なりたい自分づくり」をサポートする教材「進路マップ」シリーズの１つで、教科書レベルを中心に
基礎学力を測る記述式テスト。

❶１年４月〜３年４月の
　各希望進路の
　生徒数の推移

❷２年４月時点で、
　１年４月から希望進路
　を変更した生徒数

注１）進路が多様なA高校における
1年4月～3年4月（同一学年）の

「実力診断テスト」での希望進路ア
ンケート結果の推移。
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教務担当お勧めの分掌
▲

お勧めの分掌

▲

お勧めの分掌

▲

お勧めの分掌

▲

進路担当 担任

進路担当 担任

教務担当 担任管理職

担任

P. 64

P. 46

P. 54

P. 60

教師個々の教科指導・進路指導に
役立つ事例や情報を、
先生方の思いを乗せてお届けする

経済金融教育　
宮城県・私立常

と き わ

盤木
ぎ

学園高校

目標 12	 つくる責任つかう責任	 P.54

目標 16	 平和と公正をすべての人に	

目標 12	 立命館大学	 P.56

	 生命科学部　生物工学科　生物機能工学研究室
目標 16	 東京外国語大学　	 P.58
	 国際社会学部　国際関係コース　篠田英

ひで

朗
あき

研究室

生徒の将来に影響する社会の動きが「働く」「学ぶ」「暮らす」の視点で分かる

トレンド・ワード　ライフシフト

これから求められる学びとは？　
一歩先を行く授業を実践者が紹介

教科の見方・考え方を働かせる
問いや課題を通じて学びが深まる授業に迫る

持続可能な社会の実現に向けた
問題解決に取り組む大学の研究とは？

大
学
の
学
び

解
説S D G s の

視 点 で 見 る

大学の学び

これからの
　　　　　　のための進 路 指 導

世の中　　　　　解説

英語　山梨県立青せい洲しゅう高校　飯
いい

室
むろ

雄
たけひろ

大	 P.46

事前の家庭学習で知りたい意欲を湧かせ、
授業での主体的な学び合いに導く

情報　愛知県立高こう蔵ぞう寺じ高校　田中	健	 P.50

単元を貫く問いを設定し、作品制作や
他者との対話を通じて本質的な理解に導く

女性が自立して生きていくために必要な
金融知識とライフプランの立て方を学ぶ

授 業 実 践

発問・課題設定をキーに見る

誌上で見学　　　　学びのnext
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1

4

主体的な学び
対話的な学び
深い学び

［
対
象
／
教
科
／
科
目
］
１
年
生
／
英
語
／
英
語
表
現
Ⅰ
　［
分
野
・
単
元
］Lesson3 M

y H
om

etow
n

（
本
時
は
、

全
3
時
間
の
う
ち
の
１
時
間
目
。
Ｐ
．49
に
単
元
の
指
導
計
画
を
掲
載
）

［
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
］
知
識
、
技
能
、
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
、
主
体
性
、
多
様
性
、
協
働
性

［
学
習
内
容
］
各
自
が
事
前
の
家
庭
学
習
で
、
時
制
の
文
構
造
を
分
析
し
た
り
、
例
文
を
考
え
た
り
す
る
ワ
ー
ク
シ
ー

ト
に
取
り
組
む
。
本
時
で
は
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
使
っ
て
グ
ル
ー
プ
内
で
各
自
が
考
え
を
発
表
し
、
時
制
の
理
解
を
深

め
る
学
び
合
い
を
行
い
、
最
後
に
グ
ル
ー
プ
の
代
表
者
が
発
表
し
て
、
各
グ
ル
ー
プ
で
の
気
づ
き
や
学
び
を
共
有
し
た
。

本時の目標と学習内容の説明

グループでの学び合い

まず、生徒はくじを引いて席順を決めた。毎回異なる生徒
同士で学び合いができるようにするための、飯室先生の
工夫だ。生徒が席に着くと、飯室先生は、本時の目標が「時
制の表現の違いを理解し、使い分けられるようになるこ
と」であることを示し、学習内容と流れを英語で説明した。

全員の発表が終わったのを見計らい、飯室先生が「分か
らなかったことを共有して、もやもやを解消しよう」と
呼びかけると、各グループで学び合いが始まった。飯室
先生は、「時制は、イラストやジェスチャーで説明すると
分かりやすいかも」と、説明のヒントを出した。

10:40

10:58

本時の概要

いいむろ・たけひろ　教職歴 12 年。同校に赴任して１年目。英語科。企業勤務を経
て、教職に就く。文部科学省によるアメリカ研修などで、指導や評価に関する知見を
深め、現在の授業スタイルを確立した。

学校概要
◎山梨県立市川高校、同峡

きょう

南
なん

高校、同増
ます

穂
ほ

商業高校を統合し、県内初の単位制・総合
制高校として開校。校訓に「進取、敬愛、共創」を掲げる。各科の専門性を生かし、
生徒の希望進路に応じた知識・技能の習得を支え、学科横断の選択科目も設定する。
学校設定科目「峡南地域学」と「総合的な探究の時間」では、学科の垣根を超え、地
域の防災や歴史、文化、産業、自然などについて探究する「青洲学」を実施。

◎設立　 2020（令和２）年
◎形態　全日制／普通科・工業科・商業科／共学　
◎生徒数　１学年約 270 人
◎2021年度進路実績　2020 年度に開校したため、卒業生はまだいない。

授 業 実 践

英
語

事
前
の
家
庭
学
習
で
知
り
た
い
意
欲
を
湧
か
せ
、

授
業
で
の
主
体
的
な
学
び
合
い
に
導
く

山
梨
県
立
青せ

い

洲し
ゅ
う

高
校

　飯い
い

室む
ろ

雄た
け
ひ
ろ大

発問・課題設定をキーに見る
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　私
の
理
想
は
、
生
徒
が
教
室
外
で
も
英

語
を
使
い
た
く
な
り
、
学
び
が
広
が
っ
て

い
く
こ
と
で
す
。
主
体
的
・
対
話
的
で
深

い
学
び
を
中
心
と
し
た
授
業
を
通
じ
て
、

生
徒
が
小
さ
な
努
力
と
成
功
体
験
を
積
み

重
ね
ら
れ
る
よ
う
に
し
、
失
敗
を
恐
れ
ず

に
英
語
を
使
お
う
と
す
る
自
信
と
勇
気
を

育
み
な
が
ら
、
実
践
的
な
英
語
運
用
能
力

を
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
に
重
点
を
置
い

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
本
時
の「
文
法
プ
レ

ゼ
ン
」
以
外
の
、「
英
語
表
現
」
や
「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
」
な
ど
の
授
業
は
す

べ
て
、オ
ー
ル
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
で
行
っ

て
い
ま
す
。そ
れ
に
よ
り
、Ａ
Ｌ
Ｔ
の
授
業

も
含
め
、
す
べ
て
の
英
語
の
授
業
が
有
機

的
に
連
動
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　授
業
づ
く
り
で
は
、
文
部
科
学
省
に
よ

る
ア
メ
リ
カ
研
修
で
学
ん
だ
「
ス
チ
ュ
ー

デ
ン
ト
・
セ
ン
タ
ー
ド
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」

を
意
識
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
授
業
で

最
も
多
く
発
言
す
る
の
は
教
師
で
は
な

く
、
生
徒
で
あ
る
こ
と
、
生
徒
の
意
見
を

授
業
に
取
り
入
れ
る
こ
と
と
い
う
、
2
つ

の
考
え
方
で
す
。
私
も
そ
れ
を
基
に
、
授

業
中
の
生
徒
の
様
子
を
徹
底
的
に
観
察

2

56

本時のキー課題

●
私
が
目
指
す
授
業

努
力
と
成
功
体
験
を
積
み
重
ね
、

英
語
を
使
う
自
信
と
勇
気
を
育
む

ウォームアップ

発表の準備代表者による「文法プレゼン」

「Do you like your hometown and why?」と、飯室先
生が問いかけ、まずは先生自身の故郷への思いを英語で話
した後、同じ話題でペアワークを行わせた。その間、飯室
先生は、「アイコンタクトやジェスチャーを使って」などと、
声をかけた。終了後、数人の生徒が話した内容を発表した。

グループごとに、現在形・現在進行形・過去形・過去進行形・
状態動詞の項目が割り振られ、グループの代表者は、ワー
クシートで取り組んだ内容を基に、発表のための説明を板
書した。その間、飯室先生は、生徒に質問したり、ワークシー
トをチェックしたりしながら、生徒の理解度を確認した。

各グループの代表者が約１分間でプレゼンテーションを
行った。飯室先生は、発表内容に関連させて、「どこを変
えると過去形になる？」「現在形と進行形の違いは？」など、
時制を使い分けるためのヒントを投げかけたり、適宜補足
説明をしたりして、時制の本質への理解を深めさせた。

10:44

11:0011:05

3「時制の違い」をグループ内で発表

グループワークに移り、家庭学習で取り組んだワークシー
トを基に、１人１分間でそれぞれ異なる設問に関する文構
造の説明やオリジナル例文などを発表した。飯室先生は、

「過去形と過去進行形の違いは、どう説明できる？」などと、
思考や説明のポイントを提示した。

10:48
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し
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
生
徒
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
肯
定
し
て
意
欲
を
引

き
出
し
た
り
、
生
徒
個
々
の
考
え
を
つ
な

げ
た
り
す
る
指
導
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　　
文
法
は
、
英
語
学
習
の
基
礎
と
し
て
重

要
で
す
が
、
生
徒
が
学
習
を
お
ろ
そ
か
に

し
が
ち
な
こ
と
に
課
題
を
感
じ
て
い
ま
し

た
。そ
こ
で
、文
法
学
習
の
必
然
性
を
感
じ

さ
せ
る
方
法
と
し
て
考
え
出
し
た
の
が
、

本
時
で
行
っ
た
「
文
法
プ
レ
ゼ
ン
」
で
す
。

そ
れ
は
、
生
徒
が
家
庭
学
習
で
、
私
が
作

成
し
た
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
沿
っ
て
文
法
に

つ
い
て
調
べ
、
自
分
な
り
に
理
解
し
た
上

で
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
例
文
を
作
り
、
授
業
で

は
そ
れ
を
基
に
グ
ル
ー
プ
で
学
び
合
い
、

理
解
し
た
こ
と
や
気
づ
き
を
最
後
に
ク
ラ

ス
全
体
で
発
表
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　
本
時
で
は
、
現
在
形
な
ど
5
つ
の
時
制

に
つ
い
て
、「
時
制
の
表
現
の
違
い
を
理

解
し
、
使
い
分
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ

と
」を
目
標
と
し
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
で
は
、
ほ
か
の
生
徒
が
理
解
で
き
る
よ

う
に
説
明
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。

生
徒
は
自
分
な
り
に
学
習
し
て
授
業
に
臨

み
ま
す
が
、
理
解
が
不
十
分
な
と
こ
ろ
も

年
2
回
実
施
し
、
英
語
力
を
客
観
的
指
標

で
評
価
す
る
と
と
も
に
、
生
徒
に
成
長
実

感
を
湧
か
せ
、
自
信
を
つ
け
さ
せ
る
こ
と

を
ね
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
前
任
校
で
は
、「
文
法
プ
レ
ゼ
ン
」
を

取
り
入
れ
て
か
ら
、
生
徒
の
英
語
力
が
着

実
に
伸
び
、
昨
年
度
の
大
学
入
学
共
通
テ

ス
ト
で
は
、
校
内
平
均
点
が
セ
ン
タ
ー
試

あ
り
ま
す
。
授
業
で
は
、
最
初
に
グ
ル
ー

プ
内
で
そ
れ
ぞ
れ
が
理
解
し
た
内
容
を
発

表
し
合
い
、
そ
れ
で
も
理
解
で
き
な
い
こ

と
を
話
し
合
い
ま
す
。
か
つ
て
の
文
法
の

授
業
を
「
の
ど
が
渇
い
て
い
な
い
の
に
水

を
飲
ま
さ
れ
て
い
る
よ
う
」
と
例
え
た
生

徒
が
、「
文
法
プ
レ
ゼ
ン
」
に
つ
い
て
、「
の

ど
が
渇
き
切
っ
た
時
に
仲
間
や
先
生
か
ら

水
を
も
ら
え
る
」
と
言
う
ほ
ど
、
皆
、
ほ

か
の
生
徒
の
話
を
意
欲
的
に
聞
き
ま
す
。

ま
た
、
他
者
に
説
明
す
る
こ
と
で
理
解
を

深
め
る
姿
も
見
ら
れ
ま
す
。

　
最
後
に
、
グ
ル
ー
プ
で
の
学
び
を
教
室

全
体
に
広
げ
る
た
め
、
グ
ル
ー
プ
の
代
表

者
に
発
表
さ
せ
ま
す
。
発
表
の
中
で
生
徒

に
必
ず
押
さ
え
て
ほ
し
い
事
項
は
、
私
が

発
表
者
を
褒
め
な
が
ら
強
調
し
た
り
、
解

説
し
た
り
し
ま
す
。
発
表
に
補
足
や
修
正

を
要
す
る
場
合
は
、
私
が
解
説
す
る
の
で

は
な
く
、「
別
の
考
え
方
を
し
た
グ
ル
ー

プ
は
あ
る
？
」
と
生
徒
に
問
い
か
け
ま
す
。

そ
こ
で
も
、
生
徒
同
士
の
学
び
合
い
で
気

づ
き
が
生
ま
れ
、
理
解
が
深
ま
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
は
、

学
年
全
体
で
の
学
び
合
い
の
き
っ
か
け
と

な
る
よ
う
、
参
考
に
し
て
ほ
し
い
も
の
を

廊
下
に
掲
示
し
て
い
ま
す
（
写
真
）。

　
な
お
、
本
単
元
は
２
時
間
連
続
で
授
業

を
行
い
、
次
時
に
は
、
本
時
に
扱
っ
た
時

制
の
活
用
を
主
眼
に
置
い
た
ラ
イ
テ
ィ
ン

グ
を
行
い
ま
し
た
。

　
私
の
授
業
で
は
、
１
年
間
で
教
科
書
を

２
周
し
ま
す
。
1
周
目
で
は
、
生
徒
同
士

の
学
び
合
い
と
「
文
法
プ
レ
ゼ
ン
」
に
よ

り
、
文
法
事
項
の
理
解
を
深
め
、
理
解
し

た
ば
か
り
の
文
法
を
活
用
し
た
ラ
イ
テ
ィ

ン
グ
を
行
う
こ
と
で
主
体
的
な
学
び
を
演

出
し
ま
す
（
本
単
元
の
１
・
２
時
間
目
）。

数
か
月
後
に
行
う
２
周
目
で
は
、
１
周
目

と
同
じ
テ
ー
マ
で
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
を
行
う

こ
と
で
、
前
回
か
ら
の
英
語
力
の
成
長
を

実
感
さ
せ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
（
本
単

元
の
3
時
間
目
）。
ま
た
、
Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
を

写真　他の生徒の見本とな
るワークシートは、「Good 
examples」として、飯室
先生が参考にしてほしい点
を書いた付箋紙とともに、
廊下に掲示。学年全体で共
有できるようにしている。
授業の前後には生徒が掲示
に集まり、他のクラスの生
徒のワークシートをじっく
り見ていた。

●
私
の
発
問
・
課
題
設
定
の
観
点

グ
ル
ー
プ
や
ク
ラ
ス
、学
年
全
体
で

生
徒
主
体
の
学
び
合
い
を
生
み
出
す

●
成
果
と
展
望

生
徒
が
前
向
き
に
授
業
に
臨
み
、

英
語
を
使
う
場
を
求
め
る
よ
う
に
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主体的・対話的で深い学び

験
の
時
よ
り
も
高
く
な
り
ま
し
た
。
学
力

下
位
層
の
成
績
も
向
上
し
、
全
体
的
に
底

上
げ
さ
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
か
つ
て
は
推
薦
入
試
な
ど
で
早

期
に
進
路
が
決
定
す
る
と
、
そ
の
後
の
授

業
に
集
中
で
き
な
い
生
徒
も
い
ま
し
た

が
、
今
の
授
業
ス
タ
イ
ル
を
取
り
入
れ
て

か
ら
、
生
徒
の
集
中
力
は
卒
業
ま
で
持
続

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
個

で
は
な
く
、
集
団
で
の
学
び
合
い
の
大
き

な
効
能
と
考
え
て
い
ま
す
。

　何
よ
り
う
れ
し
い
の
は
、
英
語
が
好
き

に
な
り
、
国
際
交
流
の
活
動
な
ど
に
参
加

す
る
生
徒
が
増
え
て
い
る
こ
と
で
す
。
積

極
的
に
英
語
を
使
う
姿
が
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、英
語
力
に
加
え
、英
語
を
使
お
う

と
す
る
自
信
と
勇
気
が
確
か
に
育
っ
て
い

る
こ
と
を
感
じ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
英

語
を
使
う
場
を
増
や
し
て
、
外
に
学
び
を

つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

単元の指導計画

授 業 実 践

【教科・科目】英語・英語表現Ⅰ　【分野・単元】Lesson3 My Hometown　【テーマ・作品】自分の住んでいる町や故郷について語
り合おう　【設定時数】全３時間（本時は１時間目）　【単元目標】学んだ知識や技能を用いてテーマに沿った自分の意見を表現し、
それらの共有を通じて英語の質を向上させることができる。

時
数 学習内容 身につけさせたい

資質・能力 授業の流れ 教師の配慮 評価方法

１

•Warm-up
"Do you like 
your hometown 
and why?"

•文法プレゼン
•Showcase
•ch e ck h om e 

work

• 知識や技能を自ら主体的に学ぶ
ことができる。

• 学んだ知識を自分の言葉で説明
することができる。

• 学んだ知識を使って問題を解く
ことができる。

【知識、技能、思考力、判断力、
表現力、主体性、多様性、協働性】

① Warm-Up でスピーキングの
ペアワークと Showcase を行
う。

②事前にワークシートを使って
調べ、理解した内容を、生徒
各自が作った例文を用いなが
らグループ内で説明する。

③分からない点は、グループ内
で学び合う。

④グループの代表者が前に出
て、グループで学んだことを
発表する。

【主体的な学び】数多くある情報源の
中から、必要な情報を探し、自分に合
うものを取捨選択し、知識として取り
入れるように促す。

【対話的な学び】グループワークや発
表を通じて、生徒同士の刺激を促し、
文法知識の獲得に関しても多様なアプ
ローチがあることを理解させる。

【深い学び】他者との共有や発表を通
じて、事前の家庭学習で得た知識をさ
らに深化させ、より確かなものにでき
るように促し、授業の前と後での進歩
を実感させる。

• 授業で
の活動

• ワーク
シート
の記入
内容

• 定期考
査

２

•Warm-up
 Get More
 Informed
 "Listen Up"

•Write on your 
own（１回目）

•Showcase

•これまでに学んだ知識や技能を
用いて、間違いを恐れずに英語
を使い、自分の考えを表現する
ことができる。

• 表現した内容について、互いに
意見を交わすことができる。

• 他者との共有を通じて、自分の
間違いを発見したり、他者の表
現を取り入れたりして、英語の
質を向上させることができる。

【知識、技能、思考力、判断力、
表現力、主体性、多様性、協働性】

① Warm-Up で教科書のリスニ
ング問題を解く。

②テーマに沿った英作文を書
く。

③意識するポイントを変えて、
異なる相手と英作文の共有を
４回行う。

④指名された生徒は、前に出て
発表する。

【主体的な学び】与えられたテーマに
ついて、自分の考えを持ち、表現でき
るように、適切に補助する。

【対話的な学び】他者との共有を通じ
て、自分の意見や表現方法と他者のも
のとを比較し、刺激を受け、必要に応
じて表現を自己評価したり、改善した
りすることができるように促す。

【深い学び】自己評価や自身での改善
を通して、１時間の授業の中でも表現
技術の向上を実感できるように促す。

• 授業で
の活動

• ノート
の記入
内容

• 定期考
査

３

（教科書の２周目：
冬ごろを想定）
•Warm-up:
 Get More
 Informed 
 "Read Up"

•Check and 
  Update the
  sentence
•Write on your 

own（２回目）
•Showcase

• 成長を実感し、自信を持つこと
ができる。

• 前回よりも増えた知識や技能を
用いて、以前書いた英文を修正
すること、または質を向上させ
ることができる。

• 前回よりも質の高い共有をする
ことができる。

【知識、技能、思考力、判断力、
表現力、主体性、多様性、協働性】

① Warm-Up で 教 科 書のリー
ディング問題を解く。

②数か月前の２時間目に書いた
自分の英作文を読み返し、ミ
スを訂正し、質を向上させる。

③２時間目と同じテーマで英作
文を書く。

④意識するポイントを変えて、
異なる相手と英作文の共有を
５回行う。

⑤指名された生徒は、前に出て
発表する。

【主体的な学び】数か月前に書いた英
作文の自己評価を通じて、成長を実感
し、今後の学習への動機づけとなるよ
うに促す。

【対話的な学び】他者との共有を通じ
て、自分の意見や表現方法と他者のも
のとを比較し、刺激を受け、必要に応
じて表現を自己評価したり、改善した
りすることができるように促す。

【深い学び】数か月前に書いた英作文
を自己評価し、前回よりも質の高い表
現ができるように促す。

• 授業で
の活動

• ノート
の記入
内容

• 定期考
査

※飯室先生作成の単元の指導計画を基に編集部で作成。

　　　　　　　　　では、 
本時の授業の様子を
ダイジェスト動画で

紹介しています。
生徒の学び合いや、先生の

声かけの様子を視聴できます。
ぜひ、ご覧ください。

VIEW n-express 検索
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田中先生の
ウェブセミナー公開中

田中先生が講師を務めたウェブセミナー「今から始める新教育課程『情報』の準備」の動画・資料を、ベネッセハイスクールオンラ
インで公開しています。https://bhso.benesse.ne.jp/hs_online/shinkatei/kyoka_joho.html

1

4

主体的な学び
対話的な学び
深い学び

［
対
象
／
教
科
／
科
目
］３
年
生
／
情
報
／
社
会
と
情
報
　［
分
野
・
単
元
］
情
報
デ
ザ
イ
ン
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
本

時
は
、
全
４
時
間
の
う
ち
の
４
時
間
目
。
Ｐ
．53
に
単
元
の
指
導
計
画
を
掲
載
）

［
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
］
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
、
主
体
性
、
多
様
性
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

［
学
習
内
容
］
前
時
ま
で
に
、
生
徒
は
個
々
に「
10
年
後
の
自
分
自
身
」
に
つ
い
て
の
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
を
ペ
イ
ン
ト
ソ
フ

ト
で
制
作
。
本
時
は
、
制
作
の
意
図
と
工
夫
点
を
全
員
が
発
表
し
、
発
表
内
容
に
つ
い
て
相
互
評
価
を
実
施
。
最
後
に
、

単
元
の
冒
頭
に
投
げ
か
け
た
「
情
報
デ
ザ
イ
ン
と
は
何
か
」
と
い
う
問
い
に
つ
い
て
、改
め
て
考
え
を
ま
と
め
さ
せ
た
。

本時の流れを説明

生徒同士で相互評価

田中先生は、本時の流れとして、１人ずつ前に出て、自分
が制作したピクトグラムを、手元に原稿を置かずに 45
秒間でプレゼンテーションし、他の生徒は、「制作の意図
を表す作品になっていたか」「プレゼンテーションは理解
しやすかったか」という視点で評価することを説明した。

ピクトグラムとプレゼンテーションを総合して最もよい
と思った発表者の学籍番号と評価の理由をワークシート
に記入。評価の理由には、「何を表しているかひと目で理
解できるデザインだった」「色の種類を少なくすることで
伝わりやすさが増していた」といったことが書かれていた。

14:20

15:00

本時の概要

たなか・けん　教職歴 19 年。同校に赴任して２年目。情報科。修士（インターネッ
ト言語教育学）。2022 年度用教科書『高等学校 情報Ⅰ』『情報Ⅰ Next』（ともに数
研出版）の著者の１人。2010 年より、センター試験の「情報関係基礎」を中心に、「情
報」を受験教科にした大学入試について実践・研究を行っている。

学校概要
◎愛知県春日井市の北東部に位置する普通科進学校。校訓に「よりたくましく、より
ゆたかに、よりさとく」を掲げる。伝統的に学校行事や部活動にも力を注ぎ、例年、
多くの部が県大会以上の大会に出場している。
◎設立　 1980（昭和 55）年
◎形態　全日制／普通科／共学　◎生徒数　１学年約 360 人
◎2021年度入試合格実績（現浪計）　国公立大は、信州大、岐阜大、愛知教育大、名
古屋工業大、名古屋大、京都大、神戸大、愛知県立大などに 102 人が合格。私立大は、
慶應義塾大、愛知大、金城学院大、中京大、中部大、南山大、名城大、同志社大、立
命館大、近畿大、関西大などに延べ 1,456 人が合格。

授 業 実 践

情
報

単
元
を
貫
く
問
い
を
設
定
し
、
作
品
制
作
や

他
者
と
の
対
話
を
通
じ
て
本
質
的
な
理
解
に
導
く

愛
知
県
立
高こ

う
ぞ
う蔵

寺じ

高
校

　田
中
健

発問・課題設定をキーに見る
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情
報
科
の
目
標
の
１
つ
と
し
て
、
情
報

と
情
報
技
術
を
活
用
す
る
た
め
の
知
識
・

技
能
の
習
得
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た

め
、
言
わ
ば
「
パ
ソ
コ
ン
教
室
」
の
よ
う

に
Ｏ
Ａ
ス
キ
ル
を
習
得
す
る
こ
と
が
教
科

「
情
報
」
の
目
的
だ
と
、
長
ら
く
全
国
的

に
曲
解
さ
れ
て
き
た
か
と
思
い
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
、
Ｏ
Ａ
ス
キ
ル
は
社
会
的
に
不
可

欠
で
す
が
、
情
報
科
教
育
の
目
的
は
そ
の

習
得
で
は
な
く
、
そ
の
活
用
方
法
を
考
え

る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
２
０
２
２
年
度

に
実
施
さ
れ
る
新
学
習
指
導
要
領
の
「
情

報
」
で
は
、
Ｏ
Ａ
ス
キ
ル
の
活
用
方
法
を

含
め
た
陳
腐
化
し
な
い
知
識
・
技
能
が
習

得
さ
せ
る
べ
き
資
質
・
能
力
と
言
え
ま
す
。

　
そ
う
し
た
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
た

め
に
心
が
け
て
い
る
の
は
、
日
常
生
活
に

結
び
つ
け
た
課
題
を
設
定
す
る
こ
と
で

す
。
例
え
ば
、
本
時
で
取
り
上
げ
た
単
元

で
は
、「
情
報
デ
ザ
イ
ン
と
は
何
か
」
と

い
う
問
い
に
対
し
て
、
教
科
書
に
書
か

れ
た
文
言
を
借
用
し
て
答
え
る
の
で
は
な

く
、
実
体
験
を
通
じ
た
自
身
の
言
葉
で
答

え
ら
れ
る
よ
う
、
日
常
生
活
に
溶
け
込
ん

で
い
る
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
を
制
作
す
る
課
題

2

56

●
私
が
目
指
す
授
業

汎
用
的
な
知
識・技
能
を
育
む
課
題
を
、

生
徒
に
身
近
な
テ
ー
マ
で
設
定

プレゼンテーション

全体で考えを共有単元のまとめ

生徒は１人ずつ前に出て、前時までに制作したピクトグラ
ムのデザインについて、制作意図と工夫点を交えて発表し
た。「国際的な人道支援の仕事に就く様子を表現した」「社
会人になってからも大好きな音楽がそばにある生活をイ
メージした」など、様々な将来像が語られた。

「情報デザインとは何か」という問いについて、数人の生
徒が自分の考えを発表した。「情報デザインは、自分が伝
えたいことを言葉を用いずに簡潔に表現する手法」「他者
に情報を過不足なく伝えるためのデザイン」といった考え
がクラス全体で共有され、各自で考えを深めた。

生徒の発表を受け、田中先生は、「芸術分野のデザインは、
100人いたら100通りの受け止め方がある制作者の思想
や感情を表現するものだが、情報デザインは、100人に対
して同じ内容や意図を伝えることを目的になされるもの」
と説明し、授業を締めくくった。

14:23

15:0415:08

3「情報デザインとは何か」を再考察

生徒は、単元の冒頭で提示した「情報デザインとは何か」
という問いを改めて考え、ワークシートに記入した。田中
先生は、生徒の思考を活性化させようと、「情報デザイン
とは、そもそも何かな？」「アートとインフォメーションの
違いは何だと思う？」などと問いかけた。

本時のキー課題

14:57
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を
設
定
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
授
業
で
は
、
生
徒
が
主
体
的
に

課
題
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
批
判
的
に
物

事
を
考
え
た
り
、
エ
ビ
デ
ン
ス
を
示
し
て

相
手
を
説
得
し
た
り
す
る
と
い
っ
た
活
動

を
行
い
、
思
考
力
や
表
現
力
な
ど
の
資
質
・

能
力
の
育
成
も
重
視
し
て
い
ま
す
。
将
来
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
活
用
す
る
仕
事
に
携

わ
ら
な
い
と
し
て
も
、
授
業
で
学
ん
だ
こ

と
が
そ
の
後
の
生
き
る
力
と
な
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　
20
年
度
か
ら
試
験
的
に
、「
22
年
度
の

『
情
報
Ⅰ
』
を
見
据
え
た
年
間
学
習
指
導

計
画
」（
図
１
）
を
作
成
し
、
実
践
し
て

い
ま
す
。
21
年
度
は
全
９
ク
ラ
ス
18
単
位

を
受
け
持
つ
こ
と
に
な
り
、
文
系
の
「
社

会
と
情
報
」、
理
系
の
「
情
報
の
科
学
」

の
両
方
で
、
新
学
習
指
導
要
領
の
必
履
修

科
目
で
あ
る
「
情
報
Ⅰ
」
の
学
習
内
容
を

想
定
し
た
年
間
指
導
計
画
を
立
て
ま
し
た
。

　
最
初
の
単
元
に
は
、「
情
報
Ⅰ
」
で
ま

ず
全
学
習
者
が
学
ぶ
「
情
報
デ
ザ
イ
ン
」

を
配
置
し
ま
し
た
。
本
時
で
扱
っ
た
単
元

で
、
１
０
０
×
１
０
０
ピ
ク
セ
ル
の
キ
ャ

ン
バ
ス
に
、
ペ
イ
ン
ト
ソ
フ
ト
で
10
年
後

え
を
書
か
せ
て
か
ら
、
グ
ル
ー
プ
内
で
考

え
を
共
有
。
そ
の
上
で
、
個
々
に
ピ
ク
ト

グ
ラ
ム
を
制
作
し
、
デ
ザ
イ
ン
の
制
作
意

図
と
工
夫
点
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
す

る
こ
と
を
課
し
ま
し
た
。
自
身
が
発
表
し
、

他
者
の
発
表
を
聞
く
と
い
う
活
動
を
通
じ

て
、
意
図
が
伝
わ
る
よ
う
に
表
現
す
る
こ

と
の
難
し
さ
を
実
感
さ
せ
て
か
ら
、
単
元

の
最
後
に
改
め
て
「
情
報
デ
ザ
イ
ン
と
は

何
か
」
と
問
い
か
け
て
考
え
を
深
め
さ
せ
、

の
自
分
自
身
を
伝
え
る
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
を

制
作
し
、
制
作
意
図
と
工
夫
点
を
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
と
い
う
内
容
で
す
。

　
単
元
の
キ
ー
と
な
る
発
問
は
、「
情
報

デ
ザ
イ
ン
と
は
何
か
」
で
す
。
模
範
解
答

は
、「
１
０
０
人
い
れ
ば
１
０
０
人
に
対

し
て
同
じ
内
容
や
意
図
が
伝
わ
る
デ
ザ
イ

ン
」
で
あ
り
、
そ
れ
を
理
解
す
れ
ば
、
本

単
元
の
学
習
目
的
は
概
ね
達
成
で
き
た
と

言
え
ま
す
。
し
か
し
、
教
師
が
言
葉
で
説

明
す
る
だ
け
で
は
、
多
く
の
生
徒
に
と
っ

て
は
、
見
た
人
す
べ
て
に
同
じ
内
容
や
意

図
が
伝
わ
る
デ
ザ
イ
ン
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
、
そ
の
本
質
を
理
解
す
る
の
は
難
し

い
で
し
ょ
う
。
自
身
の
課
題
と
し
て
デ
ザ

イ
ン
を
制
作
し
、
他
者
の
作
品
と
比
較
す

る
中
で
理
解
が
深
ま
る
と
考
え
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
単
元
を
次
の
よ
う
に
構
成
し

ま
し
た
。
ま
ず
、「
情
報
デ
ザ
イ
ン
と
は

何
か
」
と
生
徒
に
問
い
か
け
、
自
分
の
考

図１　2022年度の「情報Ⅰ」を見据えた年間学習指導計画

図２　「情報デザイン」のワークシート（抜粋）

生徒が制作したピクトグラ
ム。仕事もプライベートも
充実した将来像がイメージ
されている。

※学校資料をそのまま掲載。

田中先生が、昨年度の「情報の科学」で展開した授業内容。（　）内が、「情報Ⅰ」に
相当する単元構成となる。 　　　　　　　　　※田中先生提供資料を基に編集部で作成。

1～ 4時間目「10 年後の自己自身」を表すピクトグラムの制作 （情報デザイン、コ
ミュニケーション）

5 ～16時間目 デジタル表現 （デジタル表現）
17～22時間目 サイコロの出目調査 （モデル化とシミュレーション、データの分析）
23 ～28時間目 成績表作成 （データベース、プログラミング～ VBA）
29 ～36時間目 Web プログラミング （ネットワーク、プログラミング～ HTML/CSS）
37～ 50時間目 卒業研究 （問題解決、データの活用、法とセキュリティ、情報リテ

ラシー、ほか多数）

●
私
の
発
問
・
課
題
設
定
の
観
点

試
行
錯
誤
を
経
て
理
解
を
深
め
、

自
分
な
り
の
言
葉
で
解
答
さ
せ
る

ピクトグラムの制作と制作意図の
プレゼンテーションの後、単元の
最初に投げかけた「情報デザイン
とは何か」という問いに対して、
自分の考えを言語化させた。
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主体的・対話的で深い学び

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
最
終
的
な
考
え
を
記
入

さ
せ
ま
し
た
（
図
２
）。

　
多
く
の
場
合
、
当
初
は
デ
ザ
イ
ン
す
る

こ
と
ば
か
り
に
関
心
が
向
き
、
１
０
０
人

い
た
ら
１
０
０
通
り
の
解
釈
が
で
き
る
よ

う
な
芸
術
性
を
志
向
し
が
ち
で
す
。
し
か

し
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
ピ
ク
ト
グ
ラ

ム
制
作
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
相
互

評
価
を
通
じ
て
教
師
が
誘
導
す
る
こ
と

で
、「
１
０
０
人
の
解
釈
が
合
致
す
る
も

の
」
と
い
う
「
情
報
デ
ザ
イ
ン
」
の
本
質

を
最
後
に
は
理
解
で
き
る
は
ず
で
す
。

　
例
え
ば
、
本
時
の
気
づ
き
と
し
て
、「
最

初
は
で
き
る
だ
け
多
く
の
要
素
を
盛
り
込

も
う
と
し
た
が
、
他
の
作
品
を
見
る
う
ち

に
、
実
は
簡
潔
な
デ
ザ
イ
ン
の
方
が
伝
わ

り
や
す
い
こ
と
に
気
づ
い
た
」
と
書
い
た

生
徒
が
い
ま
し
た
。
実
際
に
考
え
を
表
現

す
る
作
品
制
作
の
中
で
、
伝
わ
る
表
現
と

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
考
え
、
試
行
錯

誤
し
た
か
ら
こ
そ
の
気
づ
き
で
し
ょ
う
。

　
情
報
科
目
を
３
年
次
に
配
置
し
て
い
る

本
校
で
す
が
、
現
時
点
で
は
「
情
報
」
を

受
験
で
利
用
す
る
生
徒
は
ほ
と
ん
ど
い
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
大
学
入
試
に
関
係
が
な

く
て
も
、
真
剣
に
作
品
を
制
作
し
、
活
発

に
意
見
を
交
わ
す
姿
を
目
の
あ
た
り
に
し

て
、
知
的
好
奇
心
を
育
む
こ
と
に
寄
与
で

き
て
い
る
と
い
う
手
応
え
が
あ
り
ま
す
。

　
新
学
習
指
導
要
領
が
実
施
さ
れ
る
22
年

度
以
降
の
課
題
に
は
、「
情
報
Ⅰ
」
で
取

り
扱
う
内
容
が
こ
れ
ま
で
よ
り
広
く
深
く

な
る
こ
と
、
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
が
発

表
し
て
い
る
通
り
、
大
学
入
学
共
通
テ

ス
ト
の
出
題
教
科
に
な
る
こ
と
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
ら
は
、
高
校
の
情
報

教
育
に
お
い
て
確
実
に
大
き
な
転
換
点
で

あ
り
、
同
時
に
「
情
報
の
先
生
」
に
求
め

ら
れ
る
こ
と
も
大
き
く
変
わ
っ
て
い
く
で

し
ょ
う
。

　
学
習
内
容
は
増
え
ま
す
が
、
標
準
単
位

数
の
変
更
は
な
い
た
め
、
授
業
で
扱
う
内

容
の
思
い
切
っ
た
精
選
が
重
要
に
な
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
既
に
公
開
さ
れ
て

い
る
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
の
サ
ン
プ
ル

問
題
を
、
生
徒
自
身
で
解
答
で
き
る
よ
う

な
能
力
の
育
成
も
見
据
え
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
知
識
や
技
能

の
習
得
だ
け
を
目
的
と
す
る
指
導
か
ら
脱

却
し
、
生
徒
に
自
ら
学
ぶ
姿
勢
を
身
に
つ

け
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
資
質
・
能
力

を
効
果
的
に
育
成
す
る
指
導
へ
の
転
換
が

必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

●
成
果
と
展
望

新
課
程
で
は
、

授
業
で
扱
う
内
容
の
精
選
が
鍵

単元の指導計画

授 業 実 践

【教科・科目】情報・社会と情報（理系クラスの「情報の科学」でも実施）　【分野・単元】情報デザイン、コミュニケーション（「情
報Ⅰ」の先行実施）　【テーマ・作品】ピクトグラム制作とプレゼンテーション　【設定時数】全４時間（本時は４時間目）　【単元
目標】情報デザインについて、その用途と目的を理解する。

時
数 学習内容 身につけさせたい

資質・能力 授業の流れ 新課程「情報Ⅰ」に向けた
教師の配慮

１ •１年間のオリエンテー
ション	

【思考力、主体性、
協働性】

①教科「情報」について、１年間の基本的な授
業の流れを説明。

②「情報デザインとは何か」をテーマにディス
カッションを行う。

•教師は、講義者ではなく司会者と
いう立ち位置で、教えすぎないよ
うにする。

•教科書に模範解答が記されておら
ず、かつ、生徒の日常生活と関連
のあるテーマを提示し、ディスカッ
ションを行う。

•ディスカッションでは、
①自身の考えを言語化する
②他者の考えを聞いて回る
③自身の考えの変化や深まりを言

語化する
④クラス全体で考えを共有する
ことで、生徒が自身の考えを表現
し、他者の考えと突き合わせるこ
とで、自身の考えを深めることを
目指す。

•教師は、テーマの提示、話題が脱
線した際の軌道修正、メリハリの
維持、最終的なまとめといった全
体の調整に徹し、生徒主体の学び
の実現を目指す。

２

•デザイン（情報・芸術）
の目的についての理解

•「画素」の理解
•「10 年後の自分自身」
を表すピクトグラムの
制作

【技能、思考力、
主体性、協働性】

①「情報分野と芸術分野のデザインの違いと目
的」をテーマにディスカッションを行う。

②ラスタ形式の画像における「画素」の概念を
理解する。

③「10年後の自分自身」をテーマにしたピクト
グラムを制作する。

３

•「10 年後の自分自身」
を表すピクトグラムの
制作

•プレゼンテーション用
の原稿の作成

【技能、思考力、
主体性、協働性】

①前時に続けてピクトグラムを制作し、完成さ
せる。

②プレゼンテーション用の原稿（45秒間、400
字程度）を作成する。

③各自で発表の練習・リハーサルを行う。

４
•ピクトグラムのプレゼ
ンテーションと相互評
価

【技能、思考力、
判断力、主体性】

①ピクトグラムのプレゼンテーションを１人 45
秒間で行う。

②ピクトグラムとプレゼンテーションの相互評
価を行う。

③単元のまとめとして、「情報デザインとは何か」
を改めて考え、ワークシートに記入する。

※田中先生作成の単元の指導計画を基に編集部で作成。
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S D G s の
視 点 で 見 る

大学の学び

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
向
け
た
取
り
組
み
や
研
究
の
視
点
で
、
大
学
の
学
び
を
紹
介
す
る
本
コ
ー
ナ
ー
。

今
号
で
は
、
持
続
可
能
な
生
産
消
費
形
態
の
確
保
を
目
指
す
目
標
12
と
、
平
和
と
公
正
の
実
現
を
目
指
す
目
標
16
に
関
す
る
大
学
の
学
び
を
取
り
上
げ
る
。

ま
ず
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
つ
い
て
、
世
界
と
日
本
の
状
況
を
解
説
し
た
後
、
目
標
12
は
立
命
館
大
学
、
目
標
16
は
東
京
外
国
語
大
学
の
学
び
を
紹
介
す
る
。

　
目
標
16
で
は
、
国
や
人
種
を
問
わ
ず
、

誰
も
が
平
等
に
な
る
法
律
を
整
え
、
平
和

な
社
会
を
つ
く
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
そ
の
際
、
大
き
な
脅
威
と
な
っ
て
い

る
の
が
、
紛
争
や
暴
力
、
不
正
で
す
。

　
S
D
G
s
の
前
身
で
あ
る
M
D
G
s

（
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
）
が
打
ち
出
さ

れ
て
い
た
２
０
０
０
年
代
に
は
、
国
際
社

会
の
努
力
に
よ
り
、
紛
争
や
そ
の
犠
牲
者

の
数
は
減
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
10

年
代
以
降
、
再
び
増
加
し
て
い
ま
す
。
そ

の
理
由
の
１
つ
が
、
中
東
や
北
ア
フ
リ
カ

の
国
々
で
起
こ
っ
た
「
ア
ラ
ブ
の
春
」
と

呼
ば
れ
る
民
主
化
運
動
で
す
。ほ
か
に
も
、

ア
フ
リ
カ
の
サ
ヘ
ル
や
南
ア
ジ
ア
で
の
紛

争
も
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
紛
争
解
決
が
難
し
い
の
は
、
原
因
が
複

雑
化
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
例
え
ば
、
ア

メ
リ
カ
は
、
対
テ
ロ
戦
争
開
始
か
ら
20
年

を
迎
え
る
今
年
の
９
月
ま
で
に
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
の
駐
留
米
軍
を
完
全
撤
退
さ
せ
る

と
表
明
し
ま
し
た
が
、
現
地
の
人
同
士
の

紛
争
要
因
や
形
態
が
複
雑
化
し
、

解
決
が
困
難
に

世
界
の
状
況

解　説

解　説

＊１　2017 年の有機農業の取組面積。出典は、農林水産省「有機農業をめぐる事情」（令和元年８月）。　＊２　Internet of Things の略。スマートフォンやパソコンだけでなく、
様々な物に通信機能を持たせ、インターネットに接続したり、相互に通信したりして、自動制御や情報収集などを行うこと。

目
標

12 
持
続
可
能
な
生
産
消
費
形
態
を
確
保
す
る

　
目
標
12
で
は
、
天
然
資
源
の
持
続
可
能

な
管
理
と
効
率
的
利
用
、
食
品
ロ
ス
の
削

減
、
人
の
健
康
や
環
境
へ
の
悪
影
響
を
最

小
化
す
る
た
め
、
化
学
物
質
や
廃
棄
物
の

大
気
、
水
、
土
壌
へ
の
放
出
量
を
大
幅
に

削
減
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
E
U
諸
国
で
は
、
農
業
分
野
に
お
い

て
、
化
学
物
質
削
減
へ
の
意
識
が
確
実
に

高
ま
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
２
０
２
０

年
５
月
、
欧
州
委
員
会
は
、
30
年
ま
で
の

10
年
間
で
化
学
農
薬
の
使
用
量
を
半
減
さ

せ
、
有
機
栽
培
の
面
積
を
全
農
地
の
25
%

に
拡
大
す
る
こ
と
を
宣
言
し
ま
し
た
。

　
農
薬
使
用
に
関
す
る
厳
し
い
基
準
や
規

制
を
設
け
る
国
も
増
え
て
い
ま
す
。
日
本

で
は
広
く
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
昆
虫

に
対
し
て
毒
性
の
あ
る
ネ
オ
ニ
チ
コ
ノ
イ

ド
系
農
薬
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
18
年
か
ら

使
用
が
全
面
的
に
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。
ア

ジ
ア
で
も
、
ベ
ト
ナ
ム
で
は
、
厳
し
い

農
薬
の
使
用
基
準
を
設
け
て
い
ま
す
。
ベ

ト
ナ
ム
戦
争
で
撒
布
さ
れ
た
枯
葉
剤
の
影

化
学
物
質
や
廃
棄
物
の

放
出
削
減
へ
の
意
識
が
高
ま
る

世
界
の
状
況

目
標
16 

持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
平
和
で
包
摂
的

な
社
会
を
促
進
し
、
す
べ
て
の
人
々
に
司
法
へ
の
ア
ク

セ
ス
を
提
供
し
、
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
に
お
い
て
効
果
的

で
説
明
責
任
の
あ
る
包
摂
的
な
制
度
を
構
築
す
る
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争
い
が
拡
大
し
て
い
る
と
い
う
の
が
現
状

で
す
。
ま
た
、紛
争
の
形
も
、軍
事
ド
ロ
ー

ン
が
使
わ
れ
る
な
ど
、
大
き
く
変
わ
っ
て

き
ま
し
た
。

　
紛
争
解
決
を
目
指
す
に
は
、
国
境
横
断

的
に
問
題
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
国
際
連
合
に
加
え
、

地
域
機
構
や
準
地
域
機
構
（
＊
３
）
が
手

を
取
り
合
い
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
の
紛
争

解
決
の
手
立
て
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
で
し
ょ
う
。

　
日
本
は
紛
争
が
な
く
、
殺
人
や
暴
力
な

ど
の
発
生
件
数
も
他
国
に
比
べ
て
少
な
い

た
め
、
17
の
目
標
の
う
ち
、
既
に
達
成
し

た
数
少
な
い
目
標
の
１
つ
で
す
。し
か
し
、

自
国
と
他
国
の
た
め
の
取
り
組
み
、
そ
の

ど
ち
ら
に
お
い
て
も
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　
国
内
で
は
、
特
に
公
正
に
関
す
る
課

題
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

タ
ー
ゲ
ッ
ト
５
の
「
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
汚

職
や
贈
賄
を
大
幅
に
減
ら
す
」
を
例
に
挙

げ
る
と
、
確
か
に
日
本
で
は
、
途
上
国
で

起
き
て
い
る
よ
う
な
汚
職
や
賄
賂
は
あ
り

ま
せ
ん
。
た
だ
、汚
職
度
ラ
ン
キ
ン
グ（
＊

４
）
で
は
、
１
８
０
か
国
中
19
位
で
、
上

を
目
指
せ
る
余
地
が
あ
り
ま
す
。
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
に
関
し
て
は
さ
ら
に
課
題
が
あ

り
、
国
会
議
員
の
女
性
の
数
は
、
１
９
３

か
国
中
１
６
６
位
（
＊
５
）
で
、
積
極
的

な
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

　
他
国
の
平
和
と
公
正
の
た
め
に
、
資
金

援
助
な
ど
の
国
際
貢
献
を
行
う
こ
と
は
重

要
で
す
。
詳
細
な
数
値
目
標
に
と
ら
わ
れ

過
ぎ
ず
、
そ
も
そ
も
平
和
で
公
正
な
社
会

と
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
現
状
を
本
質
的

に
見
直
し
、
具
体
的
な
取
り
組
み
を
考
え

る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

東
京
外
国
語
大
学

大
学
院
　

総
合
国
際
学
研
究
院
　

教
授篠田

英
朗

し
の
だ
・
ひ
で
あ
き

専
門
分
野
は
、
国
際
政
治
学
（
平
和
構
築
）。
早

稲
田
大
学
大
学
院
政
治
学
研
究
科
修
士
課
程
修

了
、
ロ
ン
ド
ン
大
学
大
学
院
に
て
国
際
関
係
学

P
h.
D.
取
得
。
広
島
大
学
准
教
授
な
ど
を
経
て
、

2
0
1
3
年
か
ら
現
職
。

解説者
平
和
と
公
正
の
意
味
を
本
質
的
に

見
直
し
、
国
際
貢
献
を

日
本
の
状
況

Ｐ．
　

56
〜
57
で
、
目
標
12
の
達
成
に
向

け
た
［
立
命
館
大
学
］
の
学
び
を
紹

介
し
ま
す
。

Ｐ．
　

58
〜
59
で
、
目
標
16
の
達
成
に
向

け
た
［
東
京
外
国
語
大
学
］
の
学
び

を
紹
介
し
ま
す
。

＊３ 政治や経済の協力を進めるために結成する組織のこと。代表的な地域機構に EU や ASEAN などがある。　＊ 4  2020 年、Transparency International「腐敗認識
指数」より。　 ＊ 5  2021 年３月、 列国議会同盟より。　

響
で
多
大
な
健
康
被
害
が
起
き
た
歴
史
か

ら
、
国
民
が
農
薬
へ
の
危
機
意
識
を
持
っ

て
い
る
か
ら
で
す
。

　
１
９
６
０
年
代
ま
で
の
日
本
は
、
堆
肥

や
下し

も

肥ご
え

を
利
用
し
、
生
物
の
循
環
を
利
用

し
た
有
機
農
法
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
農
作
業
の
機
械
化
が
進
み
、
農
作

物
の
規
格
化
が
図
ら
れ
る
に
つ
れ
て
、
化

学
肥
料
を
使
う
割
合
が
増
え
て
い
き
ま
し

た
。
現
在
、
国
内
の
化
学
肥
料
や
農
薬
を

使
用
し
な
い
有
機
農
業
の
面
積
は
、
農
地

面
積
の
う
ち
、
0
・
5
％
で
す
（
＊
１
）。

　
そ
う
し
た
現
状
を
打
開
す
べ
く
、
農
林

水
産
省
は
、
50
年
ま
で
に
、
環
境
負
荷
の

少
な
い
持
続
可
能
な
農
林
水
産
業
の
実
現

を
目
指
し
、
農
業
分
野
で
は
、
有
機
農
業

の
面
積
を
国
内
の
農
地
面
積
の
25
％
に
あ

た
る
１
０
０
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
ま
で
拡
大
す

る
計
画
を
立
て
ま
し
た
。

　
そ
う
し
た
循
環
型
農
業
を
広
げ
て
い
く

た
め
に
は
、
生
産
者
や
消
費
者
に
有
機
農

法
の
有
用
性
や
安
全
性
を
啓
蒙
す
る
必
要

が
あ
る
で
し
ょ
う
。
私
の
研
究
で
も
、
化

学
肥
料
を
使
っ
た
土
壌
は
微
生
物
が
少
な

く
、
野
菜
に
必
要
な
栄
養
分
（
窒
素
・
リ

ン
な
ど
）
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
一
方
、
有
機
肥
料
を
用
い
た

土
壌
は
有
機
物
が
多
く
、
ミ
ネ
ラ
ル
な
ど

の
栄
養
素
が
高
い
野
菜
を
収
穫
で
き
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
安
心
・
安
全
な
野
菜
を
多
く
の

消
費
者
に
届
け
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
づ
く

り
も
重
要
で
す
。
例
え
ば
、農
家
や
企
業
、

大
学
な
ど
が
連
携
し
、Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ（
＊

２
）
を
活
用
し
た
高
い
生
産
性
と
安
全
性

を
両
立
す
る
次
世
代
の
農
業
へ
の
転
換
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

立
命
館
大
学

生
命
科
学
部
　教
授

久
保 

幹

く
ぼ
・
も
と
き

専
門
分
野
は
、
環
境
科
学
、
環
境
微
生
物
学
、
農

学
。
広
島
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
博
士
課
程
前

期
課
程
修
了
。
博
士(

工
学)

。
立
命
館
大
学
理

工
学
部
助
教
授
、
同
大
学
理
工
学
部
教
授
を
経
て
、

２
０
０
８
年
か
ら
現
職
。

解説者
生
産
性
と
安
全
性
を
両
立
す
る

循
環
型
農
業
の
推
進
を

日
本
の
状
況
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立
命
館
大
学
生
命
科
学
部
生
物
工
学
科

は
、食
料
・
環
境
・
生
物
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
関
す
る
諸
問
題
の
解
決
に
貢
献
す
る
研

究
者
や
技
術
者
を
育
成
す
る
学
科
だ
。

　
同
大
学
大
学
院
生
命
科
学
研
究
科
修
士

課
程
２
年
の
坪
倉
美
紗
さ
ん
は
、
同
学
科

を
志
望
し
た
理
由
を
次
の
よ
う
に
話
す
。

　「
高
校
時
代
、
生
物
の
授
業
が
好
き
で
、

中
で
も
肉
眼
で
見
え
な
い
微
生
物
に
興
味

を
持
ち
ま
し
た
。
農
学
や
生
物
学
な
ど
を

幅
広
く
学
び
な
が
ら
、
微
生
物
の
働
き
の

１
つ
『
発
酵
』
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
た

い
と
考
え
、
本
学
科
に
入
学
し
ま
し
た
」

　
同
学
科
の
１
・
２
年
次
は
、
全
学
科
共

通
の
専
⾨
基
礎
科
目
を
履
修
し
、
化
学
、

生
物
、物
理
、数
学
、情
報
の
基
礎
を
学
ぶ
。

２
年
次
か
ら
は
専
⾨
科
目
も
履
修
す
る
。

　
坪
倉
さ
ん
は
、
微
生
物
の
発
酵
と
い
う

ミ
ク
ロ
な
視
点
で
の
研
究
に
興
味
が
あ
っ

た
が
、
学
科
の
専
⾨
科
目
の
１
つ
で
あ
る

「
地
球
環
境
学
」
を
履
修
し
、
マ
ク
ロ
の

視
点
で
学
ぶ
こ
と
に
も
関
心
を
持
っ
た
。

　「
琵
琶
湖
に
つ
い
て
学
ぶ
授
業
で
は
、

琵
琶
湖
の
特
徴
や
、
固
有
種
ニ
ゴ
ロ
ブ
ナ

を
使
っ
た
鮒ふ

な

寿ず

司し

の
歴
史
な
ど
を
通
し
て
、

生
物
の
多
様
性
や
保
全
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。
環
境
は
、
社
会
や
文
化
と
深
く
結

び
つ
い
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
視
野
を
広

く
持
っ
て
学
ぶ
大
切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
」

　
同
研
究
科
修
士
課
程
２
年
の
雲
川
雄
悟

さ
ん
は
、
環
境
や
生
物
な
ど
、
マ
ク
ロ
な

視
点
で
学
び
た
い
と
同
学
科
に
入
学
し
た

が
、
２
年
次
の
専
⾨
科
目
「
微
生
物
学
」

を
履
修
し
、
微
生
物
に
興
味
を
持
っ
た
。

　「
石
油
タ
ン
カ
ー
が
座
礁
し
た
際
、
海

に
流
出
し
た
原
油
を
除
去
す
る
た
め
に
微

生
物
が
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま

し
た
。
様
々
な
場
面
で
活
躍
す
る
微
生
物

を
深
く
研
究
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
」

　　
３
年
次
で
は
、
専
⾨
領
域
を
体
系
的
に

学
び
な
が
ら
、
後
期
に
は
研
究
室
に
所
属

す
る
。
２
人
は
と
も
に
、
久
保
幹も

と
き

教
授

の
生
物
機
能
工
学
研
究
室
に
入
っ
た
。
久

保
教
授
は
、
化
学
肥
料
を
使
わ
な
い
、
新

し
い
農
業
シ
ス
テ
ム
の
開
発
な
ど
、「
目

標
12

　つ
く
る
責
任
つ
か
う
責
任
」
に
貢

献
す
る
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
坪
倉
さ
ん

は
、
１
年
次
か
ら
米
の
無
農
薬
栽
培
を
行

う
自
主
ゼ
ミ
で
活
動
し
た
経
験
か
ら
、
同

研
究
室
で
微
生
物
の
働
き
を
活
用
し
た
有

機
栽
培
を
研
究
し
た
い
と
考
え
た
。

　
研
究
室
に
入
る
と
ま
ず
、
自
分
た
ち
で

手
法
を
考
え
て
、
土
壌
か
ら
微
生
物
を
抽

出
す
る
実
験
を
行
い
、
そ
の
成
果
を
発
表

す
る
。

　「
条
件
の
違
い
で
抽
出
で
き
る
微
生
物

が
異
な
り
、
研
究
の
面
白
さ
を
感
じ
る
と

と
も
に
、
手
法
を
い
く
つ
も
変
え
る
重
要

性
を
認
識
し
ま
し
た
」（
坪
倉
さ
ん
）

　
４
年
次
に
は
、
個
人
で
テ
ー
マ
を
設
定

低
学
年
次
は
生
命
科
学
の
基
礎
を

幅
広
く
学
び
、
興
味
を
広
げ
る

大学の学び

この学びに
関する

SDGsの
目標

生
命
科
学
の
基
礎
と
思
考
力
を
生
か
し
、

安
心
・
安
全
な
野
菜
作
り
を
目
指
す

立
命
館
大
学
　

生
命
科
学
部
　

生
物
工
学
科
　
　 

生
物
機
能
工
学
研
究
室

自
ら
手
法
を
考
え
、
仮
説
を

立
証
し
て
い
く
重
要
性
を
実
感

立
命
館
大
学
大
学
院
　

生
命
科
学
研
究
科
　

修
士
課
程
２
年

坪
倉
美
紗

つ
ぼ
く
ら
・
み
さ

立
命
館
大
学
大
学
院
　

生
命
科
学
研
究
科
　

修
士
課
程
２
年

雲
川
雄
悟

く
も
か
わ
・
ゆ
う
ご

京
都
府
・
私
立
立
命
館
中
学
・
高
校
卒
業
。
立
命
館
大
学

生
命
科
学
部
生
物
工
学
科
卒
業
。

京
都
市
立
西
京
高
校
卒
業
。
立
命
館
大
学
生
命
科
学
部
生

物
工
学
科
卒
業
。

私
た
ち
が
紹
介
し
ま
す

この学びに関する
他の SDGsの目標
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り
方
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
か
、
そ
の

方
法
の
研
究
か
ら
始
め
た
。
特
に
苦
慮
し

た
の
は
、
実
験
の
条
件
を
整
え
る
こ
と

だ
っ
た
。

　「
有
機
肥
料
と
化
学
肥
料
と
で
は
、
養

分
が
植
物
に
吸
収
さ
れ
る
ま
で
の
プ
ロ
セ

ス
が
異
な
る
た
め
、
同
じ
量
の
肥
料
を
与

え
て
も
、
根
に
有
効
に
働
く
物
理
量
が
変

わ
り
ま
す
。
ど
の
条
件
に
そ
ろ
え
れ
ば
よ

い
の
か
、
試
行
錯
誤
し
ま
し
た
。
ま
た
、

根
が
見
え
や
す
い
よ
う
透
明
の
容
器
で
栽

培
し
ま
し
た
。
根
の
数
や
伸
び
の
角
度
を

計
測
し
、
全
重
量
に
対
す
る
根
の
割
合
も

算
出
す
る
な
ど
、
定
量
的
な
評
価
を
行
っ

て
、
比
較
分
析
し
ま
し
た
」（
坪
倉
さ
ん
）　

　
そ
の
結
果
、同
じ
期
間
で
栽
培
し
て
も
、

有
機
肥
料
を
与
え
た
方
が
側
根
が
多
く
、

葉
も
大
き
く
育
つ
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　「
有
機
肥
料
な
ど
、
陸
の
資
源
を
上
手

に
使
い
（
目
標
15
）、
安
心
・
安
全
な
農

作
物
の
収
穫
量
を
上
げ
る
こ
と
に
貢
献
し

た
い
で
す
（
目
標
２
）」（
坪
倉
さ
ん
）

　
雲
川
さ
ん
は
、
学
部
生
時
代
か
ら
ア
ブ

ラ
ナ
科
の
野
菜
の
根
が
変
形
す
る
「
根
こ

ぶ
病
」
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
（
写
真

２
）。
微
生
物
を
多
く
含
む
有
機
土
壌
で

育
て
る
と
、
こ
の
病
気
の
発
症
が
抑
え
ら

れ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
。

　「
今
後
は
、
微
生
物
が
有
効
に
働
く
メ

カ
ニ
ズ
ム
の
解
析
を
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
植
物
を
用
い
た
実
験
は
、
個
体

差
や
季
節
に
よ
る
発
育
差
が
影
響
す
る
た

め
、
難
し
い
で
す
が
、
根
気
強
く
取
り
組

み
、
安
心
・
安
全
な
野
菜
の
栽
培
に
貢
献

し
た
い
で
す
（
目
標
12
）」（
雲
川
さ
ん
）

　
２
人
は
、
研
究
で
培
っ
た
経
験
を
生
か

せ
る
農
業
関
連
の
組
織
・
企
業
へ
の
就
職

を
希
望
し
て
い
る
。

　「
研
究
を
通
じ
て
、
仮
説
に
対
し
て
自

分
な
り
の
答
え
を
発
見
す
る
こ
と
に
や
り

が
い
を
感
じ
た
の
で
、
研
究
職
を
目
指
し

て
い
ま
す
」（
雲
川
さ
ん
）

　「
研
究
の
社
会
的
な
意
義
を
理
解
し
、

実
験
を
深
め
る
た
め
に
、
評
価
法
を
考
え

る
な
ど
、
様
々
な
角
度
か
ら
考
え
る
こ
と

の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。
そ
の
視
点
を

仕
事
に
生
か
し
た
い
で
す
」（
坪
倉
さ
ん
）　

し
て
、
卒
業
研
究
に
取
り
組
む
。
研
究
室

で
は
、
学
部
生
と
院
生
が
学
び
合
う
。

　「
学
部
生
の
発
表
に
も
、
院
生
が
毎
回

コ
メ
ン
ト
を
し
て
く
れ
ま
す
。
試
薬
の
混

ぜ
方
１
つ
と
っ
て
も
効
率
的
な
方
法
が
あ

る
こ
と
を
助
言
し
て
も
ら
い
、
勉
強
に
な

り
ま
し
た
」（
雲
川
さ
ん
）

　　
２
人
は
大
学
院
に
進
学
し
、
同
じ
研
究

室
で
学
部
生
時
代
の
研
究
を
続
け
て
い

る
。
坪
倉
さ
ん
の
研
究
テ
ー
マ
は
、
肥
料

の
種
類
と
作
物
の
根
張
り
の
関
連
だ
（
写

真
１
）。
有
機
肥
料
と
化
学
肥
料
の
違
い

が
根
張
り
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す

の
か
は
、
科
学
的
に
実
証
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
。
そ
こ
で
坪
倉
さ
ん
は
、
根
の
張

　
私
の
研
究
室
で
は
、
自
然
の
物
質
循
環
を

生
か
し
た
安
心
・
安
全
な
農
作
物
の
生
産
、

土
の
微
生
物
と
植
物
の
成
長
に
つ
い
て
研
究

し
て
い
ま
す
。
学
生
そ
れ
ぞ
れ
が
、
農
業
に

貢
献
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
実
践
的
な
研
究

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
私
が
研
究
で
最
も
大
切
だ
と
考
え
る
の

は
、
思
考
力
で
す
。
課
題
設
定
か
ら
問
題
解

決
ま
で
、
１
つ
の
軸
を
持
っ
て
物
事
を
進
め

る
た
め
の
重
要
な
ス
キ
ル
だ
か
ら
で
す
。
科

学
技
術
の
進
歩
と
と
も
に
、
求
め
ら
れ
る
ス

キ
ル
は
日
々
変
化
し
て
い
き
ま
す
。
で
す
か

ら
、
学
生
に
は
ま
ず
、
土
台
と
な
る
思
考
力

を
し
っ
か
り
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
学
部
で
行
う
学
生
実
験
は
答
え
が

あ
り
ま
す
が
、
研
究
室
で
の
研
究
は
自
ら
問

い
を
立
て
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
る
た
め
、
苦

労
の
連
続
で
す
。
そ
こ
で
、
研
究
室
表
彰
や

学
科
表
彰
な
ど
の
体
制
を
整
え
、
学
生
が
前

向
き
に
、
意
欲
を
持
っ
て
研
究
を
続
け
ら
れ

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
生
命
科
学
に
興
味
の
あ
る
高
校
生
に
は
、

自
然
と
そ
の
中
の
生
命
活
動
を
意
識
し
た
体

験
や
勉
強
を
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

生
命
科
学
部

　教
授

久
保 

幹

く
ぼ
・
も
と
き

研
究
に
必
要
な
思
考
力
を

試
行
錯
誤
し
な
が
ら
身
に
つ
け
る

写真１　坪倉さんは、肥料の違いによる根
張りの影響に関する研究に取り組んでいる。
たくさんのサンプルを検証する必要がある
ため、丁寧な作業が求められる。

写真２　大学近くの畑で野菜の生育状況を
確認する雲川さん。根こぶ病を抑制できる
土壌を研究し、野菜の収穫量増加に貢献し
たいと考えている。

学
び
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

陸
の
資
源
を
活
用
し
、
安
全
な

野
菜
作
り
へ
の
貢
献
を
目
指
す
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東
京
外
国
語
大
学
国
際
社
会
学
部
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
問
題
を
考
え
、
そ

の
解
決
が
で
き
る
実
践
的
な
能
力
を
備
え

る
人
材
を
育
成
し
て
い
る
。

　
１
・
２
年
次
は
、
全
学
部
共
通
の
教
養

科
目
を
履
修
し
な
が
ら
、
14
の
地
域
、
27

の
言
語
か
ら
入
学
時
に
選
択
し
た
地
域
と

言
語
に
か
か
わ
る
基
礎
的
な
内
容
を
学

ぶ
。
同
大
学
国
際
社
会
学
部
国
際
関
係

コ
ー
ス
４
年
の
山
﨑
有
紗
さ
ん
は
、
中
央

ア
ジ
ア
地
域
、
ロ
シ
ア
語
を
選
択
し
た
。

　「
将
来
の
夢
は
、
国
連
で
働
き
、
途
上

国
の
教
育
支
援
に
携
わ
る
こ
と
で
す
。
そ

こ
で
、
英
語
以
外
に
も
う
１
つ
国
連
公
用

語
を
習
得
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
」

　
選
択
し
た
言
語
の
高
度
な
運
用
能
力
を

身
に
つ
け
る
た
め
、
１
・
２
年
次
は
、
週

５
日
、
文
法
や
読
解
な
ど
の
語
学
の
授
業

を
履
修
す
る
。
同
学
部
４
年
の
洲
鎌
槙
吾

さ
ん
は
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
地
域
、 

ス
ペ

イ
ン
語
を
選
択
し
た
。

　「
２
年
次
は
、
読
解
の
課
題
文
の
テ
ー

マ
が
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
経
済
や
古

典
文
学
、
難
民
問
題
な
ど
に
な
り
、
専
攻

地
域
に
つ
い
て
の
知
識
が
身
に
つ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
概
論
科
目
で
理
論
を
学
ぶ
際

も
、
専
攻
地
域
を
具
体
例
と
し
て
考
え
る

こ
と
で
、
理
論
が
理
解
し
や
す
く
な
り
ま

し
た
」（
洲
鎌
さ
ん
）

　
　

　
２
年
次
後
期
か
ら
は
、
同
学
科
の
３

コ
ー
ス（
＊
１
）の
専
門
科
目
を
履
修
す
る
。

　「『
ふ
つ
う
の
人
々
と
ナ
チ
体
制
・
ホ
ロ

コ
ー
ス
ト
』
と
い
う
授
業
で
、
当
時
の
手

紙
や
日
記
な
ど
を
分
析
し
、『
ふ
つ
う
の

人
々
』
が
ど
の
よ
う
に
ナ
チ
ス
体
制
に
関

与
し
て
い
た
か
を
学
ん
だ
こ
と
で
、
人
の

攻
撃
性
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し

た
」（
洲
鎌
さ
ん
）　

　
３
年
次
に
は
、
３
つ
の
コ
ー
ス
か
ら
選

択
し
た
１
コ
ー
ス
に
進
み
、
同
時
に
研

究
室
に
も
所
属
す
る
。
２
人
は
国
際
関
係

コ
ー
ス
に
進
み
、
平
和
構
築
や
紛
争
解
決

に
か
か
わ
る
研
究
を
す
る
篠
田
英
朗
教
授

の
研
究
室
に
入
っ
た
。

　「
１
年
次
の
冬
に
、
ケ
ニ
ア
の
孤
児
院

と
小
学
校
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
ま

し
た
。
水
く
み
の
た
め
に
学
校
を
休
む
子

ど
も
に
『
学
校
に
来
る
よ
う
に
』
と
言
え

な
か
っ
た
経
験
が
、
強
烈
に
印
象
に
残
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
ま
ず
は
命
を
守
る
人

道
支
援
を
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
（
目
標

１
、３
）」（
山
﨑
さ
ん
）

　
篠
田
研
究
室
で
は
、「
目
標
16
　
平
和

と
公
正
を
す
べ
て
の
人
に
」
へ
の
貢
献
を

目
指
す
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
研
究
室
の

学
び
で
大
切
に
し
て
い
る
の
は
、
問
題
解

決
能
力
の
育
成
だ
。
国
際
機
関
へ
の
就
職

を
希
望
す
る
学
生
に
加
え
、
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
会
社
や
商
社
へ
就
職
す
る
学
生

も
多
い
た
め
、
汎
用
的
な
ス
キ
ル
を
鍛
え

て
い
く
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
や
大
手
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
会
社
な
ど
で
用
い
ら
れ
る
問
題

解
決
の
手
法
を
学
び
な
が
ら
、
政
策
立
案

専
攻
言
語
の
運
用
能
力
を
身
に
つ
け

な
が
ら
、
そ
の
地
域
の
状
況
も
学
ぶ

国
際
機
関
で
用
い
ら
れ
る

問
題
解
決
の
手
法
を
学
ぶ

大学の学び

この学びに
関する

SDGsの
目標

実
践
的
な
問
題
解
決
能
力
を
身
に
つ
け
、

各
地
域
で
の
平
和
構
築
へ
の
道
筋
を
考
え
る

東
京
外
国
語
大
学
　

国
際
社
会
学
部
　

国
際
関
係
コ
ー
ス
　

篠
田
英ひ

で

朗あ
き

研
究
室

＊１  地域社会研究コース、現代世界論コース、国際関係コース。

国
際
社
会
学
部

国
際
関
係
コ
ー
ス
４
年

山
﨑
有
紗

や
ま
ざ
き
・
あ
り
さ

千
葉
県
立
東
葛
飾
高
校
卒
業
。

国
際
社
会
学
部

国
際
関
係
コ
ー
ス
４
年

洲
鎌
槙
吾

す
が
ま
・
し
ん
ご

東
京
都
立
小
松
川
高
校
卒
業
。

私
た
ち
が
紹
介
し
ま
す

この学びに関する
他の SDGsの目標
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の
た
め
に
、
加
害
者
側
の
社
会
復
帰
に
着

目
す
る
重
要
性
を
強
く
感
じ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
」（
洲
鎌
さ
ん
）

　
洲
鎌
さ
ん
は
、
卒
業
論
文
で
は
、
テ
ロ

リ
ス
ト
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
テ
ー

マ
に
、
暴
力
を
容
認
し
な
い
よ
う
、
対
象

者
の
考
え
方
を
変
容
さ
せ
る
脱
過
激
化
の

手
法
に
つ
い
て
考
察
し
た
（
目
標
16
）。

　「
政
治
学
な
ど
に
加
え
て
犯
罪
学
や
心

理
学
の
文
献
と
研
究
室
で
学
ん
だ
問
題
解

決
手
法
を
用
い
、テ
ロ
リ
ス
ト
の
脱
過
激
化

の
プ
ロ
セ
ス
と
そ
の
実
現
可
能
性
を
分
析

し
て
い
き
ま
し
た
」（
洲
鎌
さ
ん
）

　
多
様
な
地
域
・
言
語
を
選
択
し
た
仲
間

が
集
ま
る
研
究
室
で
は
、
学
び
合
い
も
盛

ん
だ
。
コ
ロ
ナ
禍
で
授
業
が
オ
ン
ラ
イ
ン

に
な
っ
た
際
は
、
ゼ
ミ
生
が
声
を
か
け
合

い
、
自
主
ゼ
ミ
を
実
施
し
た
。

　「
コ
ロ
ン
ビ
ア
以
外
の
紛
争
解
決
の
事

例
を
知
る
こ
と
は
、
世
界
の
問
題
を
把
握

し
、
自
分
の
研
究
を
深
め
る
上
で
も
有
意

義
だ
と
感
じ
ま
し
た
」（
洲
鎌
さ
ん
）

　
大
学
卒
業
後
、
２
人
は
と
も
に
紛
争
解

決
学
が
盛
ん
な
イ
ギ
リ
ス
の
大
学
院
へ
の

進
学
を
希
望
し
て
い
る
。

　「
将
来
的
に
は
国
際
機
関
に
入
り
、
ロ

シ
ア
語
圏
を
中
心
に
人
道
支
援
に
携
わ
り

た
い
で
す
」（
山
﨑
さ
ん
）

を
実
践
す
る
。

　「
商
品
を
売
る
た
め
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
か
ら
紛
争
問
題
ま
で
、
様
々
な
テ
ー
マ

の
問
題
分
析
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
何
度

も
取
り
組
む
こ
と
で
、
問
題
を
構
造
的
に

分
析
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
少
し
ず
つ
つ
か
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
や
国
連

の
手
法
を
学
べ
た
の
も
、
政
策
立
案
を
理

解
す
る
上
で
貴
重
で
し
た
」（
洲
鎌
さ
ん
）

　　
同
研
究
室
に
は
、
３
年
後
期
か
ら
留
学

を
す
る
学
生
が
多
い
。
山
﨑
さ
ん
は
「
ト

ビ
タ
テ
！
留
学
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」（
＊
２
）

に
応
募
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
大
学
に
留
学

し
た
（
写
真
１
）。

　「
ホ
ス
ト
フ
ァ
ザ
ー
か
ら
は
徴
兵
の
経

験
を
、
大
学
の
友
人
か
ら
は
日
常
的
に
戦

車
が
走
っ
て
い
た
状
況
な
ど
を
聞
き
、
こ

の
国
で
紛
争
が
起
き
て
い
た
こ
と
を
リ
ア

ル
に
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
大
使
館
の
方

な
ど
か
ら
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
情
報
に
は

フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
が
多
い
と
聞
き
ま
し

た
。
卒
業
論
文
で
は
、
正
確
な
情
報
を
収

集
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
東
部
の
紛
争
解
決
へ

の
道
筋
を
自
分
な
り
に
考
え
て
い
き
た
い

で
す
（
目
標
16
）」（
山
﨑
さ
ん
）

　
洲
鎌
さ
ん
は
、
大
学
の
交
換
留
学
制
度

を
利
用
し
て
コ
ロ
ン
ビ
ア
に
留
学
し
、
同

国
の
平
和
構
築
を
学
ん
だ
（
写
真
２
）。
　

　「
コ
ロ
ン
ビ
ア
政
府
は
２
０
１
６
年
に

左
派
ゲ
リ
ラ
と
和
平
合
意
を
結
び
ま
し
た

が
、
和
平
合
意
か
ら
離
脱
す
る
勢
力
の
出

現
や
、
政
府
に
よ
る
合
意
内
容
履
行
の
停

滞
な
ど
の
問
題
か
ら
、
一
部
で
は
激
し
い

暴
力
が
続
い
て
い
ま
す
。
安
定
し
た
平
和

　
私
の
研
究
室
で
最
も
力
を
入
れ
て
い
る
の

は
、
問
題
解
決
能
力
の
育
成
で
す
。
問
い
の

設
定
か
ら
解
決
に
至
る
ま
で
、
論
理
的
に
考

え
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
重
要
な
の
は
、
問
い
に
対
す
る
解
決

策
を
、実
現
可
能
性
や
予
算
な
ど
を
考
慮
し
、

適
切
に
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と
で
す
。こ
の「
適

切
さ
」
を
つ
か
む
た
め
に
は
、
自
分
が
何
に

着
目
し
て
、
ど
の
よ
う
な
答
え
に
導
き
た
い

の
か
と
い
っ
た
視
点
を
持
つ
こ
と
が
基
本
と

な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
紛
争
の
解
決
策
を
考

え
る
際
に
は
、
原
因
を
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
の
階

層
に
し
、
そ
の
中
の
１
つ
に
焦
点
を
あ
て
て

分
析
す
る
と
い
う
手
法
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

よ
う
に
焦
点
を
絞
り
、
問
い
の
レ
ベ
ル
に

合
っ
た
解
決
策
を
考
え
出
す
手
法
を
様
々
学

び
ま
す
。

　
そ
し
て
、
学
ん
だ
理
論
や
手
法
を
用
い
て

学
生
が
主
体
的
に
学
べ
る
よ
う
、３
年
次
は
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
様
々
な
タ
イ
プ
の

問
題
解
決
に
取
り
組
ん
だ
り
、
グ
ル
ー
プ
で

関
心
の
あ
る
テ
ー
マ
に
対
し
て
政
策
立
案
を

行
っ
た
り
し
て
、
机
上
の
空
論
に
終
わ
ら
せ

な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
　

東
京
外
国
語
大
学
大
学
院

総
合
国
際
学
研
究
院

教
授篠田

英
朗

し
の
だ
・
ひ
で
あ
き

問
い
に
対
す
る
解
決
策
を
適
切
に

デ
ザ
イ
ン
す
る
力
を
鍛
え
る

＊ 2  グローバル化に対応する人材育成を強化するため、 国が企業や団体と連携し、 海外留学を支援する制度。

写真１　山﨑さんは、ウクライナの大学で
約１年間、ロシア語の授業を履修。現地の
学生や大使館職員、ジャーナリストと交流
し、人脈をつくることができた。

写真２　コロンビアの先住民地区の住民に
インタビューする洲鎌さん。国内避難民や
元ゲリラ兵にも会い、コロンビアの現状へ
の理解が深まった。

学
び
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

留
学
経
験
を
生
か
し
、

平
和
構
築
の
た
め
の
研
究
を
行
う
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人
生
１
０
０
年
時
代
の
生
き
方
や
働
き

方
を
提
唱
し
、
世
界
的
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と

な
っ
た
『LIFE SH

IFT

　
１
０
０
年
時
代

の
人
生
戦
略
』（
＊
２
）。ラ
イ
フ
シ
フ
ト
は
、

長
寿
化
が
進
む
中
で
、
経
済
成
長
の
先
に

出
現
し
た
、
多
様
な
価
値
観
が
受
け
入
れ

ら
れ
る
社
会
の
変
化
に
適
応
し
、
自
ら
の

幸
せ
な
人
生
と
は
何
か
を
希
求
し
て
、
全

う
し
て
い
く
生
き
方
を
意
味
す
る
。
一
般

社
団
法
人
日
本
ラ
イ
フ
シ
フ
ト
協
会
の
松

下
尚ひ

さ

史し

代
表
理
事
は
、
こ
う
説
明
す
る
。

　「『
ラ
イ
フ
シ
フ
ト
』
は
、
原
著
で
は
使

わ
れ
て
お
ら
ず
、
日
本
語
版
発
刊
に
際
し

て
考
案
さ
れ
た
日
本
独
自
の
言
葉
に
な
り

ま
す
。
そ
れ
が
広
く
浸
透
し
た
の
は
、
社

会
の
変
化
を
受
け
、
こ
れ
ま
で
正
し
い
と

さ
れ
て
き
た
生
き
方
に
不
安
が
生
じ
、
本

書
で
提
唱
さ
れ
た
考
え
方
が
多
く
の
共
感

を
得
ら
れ
た
か
ら
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
世
界
各
国
で
寿
命
が
延
び
て
い
る
背
景

に
は
、
医
療
や
教
育
な
ど
の
改
善
、
科
学
技

術
な
ど
の
発
展
が
挙
げ
ら
れ
る
。
特
に
日

本
は
、
世
界
で
最
も
平
均
寿
命
が
長
い
国

の
１
つ
だ（
図
１
）。『LIFE SH

IFT

』で
は
、

２
０
０
７
年
に
日
本
で
生
ま
れ
た
子
ど
も

の
半
数
は
１
０
７
年
間
以
上
生
き
る
と
さ

れ
、
50
年
ま
で
に
１
０
０
歳
以
上
人
口
は

１
０
０
万
人
を
超
え
る
と
い
っ
た
国
連
の

推
計
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　
ラ
イ
フ
シ
フ
ト
が
注
目
さ
れ
て
い
る
の

は
、
こ
れ
ま
で
の
「
教
育
→
仕
事
→
引
退
」

と
い
う
「
３
ス
テ
ー
ジ
」
の
人
生
モ
デ
ル
で

は
、
生
活
が
成
り
立
た
な
く
な
る
た
め
だ
。

　「
人
生
１
０
０
年
と
す
る
と
、
60
歳
で

退
職
し
た
後
に
貯
蓄
と
年
金
だ
け
で
生
活

す
る
の
は
厳
し
い
で
し
ょ
う
。
高
齢
期
に

そ
れ
ま
で
と
同
じ
ペ
ー
ス
で
仕
事
を
続
け

る
の
は
大
変
で
す
し
、
持
っ
て
い
る
知
識

や
技
能
が
、
役
に
立
た
な
く
な
っ
て
い
る

医
療
や
教
育
な
ど
の

改
善
で
、
世
界
的
に
長
寿
化

社
会
の
変
化
に
合
わ
せ
て
、

人
生
モ
デ
ル
の
転
換
が
必
要

＊１ 一般社団法人日本ライフシフト協会問い合わせ先　sec@life-shift.or.jp   ＊２ ロンドン・ビジネススクールのリンダ・グラットン教授、アンドリュー・スコッ
ト教授による共著。原題は、『THE 100-YEAR LIFE』。日本では、東洋経済新報社から 2016 年に刊行。

一
般
社
団
法
人
日
本
ラ
イ
フ
シ

フ
ト
協
会

　代
表
理
事

松
下
尚
史 

ま
つ
し
た
・
ひ
さ
し

大
手
メ
ー
カ
ー
、
外
資
系
経
営
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
、
外
資
系
Ｉ
Ｔ
企
業
の

人
材
育
成
担
当
と
、
約
９
年
半
ご
と

に
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
を
シ
フ
ト
し
た

後
、
現
在
は
自
動
車
外
資
系
企
業
の

カ
ン
ト
リ
ー
Ｈ
Ｒ
リ
ー
ダ
ー
を
務
め

る
。
２
０
１
７
年
、
一
般
社
団
法
人

日
本
ラ
イ
フ
シ
フ
ト
協
会
を
設
立
。

トレンド・ワード

ラ
イ
フ
シ
フ
ト

生
徒
の
学
び
や
進
路
選
択
、
そ
し
て
そ
の
後
の
人
生
に
影
響
を
与
え
る
よ
う
な
革
新
的
な
技
術
や
価
値
観
を
「
社
会
の
ト

レ
ン
ド
」
と
し
て
、「
働
く
」「
学
ぶ
」「
暮
ら
す
」
の
観
点
か
ら
解
説
す
る
本
コ
ー
ナ
ー
。
今
回
は
「
ラ
イ
フ
シ
フ
ト
」
を

取
り
上
げ
る
。
人
生
１
０
０
年
時
代
と
言
わ
れ
る
長
寿
社
会
で
は
、
旧
来
の
人
生
モ
デ
ル
は
通
用
せ
ず
、
生
涯
に
わ
た
っ

て
柔
軟
に
キ
ャ
リ
ア
を
形
成
す
る
生
き
方
へ
の
転
換
、
い
わ
ゆ
る
「
ラ
イ
フ
シ
フ
ト
」
が
必
要
だ
と
い
う
考
え
が
、
１
冊

の
書
籍
を
き
っ
か
け
に
広
ま
っ
て
い
る
。
ラ
イ
フ
シ
フ
ト
の
考
え
方
や
、
マ
ル
チ
ス
テ
ー
ジ
の
人
生
に
必
要
な
資
質
・
能

力
な
ど
に
つ
い
て
、
一
般
社
団
法
人
日
本
ラ
イ
フ
シ
フ
ト
協
会（
＊
１
）の
松
下
尚ひ

さ

史し

代
表
理
事
に
話
を
聞
い
た
。

人
生
１
０
０
年
時
代
に
適
応
し
て
柔
軟
に
キ
ャ
リ
ア
を

形
成
す
る
こ
と
で
、
自
分
ら
し
い
人
生
を
実
現

サマリー

これからの
　　　　　　のための進 路 指 導

解
説
者

世の中　　　　　解説
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か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
年
齢
に
応
じ

て
仕
事
の
ペ
ー
ス
を
変
え
た
り
、
仕
事
の

変
化
に
合
わ
せ
て
学
び
直
し
た
り
と
、
働

き
方
を
柔
軟
に
変
え
る
『
マ
ル
チ
ス
テ
ー

ジ
』
の
考
え
が
出
て
き
た
の
で
す
（
図
２
）」

　
長
寿
化
だ
け
で
は
な
く
、
科
学
技
術
の

急
速
な
進
展
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
る
国

際
競
争
の
激
化
に
よ
っ
て
も
、
学
び
と
仕

事
を
行
き
来
す
る
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
重
要

性
は
高
ま
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
長
寿
化
に
よ
っ
て
変
化
す
る
の
は
、
働

き
方
だ
け
で
は
な
い
。
教
育
の
あ
り
方
や

家
族
と
の
関
係
、
余
暇
の
過
ご
し
方
、
住

ま
い
の
考
え
方
、
結
婚
や
出
産
の
タ
イ
ミ

ン
グ
な
ど
、
人
生
の
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
影

響
す
る
と
い
え
る
。
平
均
寿
命
と
と
も
に

健
康
寿
命
も
延
び
る
と
考
え
ら
れ
て
お

り
、
70
歳
、
80
歳
に
な
っ
て
も
、
若
々
し

決
ま
っ
た
人
生
モ
デ
ル
が
な
く
、

自
分
ら
し
い
生
き
方
を
追
求

●
次
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、「
働
く
」「
学

ぶ
」「
暮
ら
す
」
の
３
つ
の
切
り
口
で
、

ラ
イ
フ
シ
フ
ト
に
よ
る
、
社
会
や
生

活
の
変
化
を
具
体
的
に
見
て
い
く
。

く
生
活
や
仕
事
を
楽
し
む
人
が
増
え
る
な

ど
、
新
た
な
高
齢
者
像
が
つ
く
ら
れ
る
こ

と
に
も
な
り
そ
う
だ
。

　
ラ
イ
フ
シ
フ
ト
で
提
唱
さ
れ
る
マ
ル
チ

ス
テ
ー
ジ
の
人
生
で
は
、
多
様
な
生
き
方

が
存
在
す
る
。
３
ス
テ
ー
ジ
の
人
生
モ
デ

ル
が
通
用
し
な
く
な
り
、
自
分
の
考
え
や

能
力
を
頼
り
に
キ
ャ
リ
ア
を
形
成
す
る
こ

と
に
、
不
安
や
戸
惑
い
を
感
じ
る
人
が
い

る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
半
面
、
自
分
ら

し
い
人
生
を
実
現
し
や
す
い
時
代
と
も
言

え
る
。

　「
こ
れ
か
ら
は
、
多
様
な
選
択
肢
か
ら

自
ら
キ
ャ
リ
ア
を
選
び
、
自
分
の
人
生
を

つ
く
り
上
げ
て
い
く
喜
び
が
得
ら
れ
や
す

い
世
の
中
と
な
る
で
し
ょ
う
。
年
代
に

よ
っ
て
受
け
止
め
方
は
異
な
る
と
思
い
ま

す
が
、
基
本
的
に
は
ど
ん
な
年
代
の
人
で

あ
っ
て
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
気
持
ち
で
ラ
イ

フ
シ
フ
ト
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
長
寿
化

を
恩
恵
と
捉
え
、
長
い
人
生
を
一
層
楽
し

め
る
よ
う
に
な
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
」

こ
れ
ま
で
の
人
生
モ
デ
ル

で
考
え
た
場
合

マ
ル
チ
ス
テ
ー
ジ
で
考
え
た
場
合

人
生
１
０
０
年
時
代

人生８０年
時代

20年

教育

教育

教育

教育

教育

教育

教
育

育
児

教
育

教
育

起
業

仕
事

仕事

仕事

仕事

仕事

仕
事

仕
事

仕
事

引退

引退

引退

引退

引
退

20年 20年 20年 20年

就職後も、キャリアアップ
のために学校に通ったり、
育児の間は仕事を休み、
一段落したら仕事を再開
したりと、その時に必要
なことに応じて、仕事の
取り組み方を変化させる。

60 歳で退職すると、そ
の後の人生が 40 年間あ
り、経済的に厳しくなる
恐れがある。80 歳まで
働くと退職後の経済面の
不安は少ないかもしれな
いが、60 年間、同じペー
スで働くのは大変だ。

40 年間働き、退職後の
20 年間は貯蓄や年金で生
活する。

働き方のイメージ

仕
事

引
退

「３ステージ」から「マルチステージ」の人生へ図２

※日本ライフシフト協会提供資料を基に編集部で作成。

世界各国の平均寿命（抜粋）図１

注１）国連「Demographic Yearbook 2018」。（　）内は、作成基礎期間。* 印は、平均寿命が当該政府
の資料によるもの。※厚生労働省「令和元年簡易生命表の概況」を基に編集部で作成。　　

男
性
（
歳
）

1 スイス（2018*） 81.7

2 日本（2019*） 81.41

3 シンガポール（2019*） 81.4

4 スウェーデン（2019*） 81.34

5 ノルウェー（2019*） 81.19

6 アイスランド（2018*） 81.0

7 イタリア（2018*） 80.88

8 スペイン（2019*） 80.87

女
性
（
歳
）

1 日本（2019*） 87.45

2 スペイン（2019*） 86.22

3 韓国（2018*） 85.7

4 シンガポール（2019*） 85.7

5 フランス（2019*） 85.6

6 スイス（2018*） 85.4

7 イタリア（2018*） 85.182

8 オーストラリア（2016-2018*） 84.9
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※日本ライフシフト協会提供資料を基に編集部で作成。

　長
寿
化
が
進
む
と
、
人
生
の
中
で
働
く

期
間
は
長
く
な
る
。
そ
れ
は
、
生
活
費
や

退
職
後
の
生
活
に
向
け
た
貯
蓄
の
た
め
だ

け
で
な
く
、
長
い
人
生
に
お
い
て
張
り
合

い
の
あ
る
毎
日
を
過
ご
し
、
自
己
実
現
を

目
指
す
と
い
っ
た
意
味
合
い
も
持
つ
。

　働
く
上
で
必
要
と
さ
れ
る
知
識
や
技
能

は
時
代
に
よ
っ
て
変
わ
る
が
、
科
学
技
術

の
進
化
が
著
し
い
現
代
は
、
そ
の
変
化
が

激
し
い
。

　「
生
涯
に
わ
た
っ
て
リ
カ

レ
ン
ト
教
育
（
学
び
直
し
）

に
よ
る『Re-C

reation

（
自

己
再
生
）』
を
繰
り
返
し
、

そ
の
時
々
に
求
め
ら
れ
る

知
識
や
技
能
を
獲
得
し
直

す
姿
勢
が
不
可
欠
に
な
る

で
し
ょ
う
」

　マ
ル
チ
ス
テ
ー
ジ
の
人

生
モ
デ
ル
で
は
、「
エ
ク
ス

プ
ロ
ー
ラ
ー
（
探
検
者
）」

「
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
・

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
（
独
立

生
産
者
）」「
ポ
ー
ト
フ
ォ

リ
オ
・
ワ
ー
カ
ー
」
と
い

う
新
た
な
３
つ
の
生
き
方

が
提
唱
さ
れ
て
い
る
（
図

３
）。　「

こ
れ
ま
で
の
人
生
モ
デ

　人
生
１
０
０
年
時
代
に
お
い
て
身
に
つ

け
て
お
き
た
い
資
質
・
能
力
を
考
え
る
上

で
参
考
に
な
る
の
が
、「
無
形
資
産
」
と

い
う
概
念
だ
。
そ
れ
は
、「
生
産
性
資
産
」

「
活
力
資
産
」「
変
身
資
産
」
の
３
つ
か
ら

成
る
（
図
４
）。
い
ず
れ
も
目
に
見
え
る

も
の
で
は
な
い
が
、
そ
れ
自
体
が
価
値
を

持
つ
と
と
も
に
、
有
形
資
産
の
形
成
を
助

け
る
と
い
う
性
質
も
あ
る
。

　「
こ
れ
ま
で
は
、
お
金
や
不
動
産
と
い
っ

た
有
形
資
産
が
注
目
さ
れ
、
無
形
資
産
は

あ
ま
り
意
識
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

ル
で
は
、『
学
校
教
育
は
20
代
ま
で
』
な
ど
、

教
育
を
受
け
る
期
間
や
仕
事
を
行
う
期
間

が
年
齢
と
結
び
つ
い
て
い
ま
し
た
。
マ
ル

チ
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
教
育
や
仕
事
は
、
年

齢
や
経
験
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
人
ひ
と
り

の
生
活
ス
タ
イ
ル
や
将
来
像
に
合
わ
せ
て

選
択
し
て
い
く
と
い
う
考
え
方
が
基
本
と

な
り
ま
す
」

　例
え
ば
、
世
の
中
を
見
て
回
り
、
自
分

を
生
か
せ
る
場
所
を
探
す
「
エ
ク
ス
プ

ロ
ー
ラ
ー
」
の
ス
テ
ー
ジ
は
、
学
校
卒
業

後
の
若
い
時
期
に
行
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る

が
、
40
代
半
ば
に
仕
事
に
行
き
詰
ま
り
を

感
じ
て
改
め
て
活
躍
の
場
所
を
模
索
す
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
子
ど
も
が
小
さ
い

う
ち
は
、「
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
・
ワ
ー
カ
ー
」

と
し
て
育
児
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
精
を
出

し
、子
育
て
が
一
段
落
し
た
ら
「
イ
ン
デ
ィ

ペ
ン
デ
ン
ト
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
」
と
し

て
起
業
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
を
磨
く
と

い
っ
た
キ
ャ
リ
ア
も
考
え
ら
れ
る
。

　こ
れ
ま
で
は
、
定
年
退
職
を
迎
え
た
翌

日
か
ら
仕
事
を
し
な
い
と
い
っ
た
ケ
ー
ス

が
一
般
的
だ
っ
た
が
、
マ
ル
チ
ス
テ
ー
ジ

の
人
生
で
は
引
退
の
仕
方
も
多
様
だ
。

　「
60
歳
頃
か
ら
仕
事
量
を
徐
々
に
減
ら

し
、
無
理
な
く
仕
事
を
続
け
る
と
い
っ
た

働
き
方
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
一
方
で
、
家

族
・
地
域
と
の
交
流
や
趣
味
な
ど
、
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
の
時
間
を
少
し
ず
つ
増
や
す
こ

と
で
、
引
退
後
の
生
活
を
充
実
し
た
も
の

に
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
」

様々な可能性を試す、探検・探索の期間。新しい町に移っ
てその土地の人と知り合ったり、知らない国を旅して自
分の生き方について考えたりするなどの活動が考えら
れる。知識や技能の再習得に取り組む時期も含まれる。

組織に雇われず、起業家やフリーランスといった独立
した立場で生産的な活動に携わり、専門的な知識・ス
キルを身につけていくステージ。企業と新たなタイプ
のパートナー関係を結ぶなどの形態も考えられる。

異なる活動を同時並行で行う時期。例えば、平日５日
のうち、組織に所属して所得を得るための仕事が３日
で、残り２日は１日が地域でのボランティア活動、１
日がNPOの理事会に出席といった形が考えられる。

エクスプローラー
（探検者）

インディペンデント・
プロデューサー
（独立生産者）

ポートフォリオ・
ワーカー

学
ぶ

無
形
資
産
の
形
成
に
つ
な
が
る
教
育
を

働
く

人
生
の
段
階
に
合
わ
せ
て
働
き
方
を
変
化
さ
せ
る

マルチステージにおける３つの生き方図３

62 高校版  2021 June

0-01-J-22509-001 2021 年度 VIEW next 高校版 6 月号 62 頁 ＣＭ
ＹＫ

色
校

05/28
引寺

念
校

06/08
八木

再
念
校

06/10
引寺 − −/−

− − −/−
−

P60-63_view-next-koukou-6g.indd   62 2021/06/10   10:28



有形資産 お金、家、土地など

無
形
資
産

生産性
資産

仕事で成功し、所得を増やすために役立つ要素
例）知識・技能、仕事仲間、評判

活力資産
肉体的・精神的な健康と幸福
例）健康、バランスの取れた生活、友人関係、パー
トナーや家族との良好な関係

変身資産

人生の途中で変化と新しいステージへの移行を
成功させる意思と能力
例）自分についてよく知っていること、多様性に富
んだ人的ネットワーク、新しい経験に対して開かれ
た姿勢

※日本ライフシフト協会提供資料を基に編集部で作成。

　
人
生
の
時
間
が
延
び
る
こ
と
で
、
人
々

の
暮
ら
し
に
も
変
化
が
起
こ
る
だ
ろ
う
。

例
え
ば
、
マ
ル
チ
ス
テ
ー
ジ
の
人
生
モ
デ

ル
が
浸
透
す
れ
ば
、
家
族
と
の
関
係
や
夫

婦
の
役
割
分
担
が
変
わ
っ
て
い
く
と
考
え

ら
れ
る
。

　「
マ
ル
チ
ス
テ
ー
ジ
の
人
生
で
は
、
夫

と
妻
の
双
方
に
経
済
力
が
あ
る
方
が
、
生

活
や
仕
事
の
変
化
、
病
気
や
事
故
な
ど
の

リ
ス
ク
に
対
応
し
や
す
い
と
言
え
ま
す
。

例
え
ば
、
夫
が
新
た
な
ス
キ
ル
を
習
得
す

る
た
め
に
休
職
し
て
い
る
間
に
妻
が
生
活

費
を
稼
い
だ
り
、
出
産
前
は
共
働
き
で
貯

蓄
に
励
ん
で
お
き
、
子
ど
も
が
幼
い
う
ち

は
２
人
と
も
仕
事
を
抑
え
て
育
児
を
楽
し

ん
だ
り
と
、
教
育
や
仕
事
な
ど
の
状
況
に

応
じ
て
柔
軟
に
役
割
を
変
え
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
」

　
そ
の
よ
う
な
パ
ー
ト
ナ
ー
関
係
が
社
会

に
広
ま
れ
ば
、
男
性
は
仕
事
、
女
性
は
家

事
や
育
児
と
い
っ
た
旧
来
の
性
別
に
よ
る

役
割
分
担
の
考
え
方
が
崩
れ
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
の
不
平
等
が
解
消
に
向
か
う
こ
と
も

期
待
さ
れ
る
。

　
さ
ら
に
、
働
き
方
が
多
様
化
す
れ
ば
、

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
考
え
方
は
一

層
浸
透
し
て
い
く
は
ず
だ
。

　「
仕
事
に
打
ち
込
む
だ
け
で
は
な
く
、

家
族
や
地
域
と
の
関
係
づ
く
り
を
大
切
に

し
た
り
、
余
暇
の
時
間
を
充
実
さ
せ
た
り
、

『
暮
ら
し
を
楽
し
む
』
と
い
う
考
え
方
が
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
大
切
に
さ
れ
る
よ
う
に

な
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
働
き
方
や
暮
ら

し
方
を
柔
軟
に
変
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
れ

ば
、
例
え
ば
、
あ
る
時
期
に
は
都
会
と
田

舎
の
両
方
に
居
住
拠
点
を
持
つ
な
ど
、
住

ま
い
に
対
す
る
考
え
方
も
変
化
し
て
い
く

と
思
わ
れ
ま
す
」

　
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
時
間
に
培
っ
た
無
形

資
産
を
生
か
し
て
仕
事
の
生
産
活
動
を
さ

ら
に
充
実
さ
せ
る
。
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ

ン
ス
を
通
じ
て
、
そ
う
し
た
サ
イ
ク
ル
を

生
み
出
す
こ
と
が
、
長
く
働
き
続
け
、
充

実
し
た
人
生
を
歩
む
た
め
に
は
重
要
に
な

り
そ
う
だ
。

し
か
し
、
長
い
人
生
を
通
し
て
生
産
活
動

を
続
け
て
い
く
た
め
に
は
、
自
身
の
健
康

や
家
族
・
友
人
と
の
良
好
な
関
係
、
多
様

性
に
富
ん
だ
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
、

様
々
な
無
形
資
産
を
築
く
こ
と
が
必
要
だ

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
」

　
そ
れ
ら
の
無
形
資
産
は
、
生
涯
に
わ

た
っ
て
徐
々
に
蓄
積
さ
れ
て
い
く
が
、
高

校
時
代
に
そ
の
土
台
を
培
え
る
も
の
も
多

い
。

　「
無
形
資
産
を
培
う
た
め
に
有
効
だ
と

考
え
ら
れ
て
い
る
の
が
、『
主
体
的
・
対

話
的
で
深
い
学
び
』
で
す
。
生
徒
が
自
分

で
課
題
を
見
つ
け
て
主
体
的
に
学
ぶ
姿
勢

は
、
ま
さ
に
変
身
資
産
の
１
つ
と
言
え
ま

す
し
、
探
究
学
習
な
ど
を
通
じ
て
社
会
と

接
点
を
持
つ
経
験
は
、
多
様
な
人
的
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
築
く
大
切
さ
を
理
解
す
る
こ

と
に
も
つ
な
が
る
で
し
ょ
う
」

　
教
師
自
身
が
無
形
資
産
を
形
成
し
て
い

く
こ
と
も
、
こ
れ
か
ら
の
教
育
に
欠
か
せ

な
い
。
例
え
ば
、
教
師
が
学
校
外
に
豊
か

な
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
く
こ
と
で
、

教
育
活
動
に
広
が
り
を
持
た
せ
ら
れ
る
だ

ろ
う
。

　「
先
生
方
に
も
、
で
き
る
だ
け

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
意

識
し
て
、
人
間
性
や
個
性
を
伸

ば
す
こ
と
を
大
切
に
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
ほ
か
の
職
業

を
体
験
し
て
外
の
世
界
を
知
る

『
越
境
プ
ロ
グ
ラ
ム
』
へ
の
参
加

な
ど
も
、
先
生
自
身
の
無
形
資

産
の
形
成
に
つ
な
が
る
で
し
ょ

う
。
そ
う
し
た
経
験
を
通
じ
て
、

人
間
と
し
て
厚
み
が
増
し
た
先

生
方
が
ラ
イ
フ
シ
フ
ト
に
つ
い

て
語
る
こ
と
に
よ
り
、
生
徒
は

将
来
に
対
し
て
一
層
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
つ
は
ず
で

す
」

これからの
　　　　　　のための進 路 指 導

世の中　　　　　解説

暮
ら
す

家
族
の
あ
り
方
や
暮
ら
し
方
の
多
様
化
も
進
む

有形資産と無形資産図４
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男女別の平均寿命と健康寿命、男女別・年代別の平均給与
額のデータから考えたことを、生徒同士で共有。女性の平
均給与額は、どの年代においても男性より低いというデー
タに、生徒から驚きの声が上がっていた。

１
　

授
業
の
内
容
は
？

女
性
が
自
立
し
て
生
き
る
た
め
に
必
要
な
経

済
的
観
念
と
、
保
険
や
資
産
運
用
な
ど
の
金

融
知
識
を
学
ぶ
授
業
で
す
。
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン

を
作
成
し
、
い
つ
、
い
く
ら
必
要
に
な
る
の
か

を
具
体
的
に
考
え
る
機
会
も
設
け
て
い
ま
す
。

２
　

育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
は
？

自
身
の
状
況
や
社
会
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応

し
な
が
ら
、
自
分
で
人
生
を
築
き
、
生
活
を

守
る
力
を
育
て
ま
す
。

３
　

な
ぜ
、
こ
の
学
び
が
必
要
？

統
計
的
に
、
女
性
は
男
性
に
比
べ
て
長
寿
で
あ

る
一
方
、
生
涯
賃
金
は
低
い
状
況
で
す
が
、
そ

う
し
た
こ
と
を
知
ら
な
い
ま
ま
生
徒
を
社
会

に
送
り
出
す
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
ま
し
た
。

ど
ん
な
　
　
　
学
び
？

写真左／高校生活の２年間にか
かった学費や交通費、遊興費
などの金額をインターネットで
調べて、総額を算出。生徒のお
金に対する意識を高めるととも
に、生徒にとっては保護者に感
謝の思いを抱く機会となった。

写真下／授業を担当する名
な か ま
嘉眞

梨菜先生が、授業の冒頭に「お
金は大切ですか？」と問いかけ
ると、ほとんどの生徒が手を挙
げていた。

＊１　経済金融教育は、社会で活躍するための素地を段階的に身につける探究型学習プログラム「21 世紀『わたし』デザイン」の一部。　＊２　株式会社ベネッセホー
ルディングスとソフトバンク株式会社の合弁会社である Classi 株式会社が提供する、学校教育での ICT 活用を総合的に支援するサービス。　　

経済金融教育
女性が自立して生きていくために必要な
金融知識とライフプランの立て方を学ぶ

宮城県・私立常
と き わ

盤木
ぎ

学園高校

誌上で見学　　　　学びのnext
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本
校
で
は
２
０
２
１
年
度
、
３
年
次
１

学
期
の「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」に
お
い

て
、「『
お
金
』
に
つ
い
て
考
え
よ
う
」
と
題

し
た
経
済
金
融
教
育
を
導
入
し
ま
し
た（
＊

１
）。
女
子
校
で
あ
る
本
校
の
使
命
は
、
自

立
し
た
女
性
の
育
成
で
あ
り
、
自
立
に
経

済
的
観
念
は
不
可
欠
で
す
。
多
く
の
女
子

校
が
共
学
化
す
る
中
、
本
校
だ
か
ら
こ
そ

す
べ
き
教
育
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
本
単
元
で
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力

は
、
予
測
不
可
能
な
社
会
に
お
い
て
も
、

変
化
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
力
で
す
。
日

本
は
依
然
と
し
て
男
女
の
賃
金
格
差
が
大

き
い
と
い
う
現
実
と
、
そ
れ
に
対
処
す
る

術
を
社
会
に
出
る
前
に
知
っ
て
お
く
こ
と

で
、
環
境
が
変
わ
っ
て
も
、
自
分
の
生
活

を
守
り
、
人
生
を
切
り
拓
い
て
い
け
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

　
単
元
は
、ま
ず
、高
校
生
活
に
か
か
る
費

用
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
利
用
料
な
ど
、

生
徒
に
と
っ
て
身
近
な
話
題
か
ら
始
め
る

構
成
と
し
、
お
金
の
こ
と
を
自
分
事
と
し

て
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
賃
金
や
進
学
費
用
、
保
険
な
ど
に
つ

い
て
学
び
、
最
後
に
自
分
の
ラ
イ
フ
プ
ラ

ン
を
作
成
す
る
と
い
う
展
開
で
す
（
図
）。

　
こ
れ
ま
で
、
家
庭
の
経
済
状
況
に
よ
っ

て
、
希
望
進
路
の
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
生
徒
も
い
た
た
め
、
お
金
の
こ
と
を
自

分
事
と
し
て
捉
え
、
家
庭
で
話
し
合
っ
て

ほ
し
い
と
い
う
意
図
も
あ
り
ま
す
。

　
毎
授
業
、そ
の
日
の
気
づ
き
を「Classi

」

（
＊
２
）
を
用
い
て
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
ま

と
め
さ
せ
て
い
ま
す
。
１
・
２
時
間
目
に
、

男
女
別
の
平
均
寿
命
や
生
涯
賃
金
な
ど
を

示
し
た
上
で
、
高
校
生
活
で
こ
れ
ま
で
か

か
っ
た
費
用
を
算
出
さ
せ
た
際
に
は
、
生

徒
か
ら
、「
今
ま
で
以
上
に
お
金
の
使
い

方
を
し
っ
か
り
考
え
た
い
」
と
い
っ
た
当

事
者
意
識
の
深
ま
り
が
見
ら
れ
た
感
想
だ

け
で
な
く
、「
女
性
が
働
い
て
稼
げ
る
環

境
を
つ
く
り
た
い
」
と
い
っ
た
社
会
に
目

を
向
け
た
声
も
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。「
社

会
の
問
題
を
解
決
で
き
る
人
間
」
の
育
成

は
、
本
校
の
教
育
目
標
の
１
つ
で
す
。
そ

う
し
た
人
間
と
な
る
萌
芽
が
見
ら
れ
、
う

れ
し
く
思
い
ま
す
。

　
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
は
、
生
徒
に
と
っ
て

は
学
び
を
深
め
、
成
長
を
可
視
化
す
る
有

益
な
ツ
ー
ル
で
あ
り
、
教
師
に
と
っ
て
は

授
業
改
善
の
た
め
の
貴
重
な
資
料
で
す
。

振
り
返
り
を
見
取
る
中
で
、
生
徒
の
資
質
・

能
力
の
育
成
に
寄
与
す
る
と
分
か
っ
た
仕

か
け
は
、
す
ぐ
に
次
の
授
業
に
取
り
入
れ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「『お金』について考えよう」単元計画（全15時間）図

＊３　世界経済フォーラムが公表している世界各国の男女間の不均衡を示す指標。　＊４　個人型確定拠出年金のこと。毎月のかけ金を自分自身で運用しなが
ら積み立てていき、原則 60 歳以降に老齢給付金を受け取る仕組み。　＊５　株式や投資信託などの運用益や配当金などが非課税になる制度。

授業時数 テーマ・内容

1・2
なぜ、女性が金融について学ぶのか　
お金を自分事化する①１・２年次の２年間で
かかった費用を計算する

３・４
なぜ、女性が金融について学ぶのか　
お金を自分事化する②携帯電話を契約する

５
生涯賃金について詳しく知る（性別、職種、
雇用形態、学歴、地域での違いなど）

６
日本の現状、今後の日本について考える　

（ジェンダー・ギャップ指数＊３を用いる）

７・８
進学に必要な費用を把握する（奨学金を受け
て、１人暮らしをした場合を想定する） 

９
保険について（保険が必要な理由、保険の種
類など）

10
よく聞く「ローン」とは（家の購入を前提にロー
ンについて考える）

11
悪徳商法に騙されない（悪徳商法の手口や
被害の状況、被害に遭った場合の対処など）

12
ライフイベントにかかる費用について（進学、
結婚、子育てなどにかかる費用を調べる）

13
積み立てについて（iDeCo＊４や NISA＊５につ
いて調べてレポートを作成） 

14・15 ライフプランを組む 

上記の単元計画は、生徒の状況に応じて変更する場合も
ある。　　　　　　　　 　※学校資料を基に編集部で作成。

学
校
概
要

◎
常
盤
木
学
園
高
等
女
学
校
と
し
て
開
校
。「
自
由
と

芸
術
」
を
創
立
の
精
神
と
す
る
。
２
０
１
８
年
度
、
学

校
改
革
に
着
手
。「
自
立
・
自
活
で
き
る
人
間
」「
社
会

の
問
題
を
解
決
で
き
る
人
間
」
の
育
成
を
目
指
す
。
部

活
動
は
、
サ
ッ
カ
ー
部
が
全
国
大
会
優
勝
の
実
績
を
誇

る
ほ
か
、
器
械
体
操
部
や
新
体
操
部
、
陸
上
部
な
ど
が

全
国
大
会
出
場
の
経
験
が
あ
る
。

◎
設
立

　 

１
９
２
８
（
昭
和
３
）
年

　

◎
形
態

　
全
日
制
／
普
通
科
・
音
楽
科
／
女
子
校
（
音

楽
科
の
み
共
学
）　

◎
生
徒
数

　
１
学
年
約
３
０
０
人

◎
２
０
２
１
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）　

国
公
立
大
は
、
東
北
大
、
筑
波
大
、
東
京
藝
術
大
な

ど
に
11
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
獨
協
大
、
中
央
大
、

桐
朋
学
園
大
、
東
洋
大
、
日
本
大
、
関
西
大
な
ど
に

延
べ
１
５
０
人
が
合
格
。

教
職
歴
19
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
16
年
目
。

学
校
改
革
委
員
チ
ー
フ

植
木
規
裕
　

う
え
き
・
の
り
ひ
ろ

生
活
に
必
要
な
お
金
の
こ
と
を
、

自
分
事
と
し
て
捉
え
さ
せ
る

生
徒
の
気
づ
き
を
踏
ま
え
て
、

授
業
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

　　　　　　　　　では、
同校の経済金融教育について

さらに詳しく紹介！
「ウェブで見学　学びのnext」

もご覧ください

VIEW n-express 検索
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2021年４月号へのご意見

『VIEW next』高校版、『VIEW21』高校版
2020 年４月号以降は、電子ブックでご覧
いただけます。ベネッセ教育総合研究所
のウェブサイトでご確認ください。
HOME →教育情報→高校向け→情報誌最
新号

　　　　
高校版は

電子ブックで閲覧可能です

『VIEW next』に期待
　『VIEW next』の創刊、おめでとうございます。新しいコーナー構成に
より、読者個々の属性に合わせて関心ある事項や事例を読むことができ
そうだ。色の使い方も今風で見やすい。これからの号にも期待している。
 静岡県　匿名希望

新学習指導要領の要点を改めて把握
　４月号の特集「新教育課程編成」では、最初に「課題整理」があり、
２校の事例を読む前に新学習指導要領の要点を改めて押さえられたのは
よかった。両校とも、学校のグランドデザインを軸にして新教育課程を
検討しており、やはりそれが基本的な進め方なのだと再認識できた。

龍谷大学高大連携推進室　堀 浩司

これからも教育課程の不断の見直しを
　本校は既に新教育課程を完成させたが、４月号の特集で紹介された「履
修科目・年次検討時の３つの視点」を興味深く読んだ。完成させたら終
わりではなく、記事にあった３つの視点を大切にしながら、どのような
学校を目指すのか、どういった生徒を育てたいのかを踏まえて、運用後
も教育課程を見直していこうと改めて思った。 静岡県立御

ご

殿
てん

場
ば

高校　松山 陸

学年団での意思疎通が大切
　学年団にチームづくりを聞く「輝く学年団を訪ねて」は、新しい視点
の記事であり、感動した。学年団で意思疎通を図り、教師間でぶれずに
指導することは非常に重要であり、生徒・保護者からの信頼を得るため
に必要不可欠だ。そんな教師集団による３年間の指導を通じて、生徒は
成長し、教師も力を伸ばしていく、そんなことを確信した。

兵庫県　匿名希望

記事を読んで授業を間近で見ることができた
　４月号の「主体的・対話的で深い学び　授業実践」で紹介された北海道・
市立札幌平岸高校の對

つし
馬
ま

光
こう

揮
き

先生の授業は、現代文の定番教材『こころ』
に探究的にアプローチするものだった。「問いを立てる」ための指導の工
夫、キーの発問を深く考えさせるための展開など、授業が具体的かつ詳
細に記されており、間近で見ているようだった。東京都立北園高校　鈴木公美

高校でも「日本語の４技能」の指導を
　４技能と言えば「英語」のイメージがあるが、４月号の「誌上で見学 
学びの next」で「日本語の４技能」という文字を見た瞬間、はっとさせ
られた。最近、３年生に面接指導をしていると、口頭での表現力が以前
と比べて低くなっていると感じていた。日本語を「話す・聞く・書く・
読む」といった技能は、初等教育での指導だけでなく、中等教育でも、
各教科・科目の中で意識して育成すべきだと改めて思った。「日本語の４
技能」という言葉は新鮮であり、頻繁に使うことで、教師の意識が変わっ
ていくかもしれない。 　　      　　　　　  福岡県・私立大

おお

牟
む

田
た

高校　荒木信一

先生方からの
ご意見を

紹介します

８月20日発刊
（予定）

『VIEW next』高校版は
年６回の発刊です

高校版　2021年8月号

　VIEW next 編集部に異動して、早２か月
が経ちました。いまだコロナ禍が続いていま
すが、今号の製作においても、万全の感染
対策を講じた上で、何校かの学校を取材で
訪れました。そのうちの１校で、特集の実
践事例でご紹介した香川県立高松北中学校・
高校を訪れた際、校内に生徒たちが製作し
たスロープがあると伺い、案内していただ
きました。何とそのスロープは、バリアフリー
について学んだ生徒たちが、自分たちで企
画・設計し、材料を調達して製作したそう
です。生徒たちの主体性に、ただただ驚か
されました。新しい時代に必要となる資質・
能力の育成を目指し、学校教育は大きく変
わってきていますが、生徒たちはその環境
で学び、育っているのだと実感しました。

（山本）

https://berd.benesse.jp
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島
県
・
私
立
安
田
女
子
中
学
高
校

は
、
礼
儀
作
法
や
マ
ナ
ー
指
導
が

行
き
届
い
た
伝
統
校
と
し
て
知
ら
れ
、
在

校
生
も
そ
れ
を
誇
り
と
し
て
き
た
。
し

か
し
、
時
代
の
変
化
の
中
で
、
校
則
の
見

直
し
を
検
討
す
る
必
要
性
を
同
校
の
教
師

も
感
じ
始
め
て
い
た
。
19
年
12
月
、
同
校

は
経
済
産
業
省
「
未
来
の
教
室
」
の
実
証

事
業
で
、
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
カ
タ
リ
バ
が

企
画
し
た
「
ル
ー
ル
メ
イ
カ
ー
育
成
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
モ
デ
ル
校
に
選
定
さ
れ

た
。
教
師
や
保
護
者
と
対
話
を
重
ね
、
校

則
を
見
直
し
て
い
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通

じ
て
、
生
徒
に
問
題
発
見
・
解
決
力
が
育

ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

へ
の
参
画
を
決
め
た
の
だ
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン
バ
ー
に
名
乗
り

を
上
げ
た
の
は
、
中
学
1
年
生
か
ら
高

校
2
年
生
ま
で
の
20
人
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

リ
ー
ダ
ー
の
1
人
で
あ
る
田
中
心
結
さ
ん

の
参
加
理
由
は
、「
み
ん
な
が
幸
せ
に
な

る
校
則
」
を
つ
く
り
た
か
っ
た
か
ら
だ
。

　「
中
学
校
で
生
徒
会
役
員
を
務
め
た
際
、

友
人
に『
こ
の
校
則
は
な
ぜ
必
要
な
の
？
』

と
聞
か
れ
て
も
、
理
由
を
き
ち
ん
と
説
明

で
き
ず
、
悔
し
い
思
い
を
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
校
則
に
不
平
不
満
を
ぶ
つ
け

る
の
で
は
な
く
、
各
校
則
の
存
在
意
義
を

広

みんなにとって
幸せなルールとは？

大切にしたい
「安田らしさ」って？

先生がご存知の「イノベーティブな生徒たち」をご推薦ください！
具体的なご推薦方法は、 公式LINEを通じて７月下旬にお伝えいたします。
※ 公式 LINE が未登録の方は、右の２次元コードを読み取っていただくか、
LINE アプリの「友だち追加」＞「ID 検索」で「＠ view21」とご入力いただき、友だち追加をお願いいたします。

編集部からのお知らせ

今号の「発問・課題設定をキーに見る　主体的・対話的で深い学び　授業実践」で紹介
した山梨県立青

せい

洲
しゅう

高校・飯
いいむろたけひろ

室雄大先生の英語の授業。生徒が学び合う様子のダイジェ
スト動画を、ぜひご覧ください。

今号の「指導変革の軌跡」の中で紹介した
福岡県立戸

と

畑
ばた

高校の「『さくら』を贈るプロ
ジェクト」。同プロジェクトを通じて、教師
は何を思い、生徒はどのような気づき、学
びを得たのか聞きました。

今号の「誌上で見学　学びの next」で
紹介した宮城県・私立常

と き わ

盤木
ぎ

学園高校
の「経済金融教育」について、教師の
指導体制・工夫などをさらに詳しくお
伝えします。

誌面で紹介した授業が動画で見られる！

「指導変革の軌跡」の中の
取り組みをクローズアップ！

I N F O R M A T I O N

「VIEW n-express」では、最新の教育現場の状況や取り組み、今求められている情報、現場の教師や識者のオピニオ
ンなどを「express＝速達」でお伝えします。

ウェブで見学
学びのnext

自校の研修・会議に使える！　対話促進スキル向上・オンライン講座のご案内

ベネッセ教育総合研究所ウェブサイト内のコーナー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リリース

今後一層求められる対話型の研修や会議を実現するためのスキルや心構えが学べる！

参加申し込み
受け付け中！

詳しくは
今号 24 ページを

ご覧ください。

ニューコンテンツ、続々

や教育に関連する最新情報をタイムリーにお届けします。
友だち登録をすれば、冊子の発刊時や新コンテンツの公開時に通知が届きます。
＊友だち登録の方法は、右の２次元コードを読み取っていただくか、LINE アプリの

「友だち追加」＞「ID 検索」で「@view21」とご入力いただき、追加をお願いいたします。

公式アカウント

友 だ ち 募 集 中！

の LINEをご登録いただければ、
                      や の電子ブックに、ダイレクトにアクセスできます！

アクセスはこちら！

本誌特集テーマとも
連動！

伝統を胸に、よりよい学校をつくるため、
生徒主体で校則を見直す

田中心
み

結
ゆ

さん・高校３年生（左）／花本奈
な

月
つ き

さん・高校３年生（右）

広島県・私立安田女子中学高校

未来を描く！ 創る！

イノベーティブな
生徒たち

第１回

開催日時 2021年8月2日（月）
	 16時00分〜17時10分
形式 オンライン（ライブ配信）

※お申し込みいただいた方に、
詳しい参加方法をご案内します。

参加申し込み締め切り　2021年 7月28日（水）　
参加費 無料

VIEW n-express 検索

一般財団法人
地域・教育
魅力化プラットフォーム
代表理事

岩本　悠

主な講師・ファシリテーター
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生徒より

特
集  

生
徒
が
輝
く
学
校
づ
く
り 

─
高
校
の
特
色
化
・
魅
力
化
─

教
育
理
念
を

継
承
す
る
た
め
に

今
を
変
え
る

Satom
i kousuke

里
見
康
介
先
生

神
奈
川
県
・
私
立
サ
レ
ジ
オ
学
院
中
学
校
・
高
校

本
校
は
、
サ
レ
ジ
オ
会
の
創
立
者
ド
ン
・
ボ

ス
コ
の
教
え
に
基
づ
き
教
育
を
行
っ
て
い

ま
す
。
困
っ
て
い
る
人
に
手
を
差
し
伸
べ
よ
う
、

そ
れ
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
勉
学
・
問

題
解
決
・
奉
仕
に
励
も
う
と
い
う
価
値
観
は
、

今
ま
で
は
、
司
祭
と
と
も
に
学
校
生
活
を
送
る

中
で
、
生
徒
に
も
教
師
に
も
自
然
と
伝
わ
っ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
司
祭
の
数
が
減
少
し
つ
つ
あ

る
今
、
そ
の
継
承
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
進
め
て
い
る
の
が
、
教
育
理
念
の
具

体
化
で
す
。
育
成
を
目
指
す
生
徒
像
を
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
で
示
し
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
探
究
学
習

を
体
系
化
し
ま
し
た
。
３
年
前
に
、
高
校
１
年
生

が
校
内
の
問
題
解
決
に
チ
ー
ム
で
取
り
組
む「
サ

レ
ジ
ア
ン
改
革
」を
始
め
、現
在
は
、高
校
２
年
次

に
導
入
す
る
探
究
学
習
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い

て
、全
教
師
で
議
論
し
て
い
ま
す
。そ
の
過
程
で
、

本
校
の
教
育
理
念
が
改
め
て
教
師
間
に
浸
透
す

る
こ
と
を
企
図
し
て
い
ま
す
。

　
授
業
で
は
、
企
業
に
勤
め
て

い
た
頃
の
話
を
よ
く
し
ま
す
。

海
外
で
様
々
な
職
業
の
方
と
協

力
し
て
働
く
中
で
感
じ
た
、
価

値
観
の
異
な
る
他
者
を
受
け
入

れ
る
こ
と
の
大
切
さ
や
、
社
会

で
必
要
と
さ
れ
る
能
力
の
多
様

性
な
ど
に
つ
い
て
、
体
験
を
基

に
話
す
こ
と
で
、
同
じ
よ
う
な

生
活
水
準
や
価
値
観
の
友
人
に

囲
ま
れ
て
過
ご
す
生
徒
が
、
世

界
の
広
さ
に
目
を
向
け
る
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
と
い
う
思
い
が

あ
り
、
そ
れ
は
本
校
の
教
育
理

念
に
も
通
じ
る
と
考
え
ま
す
。

　
生
徒
が
教
会
で
の
炊
き
出

し
や
街
頭
募
金
な
ど
に
自
主
的

に
参
加
す
る
姿
や
、
グ
ル
ー
プ

学
習
で
異
な
る
意
見
に
も
耳
を
傾
け
、
互
い
が

納
得
で
き
る
よ
う
に
話
し
合
う
姿
を
見
て
、
本

校
で
の
学
び
が
浸
透
し
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

本
校
の
教
育
理
念
を
継
承
し
続
け
る
た
め
に
、

今
向
き
合
う
べ
き
課
題
に
挑
戦
し
て
い
き
ま
す
。

さ
と
み
・
こ
う
す
け
　
教
職
歴
25
年
。
同
校

に
赴
任
し
て
11
年
目
。
総
務
企
画
室
長
。
カ
テ

キ
ス
タ
部
部
長
補
佐
。
社
会
科（
倫
理
・
日
本

史
）、宗
教
科
。

神
奈
川
県
・
私
立
サ
レ
ジ
オ
学
院
中
学
校
・

高
校
　
全
日
制
／
普
通
科
／
男
子
校
／
１
学

年
約
1
８
0
人
／
２
０
２
１
年
度
入
試
合
格

実
績（
現
役
の
み
）国
公
立
大
は
、東
京
工
業

大
、東
京
大
、一
橋
大
、横
浜
国
立
大
な
ど
に

72
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、慶
應
義
塾
大
、早

稲
田
大
な
ど
に
延
べ
５
０
７
人
が
合
格
。

グ
ル
ー
プ
学
習
や
生
徒
主
体

の
学
校
行
事
が
多
い
か
ら

か
、「
サ
レ
ジ
ア
ン
改
革
」
で
は
、
終

礼
の
開
始
時
刻
の
厳
守
な
ど
、
問
題

を
自
分
た
ち
で
見
つ
け
、
仲
間
の
考

え
を
聞
き
な
が
ら
建
設
的
に
議
論

し
、
解
決
策
を
生
み
出
せ
ま
し
た
。

そ
の
経
験
は
、２
年
次
の
研
修
旅
行

に
向
け
て
自
分
で
テ
ー
マ
を
決
め

て
取
り
組
ん
だ
探
究
学
習
に
生
き

た
と
思
い
ま
す
。１
つ
の
課
題
を
追

求
す
る
面
白
さ
を
学
ん
だ
こ
と
は
、

高
校
生
活
で
次
に
取
り
組
み
た
い

活
動
や
、将
来
挑
戦
し
た
い
夢
に
つ

い
て
、具
体
的
に
、目
的
意
識
を
持
っ

て
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

2021 June
発
問
・
課
題
設
定
を
キ
ー
に
見
る

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
授
業
実
践

英
語

山
梨
県
立
青せ
い

洲し
ゅ
う

高
校

飯い

い

室む

ろ

雄た

け

ひ

ろ大

情
報

愛
知
県
立
高こ
う
ぞ
う蔵
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高
校

田
中 

健

学校の今に寄り添い、先生方とともに未来を描く
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